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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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第一話　噓うそつき噓たろう







　濃のう厚こうなソースのかかったポーチドエッグにナイフを入れると、とろーりと黄身がこぼれる。二に乃のは料理の腕うでをますます上げたようだ。

「一いち花かが休日のこんな時間に起きてるなんて、珍めずらしいですね。」

　朝の日ざしがあふれるダイニングテーブルで、五い月つきが言った。

「五人の中じゃドベだけどね。三み玖くもいつの間にかベッドからいなくなってたし。」

　今朝、一花が起きてみたら、隣となりに寝ねていた三玖の姿すがたがなかった。風ふう太た郎ろうに自分のベッドをゆずった三玖と、ゆうべ一いっ緒しょに寝たはずだったのに……。

　まさか三玖が寝ぼけて自分のベッドに戻もどっているなど、夢ゆめにも思わない。

「三玖を探さがしに行ったっきり、四よつ葉ばも帰ってこないわね……。」二乃がつぶやく。

「……彼かれは？」

　五月はさりげなくきき、エッグベネディクトをングッとほおばった。

「さあ？　まだ寝ねてるんじゃない？」と一花。

「アイツ、本当に泊とまったのね。」

　不ふ機き嫌げんそうに言ったあと、二乃は紅こう茶ちゃのカップを手に取り、「ま、それもあと少しの辛しん抱ぼうだわ。」と、なぜかうっすらほほえんだ。

「二乃も勉強、参加すればいいのに。あんがい楽しいよ？」

　一花の誘さそいに、二乃がベーッと舌したを出す。

「お断ことわり。五月、アンタはほだされるんじゃないわよ。」

　五月は答えず、どこか思おもい詰つめたような表ひょう情じょうをしている。

「素す直なおになればいいのに。」一花がフッと笑って言う。

「どうも彼とは馬が合いません。この前もいさかいを起こしてしまいました……。ささいなことでムキになってしまう自分がいます……。」

　一昨日も、駅前の陸橋で風太郎とつい言い争いになってしまった。

「私わたしは、一花や三玖のようにはなれません……。」

　すると、一花の目がきらりん！　と光った。

「なれるよ、五月だって！」

　一花が椅い子すから立って五月の後ろに回り、髪かみをいじりだす。

「ほら、こうしてここの髪を持ってきて……ほら、三玖のできあがり！」

　前まえ髪がみを横分けにして、左目を隠かくすように長めにたらせば、たしかにほとんどの人が三玖だと思うだろう。

「……私は真しん剣けんに言ってるんですが！」

「あはは。ゴメンゴメン、五つ子ジョークだよ。」

　五月と一花のやりとりを聞いていた二乃が、突とつ然ぜん勢いきおいよく立ち上がった。

「一花！　……髪の分け目が逆ぎゃく！」

　前髪で隠れているのは、右目のほうだ。

「あと五月！　もっと寝ねぼけた目をして！　この毛、邪じゃ魔まだな～。」

　二乃も五月の後ろに回って、あれこれ指し示じを出しはじめる。

「私で遊ばないでください！」

　五月の抗こう議ぎを無む視しして、一花は二乃にたくらむような笑え顔がおを向けた。

「ちょうど三玖もいないし、これでだませるか試ためしてみようよ。」

「え？　マジで？　だったら服も変えなきゃ。」

　盛もり上あがっている二人に、五月が「あの～……。」と控ひかえめに声をかける。

「大だい丈じょう夫ぶ！　アイツにアタシたちの区別なんてできるわけないでしょ。」

　二乃は完全に面おも白しろがっている。




（な……な……なんだ、この状じょう況きょうは……。）

　階下でそんな悪だくみが進行中とも知らず、中二階にある三玖の部屋で目覚めた風太郎は、真っ青になってフリーズしていた。

　なぜか同じベッドに、いい匂においのする、ぽよんとやわらかい物体が──！

（てか、隣となりで寝ねてるこれ誰だれだ？　昨日、俺おれは三玖の部屋で寝て……そうだ、このパジャマを着てたのは三玖……三玖なのか……？）

　ヤ、ヤバい。三玖を起こさないよう、ベッドからそっと抜ぬけ出だしてドアに向かう。

　ゆっくりドアノブを回し、廊ろう下かに出た風太郎は仰ぎょう天てんした。

　目の前に、ピンクのパジャマを着た三玖が立っている！

（いや、三玖は中に……だったらこいつはっ……。）

　このパジャマを着ていたのは……風太郎は瞬しゅん時じに昨夜の記き憶おくを呼よび覚さました。

「ど、どうした、五月？」

「……わかるんですね。」

　五月は意外な顔になり、うつむいてボソボソと蚊かの鳴くような声で言った。

「あ、あの……今度の中間……。」

　そのとき、風太郎の背はい後ごで、「う～～ん……。」と三玖が寝ね返がえりを打った。

　口から心しん臓ぞうが飛び出そうになる。二乃と五月だけには見られるわけにいかない。

「よ、用がないならもういいかな!?　着き替がえるからっ！」

　風太郎は有う無むを言わさず五月を押おしやると、そのままドアを閉しめた。

「……えええ～～!?」

　プチパニック状じょう態たいの風太郎は、五月の気持ちを思いやる余よ裕ゆうなど一ミリたりともない。

「……もうけっこうです！」

　ムッとした声がして、五月が部屋の前を去っていく気配がした。と思ったら、バタン！　と乱らん暴ぼうにドアを閉める音。

　風太郎はそっと三玖の部屋を出た。どうやら、五月は怒おこって自分の部屋にこもってしまったらしい。

（しまった……外で話を聞くだけでよかったか……。）

　がっくりしていると、階下から一花の声がする。

「フータローくん、三玖、どこに行ったか知らない？」

「あ……え～っと……図書館かな……？」とっさに噓うそをつく。

「じゃ、私わたしたちも気分を変えて図書館で勉強しよっか。」

「そ、そうするか……。」

「じゃあ四葉に連れん絡らくしとくね。」




　薄うす暗ぐらい部屋にぽつんとたたずむ五月の耳に、二人の会話がドア越ごしに聞こえてくる。

　五月は、クッと口を引き結んだ。また風太郎にキツい言い方をしてしまった。三玖じゃなく、五月だとわかってくれて、本当はうれしかったのに──。




　風太郎は気が進まないまま、一花と四葉と三人で図書館にやってきた。

　四葉が「三玖はどこかな～？」とキョロキョロ館内を探さがしはじめる。

「いないですね～……。」

　当然だ。三玖は家にいるのだから。

　しかし今、風太郎の頭を悩なやませているのは、三玖ではなく五月だ。

（このままでいいのか……。）

　いや、あいつが一人でできると言ったんだ。それに賭かけるしかない。

　──たとえ退たい学がくになっても、あなたからは絶ぜっ対たいに教わりません！

　五月が風太郎に放った、痛つう烈れつなひと言が脳のう裏りによみがえる。

（思い出したらムカムカしてきた……もー知らん！）

　それに、売り言葉に買い言葉で、風太郎も「おまえにだけは絶対教えね～～！」と五月に言ってしまった。

　──フータローくんにしかできないことがあるから、お願いね？

　しかし今度は、一花の言葉が頭をよぎる。

「上うえ杉すぎさん？　どうかしたんですか？」

　立ち止まったままの風太郎に気づいて、四葉と一花が戻もどってきた。

「あ……いや、その……四葉……たとえばだ、この先、五人の誰だれかが成せい績せき不良で進級できなかったとする……。そのとき、おまえどうする？」

「私わたしも、もう一回二年生をやります。」一いっ瞬しゅんも迷まよわず、四葉は即そく答とうした。

「とは言っても、私がいちばん可か能のう性せいが高いんですけど。あはは……でも、上杉さんがいれば、そんな心配いりませんね！」

　ニッコリする四葉から、風太郎はたまらず目をそらした。

「上杉さん？」

　きょとんとしている四葉の後ろで一花がクスッと笑い、風太郎に歩あゆみ寄よってきた。

「フータローくん。私、うっかり筆箱忘わすれちゃった。」

「一花！　書くものなら、私がたくさん！」

　四葉が、両手の指と指の間にシャープペンシルやボールペンを挟はさみ、ドヤ顔で一花に見せる。気合と道具だけはありあまるほどある四葉を、一花はスッと手で制せいした。

「私わたしたちで先に始めてるから。忘れ物、取ってきてくれる？」

　そう言ってウインクする。風太郎の迷まよいを察して背せ中なかを押してくれているのだ。

「……ああ、行ってくる！」




　風太郎は、息を切らしてタワーマンションに戻もどってきた。中ちゅう途と半はん端ぱな仕事をして、四葉たちの信しん頼らいを裏うら切ぎるわけにはいかない。五月もきっと……。

　外そと扉とびらが開いて中に入ろうとしたとき、誰だれかとぶつかりそうになった。

「おっ!?　み……三玖。」

「……フー……タロー。」三玖がびっくりした顔で、数歩後ずさる。

「と、図書館に行ったんじゃ……。」

「忘わすれ物ものだ。一花たちが待ってる、先に合流してくれ。」

　風太郎はそのまま三玖の横を通とおり過すぎ、開いていた内扉を通って中に入っていく。

「フ、フータロー！」

　呼よび止とめられて、風太郎は振ふり返かえった。

「その……もしかして、昨日の夜……。」

　三玖が頰ほおを赤らめ、もじもじしながらきいてくる。

　──しまった！　すっかり忘れていたが、風太郎が寝ねていた自分のベッドで目覚めたのだから、三玖はさぞ戸と惑まどったことだろう。

「え？　夜？　夜といえば昨日の夜はよく眠ねむれたか？　俺おれはどうもベッドに慣なれなくてリビングの床ゆかで寝ねてたから腰こしが痛いてぇよ。」

　心を無にして、ロボットのように一本調子でペラペラしゃべる。

「そ、そうだよね……。よかった……。じゃあ図書館でね。行ってらっしゃい。」

　三玖はホッとした笑え顔がおで外に出ていった。

　──噓うそだけど、おそらく知らないほうがいいだろう。

「……それに俺は……。」キッとして階上を見上げる。

　これからもう一つ、噓をつかなければいけないんだ……。




　五月は、リビングの奥おくのダイニングテーブルにいた。

　三玖のヘッドフォンをつけたまま、広げたノートの上に突つっ伏ぷして寝ね落おちしている。

「おい、起きろ。」

　風太郎が肩かたを揺ゆらすと、五月はうっすら目を開けた。

「う、う……ん……え……ああ……すみません……。」

　ヘッドフォンを外しながら振ふり返かえった五月は、風太郎を見て目をみはった。

「……あ、あの……。」

「やっと見つけたぞ──三玖！」

「えっ？」

　風太郎にふざけている様子はない。五月はワケがわからないまま、首にかけたヘッドフォンにふれた。

「あ……。」

　風太郎は、五月を三玖とカンちがいしている──と五月はカンちがいした。

「勉強サボって俺おれから逃にげてただろ！　許ゆるさねぇぞ！」

　隙すきを与あたえず、風太郎はぐいぐいと五月に迫せまる。

「えっと……。」

「ほら、ペン持て！」

「あの……。」

「教科書広げろ！」

「私わたしは……。」

「罰ばつとしてスパルタ授じゅ業ぎょうだ！　おまえには絶ぜっ対たい、赤点回かい避ひしてもらうぞ！」
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「だから三玖じゃ……。」

「そういや、五月の姿すがたが見えねぇな～。」

　風太郎は、すっとぼけてリビングを見回した。

「今も部屋で勉強がんばってるんだろうな～。まちがっても、うたた寝ねしてるなんてことはないだろうな～。」

　ごくりとのどを鳴らし、思いきって勝負に出る。「……どうした、三玖？」

　五月は迷まよった。私わたしは五月だと、たったひと言言えば済すむ。でも……。

　──素す直なおになればいいのに。ふと一花の声が聞こえてきた。

「あ……なんでもありま……なんでもないよ……。」

　三玖の口調をまねて言いながら、五月の顔がみるみる赤く染そまる。けれど、三玖としてなら素す直なおになれるかもしれない。

　風太郎は一いっ瞬しゅんあっけにとられたが、すぐに表ひょう情じょうを引きしめた。

「……じゃあ始めよう。今はどこやってたんだ？」

　五月の後ろに立って、教科書をのぞき込こむ。

「生物、だよ……。」

「そのまま続けるか？　わからなかったところはあるか？」

「えっと……。」

「……あ、そうだ。おとといは、悪かった……。」照れくさそうに、ぼそっと謝あやまる。

　五月はハッとしたが、「……なんのこと？」と、そのまま三玖の芝しば居いを続けた。

「あっ、そうだな、ハハハ……三玖になに言ってんだか。」

「……私わたしこそ、ゴメンね……。」うつむいたまま、五月もぼそっと返す。

「み、三玖こそ、なにを言ってるんだ？」

「そ、そうだね……えっと、ここなんだけど……。」

　ぎくしゃくしながらも、お互たがい知らんぷりして勉強に戻もどった。

「なんだ、そこまで進んでたのか。」

　風太郎は感心した。試験範はん囲いの勉強は、ほぼ終わっている。

「一人で、よくがんばったな。」

　風太郎がほめると、五月は教科書に目を落としたまま、うれしそうにはにかんだ。

　そんな二人を、中二階の廊ろう下かから、二乃が面おも白しろくなさそうに見つめていた。




「中間試験、オール１００点でした！」

　満点の答案用紙を、五月がずらりと並ならべて風太郎に見せる。

「私たちも１００点だったよ！」

　一花、三玖、四葉の答案用紙もオール１００点だ。

「ふん。認みとめてあげるわ。アンタは立りっ派ぱな家庭教きょう師しよ。」照れくさそうな二乃。

　なんと、これまたオール１００点ではないか！

　五つ子たちが、「ワーイワーイ！」と風太郎を胴どう上あげしてくれる。

「なんじゃこりゃ～～～!?　大成功だ～～～!!　なんかこれ、夢ゆめみたいだ～～～!!」

　大おお喜よろこびで飛び起きた風太郎は、都合のいい夢からいっぺんに現げん実じつに引ひき戻もどされた。

　ここは中なか野の家けのリビング。風太郎は家庭教師をするため、昨夜もまた泊とまり込こんでいた。

「……うん、１００点はないよな……あいてて……。」

　三玖の件けんで懲こりたので、リビングの床ゆかにマットを敷しいて寝ねたのだが、さすがに腰こしが痛いたい。すぐ横のローテーブルでは、一花と三玖、四葉が眠ねむり込こんでいる。そして奥おくのダイニングテーブルには、突つっ伏ぷして寝ねている五月の背せ中なか。四人とも、昨夜はほぼ徹てつ夜やだった。

「一週間、よくがんばったな……。」

　風太郎は、四人にいたわるようなまなざしを向けた。

　昨日の学校での出来事を思い出す。

「はあ!?　今日も泊まり込みで勉強!?」

　一花と三玖、四葉は賛さん成せいしたが、案の定、二乃が風太郎に猛もう反はん発ぱつした。

「明日が試験なんだ。効こう率りつ度ど外がい視しで一いち夜や漬づけだ！」

　そこへ、五月が通りかかった。二乃が「五月!!」と呼よび止とめる。

　二乃はもちろん、ほかのみんなも五月は反対するだろうと思っていたが、

「今日くらい、いいんじゃないですか？」

　五月はそう言って、ぽかんとしている一同の横を通とおり過すぎていったのだった──。




「ついに当日か……。」風太郎はフッとほほえんだ。

「ふぁ～……上杉くん、早いですね……。」五月が目を覚まし、大きく伸のびをする。

　風太郎はほほえみを残したまま、なにげなく壁かべの時計を見た。

「五月……確かく認にんだが、ウチの学校は八時半までに登校だったよな？」

「そうですね。それから、十五分後に試験開始です。」あくびをしつつ五月が立ち上がる。

「ふむ……あの時計、壊こわれてたりしない？」

　五月を振ふり返かえった風太郎が、血の気の引いた顔で壁の時計を指さした。

「……はあ……ひ、ひやぁぁああああ！」

　覚かく醒せいした五月の悲鳴が、朝の清々しい空気を切きり裂さく。

　時計の針はりは、八時五分を過すぎている！




　人のまばらな通学路を、五つ子たちと風太郎が必死に駆かけていく。

「みんな遅おそいよ～～～！」

　ダントツで先頭を走っていた四葉が、後方集しゅう団だんを振ふり返かえった。

「上杉さ～～～ん！　先行っちゃいますよ～～～！」

　登校時間のピークはとっくに過ぎて、ほかに生徒の姿すがたはない。

「おまえら、車で通学してたんじゃ……。」

　後方集団の最さい後こう尾びを走る風太郎は、息切れしながら言った。

「……江え端ばたさんは……お父さんの秘ひ書しょだから……。」三玖もハアハアしながら答える。

「お父さんたちが家にいたらよかったのに。」と一花。

「そ、そうだな……。」

　風太郎は、気まずそうに目をそらした。それはそれで困こまるのだ。

（遅ち刻こくの場合はどうなる？　こいつらの父親になんて説明するか……。）

　と、前を走っていた二乃が突とつ然ぜん立ち止まり、「やっぱ、スッピン見せたくないなぁ……。」などと、スマホを鏡代わりに顔をチェックしはじめた。

「ほかの四人がバンバン見せてるだろう！」

　ふと見ると、いつの間にか三玖はおばあさんの荷物を持って、一いっ緒しょに横おう断だん歩道を渡わたってやっている。

「うーんえらい！　けど今じゃない！」

と思ったら、一花はコーヒーショップの前のサポートベンチに寄よりかかり、くーくー寝ね息いきを立てているではないか。

「寝るなー！」

　五月だけは真ま面じ目めに走っているが、寝不足も手伝って足がヘロヘロだ。

「もうダメです……。」

「あきらめんな！」風太郎が励はげます。

「いいえ……もう限げん界かいです……お腹なかがすいて、力が出ません……。」

　朝食を抜ぬいた五月のお腹が、ぐるるる～と抗こう議ぎの声をあげた。

　大食いの五月が、空くう腹ふくのまま試験を受けられるとはとうてい思えない。しかたなくコンビニに寄よる。

「どれも、おいしそう！」

　弁べん当とうコーナーの前で、五月は財さい布ふを手によだれをたらさんばかりである。

「悩なやんでる余よ裕ゆうなんてないからな！」風太郎が釘くぎを刺さす。

「あなたは、何にしますか？」

「いや……俺おれは、ほら。」

　金がない、とは言いにくい。武ぶ士しは食わねど高たか楊よう枝じというやつだ。

「これくらい、おごりますよ。何とは言いませんが、ご迷めい惑わくおかけしたので……。」

　照れくさいのか、五月は財さい布ふで顔を隠かくすようにして言った。

　まあ、五月がそこまで言うなら……意味合いはちがうが、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ。

「どれにしよう。」

「悩なやましいですね。」

　陳ちん列れつ棚だなの前でのん気な会話を交かわしている二人に、

「アンタたち、急いでるんじゃなかったの!?」

　しびれを切らした二乃が、入り口からどなる。

　もはや間に合うかどうか。厳きびしいと評ひょう判ばんの生せい徒と指し導どうの体育教きょう師しが、遅ち刻こく者しゃ取り締しまりのため校こう舎しゃの玄げん関かんに立っている。一分でも遅れようものなら、テストどころではないかもしれない。

　再ふたたび一同は走りだした。五月も、おにぎりを食べながら走る。

　やっと駅前の陸橋まで来たとき、二乃の足が止まった。

「おい、二乃。あと少しだぞ！」

　荒あらい息をしている二乃に、風太郎が声をかける。

「……テストに間に合ったとして、赤点回かい避ひなんてできると思ってるの？　言っとくけど、アタシはパパに真実をそのまま伝えるから。」

　二乃は風太郎にきっぱりと告つげた。しかし、風太郎にもそれなりに達成感はある。何より、がんばったみんなの努力を無む駄だにしたくない。

「短い期間だったが、俺おれにできることは全部やったつもりだ。おまえも、頼たのんだぞ。」

「フータローくん！」「二乃！」

　先を行く一花たちの声でわれに返ると、二人はあわててまた走りだした。




　学校到とう着ちゃく時じ刻こく、『８：33』──。

「タイムオーバーだ……。」

　風太郎が死人のような形相で、スマホの時間をみんなに見せる。

「試験もじき始まる……。」

「すみません……私わたしが寄より道みちしたせいで。」「私も……。」五月と三玖はしゅんとなった。

　植うえ込こみの陰かげに隠かくれて校こう舎しゃの玄げん関かんをのぞいてみると、ジャージ姿すがたの体育教きょう師しが、冥めい界かいの番犬ケルベロスのごとく腕うで組ぐみして立ちはだかっている。

「生せい徒と指し導どうの先生、許ゆるしてくれるかなぁ……。」

　一花の願いがむなしいことは、あのいかつい顔を見れば一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。

　なんとかあそこをすり抜ぬける手はないものか……じっと考え込んでいた風太郎は、ハッと顔を上げた。

「そうだ。四葉だ。五月、四葉に電話してくれ！」

　五月が戸と惑まどいながらも四葉に電話をかけ、風太郎に代わる。

「もしもし、四葉か？　もう学校に着いているな？　……いや、いい。そのまま学校にいてくれ。」

「ちょっと、どうするつもりなの？」二乃が小声できく。

「フッ……名づけて。」風太郎はニヤリとした。

「ドッペルゲンガー作戦だ。」




　試験開始、十分前。

　体育教きょう師しが腕うで時ど計けいを確かく認にんしたとき、タッタッタッと足音が近づいてきた。

「おっはようございまーす！」

　小走りでやってきたのは、首にヘッドフォンをかけた女子生徒だ。

「おまえ！　遅ち刻こくだぞ！」

「おーっと、このリボンに見覚えありませんか？」

　うさぎの耳のような、頭のリボンを指さす。
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「……たしかに、少しまえに見たような。」

「先生の手伝いで、また外に出たんです！」

「そ、そうか……。始業チャイムはもう鳴ってる。試験までに着席するんだぞ。」

「はーい！」

　昇しょう降こう口ぐちに入ると、四葉に化けた三玖は、髪かみ型がたをもとに戻もどして息をついた。

「ふぅ……。知りがたきこと陰かげのごとく……。」

　戦せん略りゃくは、暗くら闇やみのごとく相手に知られないよう──風林火山の一節を口にする。

　一度登校した四葉なら、先生も厳きびしく言えないだろうというのが、風太郎考案のドッペルゲンガー作戦だ。

「おっはようございまーす。」

　同じく四葉に変へん装そうした一花、二乃が、体育教きょう師しをあざむいて次々に校こう舎しゃへ入っていく。

　問題は、最後の五月だ。

「お、おっはようございます！」

「お、おはよう……。」

　ぎくしゃくしながら校こう舎しゃに入っていく五月を、先生が不思議そうに見送る。

「……あの生徒、何周もなにをしてるんだ？」

　からくも難なん関かんを突とっ破ぱした五月は、昇しょう降こう口ぐちで一花たちと合流した。

「先生をだますなんて、私わたしはなんて無礼を……。」

「アンタ、真面目すぎ。」緊きん張ちょうどころか、素すで通とおり抜ぬけてきた二乃があきれる。

　そこへ、四葉がやってきた。

「あっ、よかった！　みんな入れたんだ！」

「本物だ。」と三玖。

「あれっ？　上杉さんは？」

　四葉が、風太郎を探してキョロキョロした。




「おっはようございまーす。」

　うさ耳リボンをつけ、なに食わぬ顔で体育教きょう師しの横を通とおり抜ぬけようとした風太郎は、後ろからガシッと襟えり首くびをつかまれた。

「……遅ち刻こくしたうえにふざけてんのか？」

「……ですよね。」

「生せい徒と指し導どう室しつに来い！」

　首根っこをつかまれて、そのまま廊ろう下かを連行されていく。

「フータロー……。」

　昇しょう降こう口ぐちのほうから、心配そうな三玖の声がする。

「早く行け！　俺おれがいなくても大だい丈じょう夫ぶだ！　努力した自分の力を信じろ！」

　体育教師にズルズル引きずられながら、風太郎は五つ子たちに届とどくよう大声で言った。

「一人でなに言ってんだ！」と体育教師が風太郎をどなりつける。

　下げ駄た箱ばこの陰かげから出てきた五つ子たちは、これから生徒指導室でこってりしぼられるであろう風太郎を、なすすべもなく見送った。

「……うん！」

　風太郎の𠮟しっ咤た激げき励れいに胸むねを熱くした三玖が、こぶしを握にぎって気合を入れる。

「いい点取って、フータローくんを驚おどろかせちゃお！」一花も、がぜんやる気になった。

　四葉が「二乃も！」と、両手で二乃の手を包つつみ込こむ。

「な、なんでアタシまで……。」

　五月は決意の表ひょう情じょうを浮うかべると、みんなに手をさしだした。

「死力を尽つくしましょう！」

　小指と親指がつながれ、五人の手が一つに合わさって、五つ子サインができあがる。

「がんばるぞー、おーーーっ!!」

「おー……。」テンション低めながら、二乃も声を合わせた。




　一限げん目め、『社会』。

　三玖は真しん剣けんな表ひょう情じょうで、テストに取り組んでいた。

（難むずかしい問題ばっか……。でも、歴れき史しならわかる……。）

　着実に解かい答とう欄らんを埋うめていく。

（フータローよりいい点を取ったら、どんな顔するかな……。）

　三玖は頰ほおを染そめ、にっこりほほえんだ。




　二限げん目め、『国語』。

　四葉は難しい顔で目を閉とじ、腕うで組ぐみをして悩なやんでいた。

（う～ん……う～～ん……。）

　突とつ然ぜん、その眉み間けんのしわがパッと消える。

（思い出した！　五択たく問題は四番目の確かく率りつが高い、っと！）




　三限目、『英語』。

　二乃は頰ほおづえをつき、やる気なさそうに単語の問題を解といていた。

（討とう論ろん……討論……。わかんないや、次。）

　あきらめかけたとき、「『でばて』と覚えるんだ。」と風太郎の声がした。

（……勝手に教えてくるんじゃないわよ……。）

　悔くやしいのに、なぜか顔が赤くなる二乃だった。




　四限げん目め、『数学』。

　一花は、ひと通り問題を解き終えた。

（終わった……こんなもんかな。おやすみ～。）

　机つくえに突つっ伏ぷして目を閉とじる。が、次の瞬しゅん間かん、再ふたたびその目が開いた。

（……式の見直しくらい、してもいいかな……。）




　五限目、『理科』。

　五月はメガネをかけ、キリリとテストをにらみつけていた。

（あなたを辞やめさせはしません。）

　陸橋で風太郎と言い争いをしたあと、帰き宅たくした五月は、父親に電話をかけて知った。五つ子の一人でも赤点を取ったら、風太郎が辞めさせられること──。

（らいはちゃんのためです！　念のため！）

　五月は自分に言い聞かせ、前方の席の風太郎をチラッと見やった。




　とっくにテストを終えた風太郎は、顔の前で両手を組み、ひたすらに祈いのっていた。

（……みんな、頼たのむぞ！）




　そして三日後、中間試験の結果発表の日──。

「よぉ、集まってもらって悪いな。」

　放課後の図書室に、風太郎に呼よび出だされた五つ子たちが椅い子すに座すわって顔をそろえていた。

「どうしたの？　改まっちゃって。」と一花が苦く笑しょうする。

「中間試験の報ほう告こく……。まちがえたところ、また教えてね？」

　何も知らない三玖は、ちょっとはにかんで言った。

　──いいや、三玖。誰だれかに一つでも赤点があれば、俺おれはもうおまえらを教えてやれないんだ……。

　風太郎の表ひょう情じょうがくもる。窓まどの外も、不ふ吉きつな結果を予感させるような曇どん天てんだ。

　だが、風太郎は精せいいっぱい平静を装よそおった。

「ああ……。ともかくまずは、答案用紙を見せてくれ。」

「はーい。私わたしは。」

　いちばんに手を挙げた一花を、五月が強ごう引いんにさえぎった。

「見せたくありません。個こ人じん情じょう報ほうです！　断だん固こ拒きょ否ひします！」

「五月ちゃん？」

　風太郎は、五月の様子から結果を察して小さくため息をついた。

「……ありがとな。だが覚かく悟ごはしてる。教えてくれ。」

「じゃ～～～ん！　国語はヤマカンが当たって30点でした！　こんな点数初めてです！」

　四葉が意い気き揚よう々ようと報ほう告こくする。が、数学のひとケタを筆頭にほかは見るも無残な点数で、５００点満点中１００点にも届とどかない。

「社会は68点……。そのほかはギリギリ赤点……悔くやしい。」

　五人の中でトップは、やはり得とく意いの社会がずば抜ぬけている三玖。

「私わたしは数学だけ。今の実力じゃこんなもんかな。」

　一花は数学が39点で、国社は話にならないが、英語と理科は数点、足りなかった。

「国数理社が赤点よ。言っておくけど、手は抜いてないからね。」

　態たい度どだけは大きい二乃に続いて、最後に五月が言った。

「……残念ですが、合ごう格かくラインを超こえたのは、56点の理科のみでした。」

　ほかの四教科は20点台で、三玖の次に点を取れている。

　その努力は認みとめる。認めるが、30点を超えたのが各自一教科だけとは……風太郎はガクッと肩かたを落とした。

「……改めておまえらの頭の悪さを実感して落おち込こむぞ……。」

「うるさいわね！」二乃がツンとして言う。「まぁ、合格した科目が全員ちがうなんて、アタシたちらしいけどね。」

「そうかも！」と四葉。

「それに、最初の五人で１００点に比くらべたら……。」

　三玖の言葉の続きを、風太郎が引き取った。

「ああ、確かく実じつに成長してる。」

　そう言うと、風太郎はいつになくやさしいまなざしになった。

「三玖。今回の難なん易い度どで68点はたいしたもんだ。偏かたよりはあるがな。今後は、姉し妹まいに教えられる箇か所しょは自信を持って教えてやってくれ。」

　ほめられてうれしそうにしていた三玖は、「……え？」とけげんな顔になった。

「四葉、イージーミスが目立つぞ、もったいない。あせらず慎しん重ちょうにな。」

　四葉が「了りょう解かいです！」と笑え顔がおで敬けい礼れいする。

「一花。おまえは、一つの問題にこだわらなすぎだ。最後まであきらめんなよ？」

「はーい。」図星を指されて、苦笑いを浮うかべる一花。

「二乃。けっきょく最後まで言うこと聞かなかったな。俺おれがもう来ないからって、油ゆ断だんすんなよ？」

　二乃は「ふん。」とそっぽを向いた。

「フータロー……もう来ないって、どういうこと……？」

　不安そうに三玖がたずねるが、風太郎は目を伏ふせて答えない。

「……私わたし。」

　何か言おうとした三玖を、五月がぴしゃりと止めた。

「三玖。今は聞きましょう。」

　風太郎からの、最後のアドバイスになるかもしれない……五月はうつむきがちに目を閉とじ、じっと聞く態たい勢せいになる。

「五月……おまえは本当にバカ不器用だな！」

「なっ!?」

　思わず立ち上がった五月に、風太郎はあきれたように続けた。

「一問に時間をかけすぎて、最後まで解とけてないじゃねぇか！」

「う……反省点ではあります。」

「自分で理り解かいしてるならいい。次から気をつけろよ。」

　風太郎がほほえんだとき、五月のスマホが鳴った。ポケットからスマホを取り出し、画面を確かく認にんした五月が「父です。」と風太郎にさしだす。

　風太郎は、『お父さん』と画面に表ひょう示じされたスマホを受け取った。ひそかに心を落ち着かせ、電話に出る。

「……はい。上杉です。」

「ああ、五月くんと一いっ緒しょにいたのか。個こ々こに聞いていこうと思ったが、きみの口から聞こうか。」

「はい。」

「噓うそはわかるからね。」

「つきませんよ。ただ……次からこいつらには、もっといい家庭教きょう師しをつけてやってください。」

　風太郎の言葉を聞いた一花と四葉、そして三玖は、事じ情じょうがわからず戸と惑まどうばかりだ。

「……ということは、試験の結果は……。」

　風太郎が答えようとしたとき、いきなり二乃が横からスマホを奪うばい取とった。

「パパ？　二乃だけど。一つ聞いていい？　なんでこんな条じょう件けん出したの？」

「僕ぼくにも娘むすめをあずける親としての責せき任にんがある。彼かれがきみたちにふさわしいのか、計らせてもらっただけだよ。」

「アタシたちのためってことね。ありがとう、パパ。」

　そう言うと、二乃の目が抗こう議ぎするように鋭するどくなった。

「でも、ふさわしいかどうかなんて、数字だけじゃわからないわ。」

　ほかの四人は、いつしか二乃を囲かこむようにして見守っている。

「それがいちばんの判はん断だん基き準じゅんだ。」

「あっそ。じゃあ教えてあげる！」と二乃が姉し妹まいを振ふり返かえった。





[image: ]





「アタシたち五人で、五科目すべての赤点を回かい避ひしたわ！」

「!?」

　風太郎は絶ぜっ句くした。四人もあっけに取られている。

「……本当かい？」

「噓うそじゃないわ。」

「二乃くんが言うのなら、まちがいはないんだろうね。これからも上杉くんと励はげむといい。」

　話を終えた二乃が、通話をオフにする。

「二乃、今のは……。」

　ワケがわからない風太郎に、二乃はあっさり答えた。

「五人で五科目クリア。噓うそはついてないわ。」

　二乃は英語、一花は数学、四葉は国語、三玖は社会、五月は理科。

　たしかに、噓ではない。噓ではないが……。

「そんなのありかよ……。」風太郎は頭を抱かかえた。

「結果的にパパをだますことになった。たぶん、二度と通用しない。次は実じつ現げんさせなさい。」

　風太郎を挑ちょう発はつするように、二乃がウインクする。

　風太郎を毛け嫌ぎらいしていた二乃が、なぜ敵てきに塩を送るようなまねを？　ただの気まぐれか、それともたんに面おも白しろがっているのか……いや、この際さい、そんなことはどうでもいい。

「……やってやるさ。」風太郎は、不ふ敵てきにニヤリと笑った。

　一花が「ちょっと～、今のなんの話？」と二人の会話に入ってきた。

「私わたし、いつの間にか五科目合ごう格かくしてたんですか～～!?　なんで～～!?」

　とんちんかんなことを言いだした四葉に、「アンタね！」と二乃があきれる。

　状じょう況きょうがいま一つのみ込こめていない三玖に、五月がほほえんで声をかける。

「三玖、安心してください。彼かれとは、もう少し長いつき合いになりそうです。」

「はいはーい！　じゃあ、このまま復ふく習しゅうしちゃいましょう！」

　四葉が一同に向かって元気よく両手を突つき上あげた。

「え？　ふつうに嫌いやだけど……。」

　背せを向けた二乃の肩かたを、一花が「逃にげないの。」とニヤニヤしながらたたく。

「そうだな……。」

　何やらじっと考えていた風太郎が、唐とう突とつに言った。

「試験が返へん却きゃくされたあとの勉強がいちばん大切だ。だが、直後じゃなくてもいい。ご褒ほう美び……だっけか？　パフェ……とか言ってたろ。」

　照れまくった顔で、あらぬほうへ目を泳がせながら言う。

　五つ子たちは一いっ瞬しゅん、きょとんとしたあと、

「ぷっ……。」

　思わず吹ふき出だし、全員腹はらを抱かかえて大だい爆ばく笑しょうする。

「あははははっ！　フータローくんがパフェって！」

「超ちょう絶ぜつ似に合あわないわ～。」

　一花も二乃も言いたいほうだいだ。

「じゃあ私わたしは……特とく盛もりで！」五月が楽しそうに笑う。

「そんなのあるの……？」

　財さい布ふに溜ため込こんである十円玉で足りるだろうか。すでに後こう悔かいしている風太郎だった。




「よし！　五人で五科目だから、一人前だけな！」

「うわ～せこ～！」と二乃。

　風太郎を真ん中に、五つ子たちが肩かたを並ならべて下校していく。

（……次こそは必ず果たしてみせる……!!）

　決意を新たにしていると、四葉がぐいっと近ちか寄よってきた。

「そう言えば、上杉さんは何点だったんですか？」

　尻しりポケットに突つっ込こんである、風太郎の答案用紙に手を伸のばす。

「うわ、やめろっ、見るなっ！」

　今回、一限げん目めの社会は遅ち刻こくして途と中ちゅう参加だったうえ、常つねに満点の風太郎に対する挑ちょう戦せんか、日に本ほん史しのハゲネズミが用意した問題は特別に難なん易い度どが高かった。

「ぜ、全部１００点!?」

「あ～～～っ、めっちゃ恥はずかしいっ！」

「……その流れ、気に入っているのですか……？」五月が冷ややかにツッコむ。

　いつしか曇どん天てんの晴れ間から、あざやかなオレンジ色の夕ゆう陽ひが射さし込こんでいた。





第二話　始まりの写真







「はぁ～～～……。」

『五つ子卒業計画』ノートを開いた風ふう太た郎ろうは、重おも～いため息を漏もらした。

「ほぼ全教科で赤点とはな……。ったく、短期間とはいえ、あれだけ勉強したのに……。」

　ノートにメモした五人の点数を見ながらブツブツつぶやいていると、夕飯を食べていた勇いさ也なりが手を止め、父親らしく注意した。

「風太郎！　家でまで勉強の話はやめなさい！」

「どんな教育方ほう針しんだ！　そもそも親おや父じが持もち込こんだ仕事だろ！」

　そう言えば、どこで家庭教師の口を見つけてきたのだろうか。

「おまえだって昔は勉強できなかっただろ。心配しなくても、五い月つきちゃんたちも変わるさ。」

「えっ？　お兄ちゃんって、まえはこんな勉強オバケじゃなかったの？」

　台所仕事をしていたらいはが、勇也の話を聞きつけてきた。

「こいつ、昔は俺おれそっくりのワイルドな男だったんだぞ。」

「え～～～!?」

「そのころの写真なら、生徒手帳に忍しのばせてあるのを知ってるぞ。」

　いつの間に！　風太郎はギョッとした。

「見せて！」

　らいはは興きょう味み津しん々しん、好こう奇き心しんのカタマリと化している。

「ダメ！　絶ぜっ対たい見せな……。」

　らいはに気を取られている隙すきに、勇也がひょいと風太郎の胸むねポケットから生徒手帳を抜ぬき出だした。

「おいっ、親おや父じ！」

　らいはが「見せて見せて！」と勇也のほうへ駆かけていく。

「おー、見ろ見ろ。」

　生徒手帳の写真を見たらいはの目がまん丸になった。

「ウソ～～～!?　これがお兄ちゃん!?　すごーい。」

　黒くろ歴れき史しを妹に知られてしまうとは……！　羞しゅう恥ちに身み悶もだえせんばかりの思春期の息むす子こに対し、勇也は無む神しん経けいに追おい討うちをかける。

「ハハハ。このころだよな。あの子に会って、今みてぇに変わったのは。」

　風太郎の脳のう裏りに、ふわっと風になびく、少女の長い髪かみが浮かぶ。

「な、なんのことだか……。」

　写真と生徒手帳を取り返すと、風太郎は逃にげるように立ち上がった。

「ねえねえ！　それってお兄ちゃんの初はつ恋こいの人!?」

「ちげーよ！」

　らいはの質しつ問もん攻ぜめは、その後も延えん々えんと続いたのであった。




　さて、翌よく日じつの休日──。

　三み玖くに呼よばれてダイニングテーブルにやってきた四よつ葉ばは、テーブルの上のモノをじっくりのぞき込こんで言った。

「何これ？」

　真っ黒な固形物体が、皿に三つほどのっかっている。

「コロッケ……。」三玖が、おずおずと答えた。

「石……じゃなくて？」

「味は、自信ある……食べてみて。」

「じゃあ、食べるよ。」

　四葉が箸はしで真っ黒コロッケを挟はさんだとき、風太郎が横からひょいと顔を出した。

「おはぎ作ったのか？　いただき。」

　一つつまみ、四葉と同時に「あぐ。」と口に入れる。

　咀そ嚼しゃくしてごくんと飲み込んだ風太郎は、おのれのカンちがいを知った。

「コロッケか、ふつうにうまい！」

「あんまりおいしくない！」

　四葉と完全に意見が分かれる。

「どっち……？」おいしいのか、おいしくないのか、困こん惑わくする三玖。

「なんだ、四葉。おまえ、意外とグルメだな。」

「上うえ杉すぎさんが味おんちなだけですよ！　あんち、あんち！」

〝オシャレ下級者〟の次は、あじおんちで〝あんち〟。四葉のくせに口だけは達者である。

「あんちでもなんでもいいよ。そしたら、試験の復ふく習しゅうを……。」

「待って！」

　勉強を始めようとした風太郎と四葉に、三玖がムスッとして言った。

「完かん璧ぺきにおいしくなるまで作るから。食べて。」




　ぐるるるる……両手で押おさえた腹はらの中で、消化不良の腸ちょうが活発に動いている。

「上杉さん、お腹なかの調子はどうですか？」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかべ、リビングの床ゆかで横になっている風太郎を、四葉が心配そうに見守る。

「三玖が、すぐにお薬買ってきますからね。」

「くっ……。せっかくの家庭教きょう師しの日だってのに、不覚……倒たおれるまで食べさせられるとは思わなかったぞ……。」

　食べても食べても皿に山やま盛もりにされる真っ黒コロッケ。負まけず嫌ぎらいモードに入った三玖が、あれほど執しゅう念ねん深ぶかいとは。

「私わたしもお腹パンパンです……。」

「おまえが文もん句く言い続けたせいだっ！　俺おれは本当にうまいと思ったが、噓うそも方便だろうがっ！」

　起き上がれないので、腕うでと足をジタバタさせて文句を言う。まるで大きなだだっ子だ。

「私の噓なんて、三玖に気づかれちゃいます！」

「はぁ……好きな味とでも答えておけば、ごまかせるだろ……。」

　四葉のうさ耳リボンが、ピコーン！　と伸のびる。

「好きな味……なるほど、勉強になります！」

「そんなこと教えにきたんじゃないんだけどな……。」

　そこへ、オシャレした二に乃のと五月がリビングに下りてきた。

「あれ～？　人んちでお昼ひる寝ねですか～？　薬でも盛もられたのかしら～。」

　今の風太郎は、二乃の嫌いやみに言い返す気力もない。

「皮肉なもんで、今日は逆ぎゃくに薬が欲ほしいくらいだ。」

「ふ～ん、どうでもいいけど。行くわよ、五月。ランチ終わっちゃう。」

「え、ええ……。」

　五月は風太郎を気にしながらも、二乃についていく。

　……まずい！　二人とも出かける気だ。あせった風太郎が、「四葉！」と小声で呼よぶ。

「は、はい、どうしました？」

　四葉が急いで風太郎のかたわらにしゃがみ込こむ。

「そろそろ二人にも勉強させたい。とりあえず引ひき留とめてくれ！」

「ええっ!?　どうしましょう？」

「噓うそでもなんでもつけばいいんだよ！」

「……わかりました！」

　キリッと顔を上げると、四葉は二乃と五月に歩あゆみ寄よった。

「二人とも、待って！」

　何を食べようか相談していた二乃と五月が振ふり返かえる。

「見てのとおり、上杉さんが重い病に冒おかされたんだよ！　看かん病びょうしてあげて！」

　風太郎はサーッと青ざめた。

（四葉、おまえ……。）

　ダラダラ冷ひや汗あせを流しながら、四葉が風太郎にぎこちないウインクを送ってくる。

（噓うそ、下手すぎんだろ！）

　しかし、クソ真面目な五月は真に受けたようだ。

「それなら、病院に行ったほうが……。」

「そ、それはできないかな……。」

　追おい詰つめられた四葉が、頭グルグル状じょう態たいでひねり出した理由がこれだ。

「動くと死んじゃう病気らしいよ！」

　──なんだ、その奇き病びょう！

「あぁ？　何それ？　行くわよ、五月。」

　二乃は相手にせず、さっさと背せを向け五月と玄げん関かんに向かう。

　なんとかして外出を阻そ止しせねば。そもそも四葉にまかせたのがまちがいのもとだが、こうなったからには乗っかるしかない。

「ゴホッ！」

　風太郎は、上半身を起こしてわざとらしく咳せき込こんだ。

「ゴホッ！　ゴホッ！　やべっ……少し動いて死にかけたぜ……。」

　風太郎の手のひらと口もとが、真っ赤に染そまっている。

「何してるんですか！　安静にしてください！」五月が驚おどろいて駆かけ寄よってくる。

　しめしめ……風太郎は、コロッケにかけたケチャップのボトルをこっそり転がした。

「ま、薬飲んで寝ねれば治るでしょ。」

　あくまでランチに出かけようとする二乃に、四葉があわてて言う。

「ほ、ほら、二乃！　お昼ならコロッケがあるよ！」

「あれのどこがコロッケよ！」

　その意見に否ひ定ていはできない。四葉は必死に頭をフル回転させた。

「二乃は……そうだ！　料理上手でしょ？　おかゆ作ってあげなよ。」

　いまだ大量のコロッケを消化しきれていない風太郎の胃いが引っくり返りそうになる。

（食たべ過すぎてこうなってるんだけど……忘わすれてないよね……？）

　四葉はドギマギしながら、不ふ機き嫌げんそうな二乃の返事を待っている。

　やがて二乃が、やれやれというように言った。

「そのくらいなら、わけないわ。」

　風太郎は目を剝むいた。こんなときにかぎって、なぜ俺おれのために!?

「卵たまご入ってるやつでいいわね。」と言いながら、二乃がキッチンに向かう。

「……ああ……助かる……。」

　あきらめの境きょう地ちで再ふたたび横になった風太郎に、五月は付つき添そうように正せい座ざして言った。

「あなたがそれほど重い病を患わずらっているとは知りませんでした。四葉。私わたしにできることはありますか？」

「えっと……えっと……あ！　手でも握にぎってあげたらどうかな!?」

「「!?」」

　また四葉が突とっ拍ぴょう子しもないことを言いだし、二人ともギョッとする。

「ほ、ほら！　小さいころ、寝ね込こんだときにお母さんがしてくれたでしょ？　良くなるおまじないだって。」

「嫌いやです！　それとこれとは話がちがいます！」全ぜん身しん全ぜん霊れいで拒きょ否ひする五月。

　四葉が口を開けば開くほど、事じ態たいはややこしくなるばかりだ。

「四葉、おまえもうしゃべんな……。」

　風太郎が上体を起こした拍ひょう子しに、お腹なかにズキッと痛いたみが走った。

「うっ……！」

「大だい丈じょう夫ぶですか!?」四葉の心配そうな声。

　お腹なかを押おさえ、痛そうに顔をゆがめている風太郎を見て、五月が迷まよいながらも言った。

「それで、良くなるなら……。」

　五月の手がおずおずと伸のびてきて、風太郎の手にふれる──寸すん前ぜん、その手がピタッと止まって瞬しゅん時じに引ひっ込こむ。

「やっぱ無理ぃ……。」

「よほど俺おれのことが嫌きらいなようだな……。」

（さて……引ひき留とめることはできたが、このあとどうする？）

　風太郎は横になって考えた。四葉が下手な噓うそをついたせいで、八はっ方ぽう塞ふさがりだ。

　そのとき、四葉が歩あゆみ寄よって、五月と反対側の風太郎のかたわらにひざをついた。

「やっぱり仲よしなほうがいいよ！　五月も一いっ緒しょに勉強しよっ！」

「え……？」

「これからは一緒に上杉さんの授じゅ業ぎょう受けようよ！　五人そろったほうが絶ぜっ対たい、楽しいよ！」

　風太郎越ごしに五月のほうへ身を乗り出して、一生懸けん命めい訴える。

　風太郎は、飾かざり気のない四葉の笑え顔がおをじっと見つめた。

　やり方をまちがえた……。あれこれ無理に噓うそをつかせるより、このほうがよほど四葉らしい。

「……考えてみます。」

　四葉のまっすぐな言葉は、五月にも響ひびいたらしい。

　そこへ、二乃が熱々のおかゆをお盆ぼんにのせて運んできた。

「はーい、おかゆできたわよ～……。」

　次の瞬しゅん間かん、さっき風太郎が転がしたケチャップのボトルを踏ふんづけた二乃が、足を滑すべらせておかゆをぶちまけた。

「ああっ!?」

　お椀わんを飛び出したおかゆが、風太郎のほうへキラキラ輝かがやきながら飛んでくる。

（おー胚はい芽が米まいだ……一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが輝いている……いい米使ってんなー……。）

　おかゆのかたまりが、べちゃっと風太郎の頰ほおに落下した。

「あーだだだだあっ～～～～～～熱いだろ!!」

　がばっと起き上がり、地じ団だん太だ踏ふみながらほっぺたの米粒をはたき落とす。

「ご、ごめん……大だい丈じょう夫ぶ……？」

　風太郎を涙なみだ目めで見上げた二乃が、ハタと気づいた。

「って、あれ？　ふつうに動いてる……。」

　──そうだ俺おれは動くと死ぬ奇き病びょう！

　風太郎がハッとして振ふり向むくと、五月と二乃が鬼おにの形相でにらんでいる。

「ハハハ……治ったみたい。」風太郎は、作つくり笑え顔がおで言った。




「けっきょく、また二人になっちまったな……。」

「あははは。」

　また床ゆかで横になった風太郎に、四葉だけが付つき添そってくれている。

「これじゃあ試験前と同じだ……。」

「そうでしょうか？」

「え？」

「気づきませんでした？　上杉さんがウチにいるのに、二乃が追い出そうとしなかったんです。」

　風太郎の噓うそに怒いかり心頭だったものの、二乃は何も言わずに五月と家を出ていった。

「……たまたまだろ。」

「二乃と五月だけでなく、一いち花かも三玖も変わっているのが私わたしでもわかります。成長してないのは、私くらいですよ……テストの点も悪いままですし。」

　えへへ、と四葉が照れくさそうに笑う。

「そんなことないだろ。」

　風太郎は、四葉から顔をそむけて言った。

「おまえが最初に変わってくれたんだ。まっすぐ素す直なおなヤツが一人でもいて助かったんだぜ。」

　本音だからこそ、恥はずかしくて面と向かって口にできない。

「って、少しほめすぎか……噓うそもつけないほどまっすぐすぎて、今日は痛いたい目にあったしな。」

　照れくさいので、ちょっと辛から口くちで締しめくくる。

　四葉が立ち上がって、風太郎の頭のほうに回った。

「……なんで私わたしが上杉さんの味方をしてるか、わかりますか？」

「なんだそれ？　成せい績せきを上げたいからだろ？」

「ちがいますよ。」

　四葉はその場に座すわり、風太郎の頰ほおを両手で包つつみ込こむと、上からのぞき込むように顔を近づけた。

「好きだから。」

　風太郎は目を見開いたまま固まった。

「……え？」

　息がかかるくらい近くに、はにかんだような四葉の顔がある。

「……は？」

　やわらかそうな、ピンク色の唇くちびるも……。

「ちょ……。」

　家の中に四葉と二人きり。冷静に考えて、いや冷静に考えなくても、非ひ常じょうによろしくない状じょう況きょうなのでは──!?

　パニックに陥おちいりそうになったとき、四葉がにまーっと笑った。
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「う・そ。」

　風太郎から手を離はなし、サッと立ち上がる。

「やーい、ひっかかりましたねー！　私わたしだってやればできるんでーす！」

　得とく意いげに言いながら逃にげていく。

　風太郎は上半身を起こして、愕がく然ぜんとした。よもや単たん純じゅんバカの四葉に翻ほん弄ろうされるとは──。

（……もう誰だれも信用しない……！）

　こうして、風太郎の心が少し閉とざされたのであった。




「林間学校♪　林間学校♪」

　数日後の放課後、ホームルームを終えた四葉は、足取りも軽く図書室にやってきた。

　室内を見回して、風太郎と三玖の後うしろ姿すがたを発見する。

「上杉さーん、もうすぐ林間学校ですよっ！」

　林間学校。それは修しゅう学がく旅りょ行こう、文化祭、体育祭、その他学業と無関係のもろもろの行事と並ならぶ、学生ならではの楽しい一大イベントである。

「四葉か……。」

　風太郎の声なのに、振ふり返かえったのは、金きん髪ぱつのおぞましいピエロだ。

「うわぁああああああ～～～!!」

　四葉の絶ぜっ叫きょうが図書室に響ひびき渡わたる。

「俺おれだ。」

　カツラとピエロのマスクを取ると、いつもの風太郎が現あらわれた。

「上杉さん……。」

　四葉がホッとしたのもつかの間、風太郎が再ふたたびカツラとマスクをつける。

「誰だれーーーっ!!」

「俺だ。」カツラとマスクを外す。

「よかった～……。」

　三み度たび、カツラとマスクを装そう着ちゃくする。

「誰ーーーっ!!」

「俺だ。」またカツラとマスクを外す。

「うあああああー！」

　四葉はもはやごっちゃになっている。

　そしてまた装そう着ちゃく。

「助けて～～～っ!!」

　先日の仕返しを兼かねて風太郎が四葉で遊んでいると、すぐそばで「ゴホンッ。」と咳せき払ばらいがした。

「……図書室ではお静かに！」

　図書委員の女子生徒に注意され、風太郎と四葉は「すみません……。」とそろって頭を下げた。そもそも、勉強するために集まったのである。

　四葉はふと、机つくえの上の段だんボールに目を留とめた。

「こんなに仮か装そう道具持ってきて、どうしたんですか？」

　おどろおどろしいマスクがいくつも詰つめてある。

「肝きも試だめしの実行委員になったんだって。」

　静かに勉強していた三玖が説明する。

「へ～。上杉さんが珍めずらしく社交的ですね。」

「やりたくてやってるワケじゃない。ウチの組は肝試しを担たん当とうするらしいんだが……クラスのやつら、俺おれが自習してる隙すきに面めん倒どうな役を押おしつけやがった。」

「お気きの毒どくに……。」四葉が同どう情じょうする。

「自じ業ごう自じ得とく。」三玖は冷静に言った。被ひ害がい者しゃぶって話しているが、どう考えても、われ関せずで自習にいそしんでいた風太郎が悪い。

　仮か装そうを解といていた風太郎は、再ふたたびマスクをつけた。

「とびきり怖こわがらせて、この恨うらみを晴らしてやる……。忘わすれられない夜にしてやるぜ……。」

「ノリノリだね。」三玖はつき合いきれないというように、勉強に戻もどった。

「でも、上杉さん一人でやらせるのはひどいです！　ちょっと一組に抗こう議ぎしてきます。」

　四葉が憤ふん慨がいして、こぶしを握にぎりしめる。

「やめとけ。三玖の言うとおり、俺おれの自じ業ごう自じ得とくだ。」

とは言ったものの、ピエロの顔なのでイマイチ真しん剣けんみがない。

「でも……。」

「それに、林間学校じたいがどうでもいいしな。」

　四葉は納なっ得とくいかない顔で、むぅと口を曲げた。

「では、林間学校が楽しみになる話をしましょう！　クラスの友達に聞いたんですが、この学校の林間学校には、伝説があるのを知ってますか？」

　最終日に行われる、キャンプファイヤーのダンス。そのフィナーレの瞬しゅん間かんに踊おどっていたペアは、生しょう涯がいを添そい遂とげる縁えんで結ばれるという──。

「非ひ現げん実じつ的てきだ。くだらないな。」

　うっとりと語る四葉を、ピエロ風太郎がバッサリ切きり捨すてた。

「うん……。」

　風太郎に同意したものの、ノートに向かっている三玖の表ひょう情じょうはどこか夢ゆめ見み心ごこ地ちだ。

「冷めてる！　現げん代だいっ子こ！　キャンプファイヤーですよ!!　結びの伝説ですよ!!　ロマンチックだと思いませんか!?」

「さあ、もう勉強始める……。」

　騒さわぎ立たてる四葉を無む視しして風太郎が教科書を開こうとしたとき、「ヤッホー。」と一花がやってきた。

「一花、遅おそいぞ！」

「何、そのカッコ？」

　当然、ピエロのマスクに引っかかる。

「いいから、今日は数学だ！」

　黒くろ髪かみピエロの風太郎が言うと、一花は両手をちょこんと合わせた。

「ごめーん、これから撮さつ影えいが入ってるんだ。」

　今は何より仕事優ゆう先せんらしい。中間試験が終わったばかりだし、大目に見るとするか……風太郎はマスクを取った。

「それでね……そういうの、事前に伝えたほうがいいと思って。」

　一花はショルダーバッグの中に手を突つっ込こんでゴソゴソすると、自分のプロフィール画面を表ひょう示じしたスマホを風太郎にさしだした。

「はい、メアド交こう換かん！」とウインクする。

「メアドねぇ……そんなもん必要あるのか？」

　風太郎はしぶしぶスマホを出した。じつを言えば、連れん絡らく先さきを登録してあるのは親しい間あいだ柄がらの二人。すなわち、勇也とらいは家族だけだ。

「アドレス交換、大だい賛さん成せいです！　上杉さん、私わたしもぜひ参加させてください！」

　四葉が前のめりになる。

「あ、そのまえにこれ、終わらせちゃいますね。」

　そう言うと、何やら自分のバッグをゴソゴソやりはじめた。

　宿題を済すませるのだろうか。感心感心。そのあいだに、風太郎は一花と赤外線通信でアドレスを交換した。

「はい、完かん了りょう。」

「うん。……四葉、いちおうきくが、何やってんだ？」

　風太郎は、一生けんめい手作業している四葉を横目で見やった。

「千せん羽ば鶴づるです！　友達の友達が入院したので。」

　机つくえの上には、色とりどりの折り鶴が何なん羽ばも出しゅつ現げんしている。

「勉強しろ！」

　友達の友達なんか、知り合いですらないじゃないか。だが頼たのまれたら断ことわれない四葉のことだ、おそらく千羽折るまで止やめないだろう。

　風太郎はイラッとして折り紙の山を奪うばい取とった。

「半分よこせ！　これ終わったら勉強するんだぞ。」

「はい！」

　そんな二人を、一花がほほえましそうに見守っている。

　そこへ、四葉のクラス担たん任にんのハゲネズミが通りかかった。

「中なか野の！　いいところにいた。このノート、みんなの机に配っておいてくれないか。」

「はーい！」四葉がまた安やす請うけ合あいする。

（こいつ……どこまでお人ひと好よしなんだ！）

　イライラがＭＡＸマックスに達しそうになったとき、風太郎の脳のう裏りに稲いな妻ずまが走った。

（もしや、勉強を避さけるために時間を稼かせいでいるのでは!?　だとしたら、二乃なんて目じゃないほどの悪女だぜ！）

　悪そうな顔で、「おーほっほっほ！」と高笑いする四葉が目に浮うかぶ。

「それじゃあ、行くね。」と一花がきびすを返した。

「がんばって。」「一花、ファイト！」三玖と四葉が、それぞれ声せい援えんを送る。

　少しして、風太郎のスマホが鳴った。

「ん？」

　見ると、一花からの初メールだ。件けん名めいは、『かわいい寝ね顔がお』……？

『広められたくなければ、残り四人のアドレスをＧゲｅッｔトすべし！』

　文章をスクロールすると、とんでもないモノが現あらわれた。

　一花のひざ枕まくらで眠ねむりこけている、風太郎の寝顔写真が添てん付ぷされている！

　花火大会の夜、公園で盗とう撮さつしやがったのだ。急いで図書室の出入り口を見ると、スマホを手にした一花が、いたずらっぽく笑って出ていった。

　──一花のやろう、よけいなことを……！

　あんな写真を拡かく散さんされるくらいなら、パンツ一丁の姿すがたをさらされたほうがまだマシだ。

「……いや～！　やっぱ家庭教きょう師しとしては、五人のメアドを知っておかないとな～！」

　怒いかりを押おし殺ころそうとするあまり、脅きょう迫はくめいた芝しば居い口調になってしまったが、三玖はみずから進んでスマホをさしだした。

「協力してあげる。」

「わーい、やったぜー。五月と二乃は……今度でいいだろ。」

　乾かわいた笑いを浮うかべつつ、三玖のアドレスを打うち込こむ。

「二人なら食しょく堂どうにいましたよ。さあ行きましょう！」

　クラス全員分のノートを抱かかえた四葉が、さっさと風太郎の後ろを通とおり過すぎていく。

「お、おい！　おまえのアドレスは！」

　超ちょう高こう速そくで残りの作業を完かん了りょうすると、風太郎は「サンキュ。」と三玖にスマホを返した。

「俺おれのアドレス入れといた。待て四葉！」

　あわてて四葉のあとを追いかけていく。

　図書室に一人残った三玖は、スマホに登録された風太郎のアドレスをじっと見つめ……。次の瞬しゅん間かん、その顔いっぱいにほほえみが広がった。




「お断ことわりよ！　お！　こ！　と！　わ！　り！」

　放課後の学食でジュースを飲んでいた二乃が、腕うで組ぐみして風太郎をにらみつける。

「私わたしたちには、あなたのアドレスを聞くメリットがありません。」

　メロンパンをかじりながら五月も言う。ちなみにトレイにはもう一個こ、大きめの菓か子しパンがのっている。

「想定していたとおりの反はん応のう……だが！　これならどうだ！」

　風太郎は、あらかじめスマホに表ひょう示じしておいた連れん絡らく先さき一いち覧らんを見せつけた。

「今なら俺おれのアドレスに加えて、らいはのアドレスもセットで、お値ね段だん据すえ置おきお買かい得どくだ！」

　天使のようならいはの笑え顔がおが浮うかび、五月はクッと唇くちびるをかんだ。

「……背せに腹はらはかえられません。」と悔くやしそうに自分のスマホをさしだす。

「身内を売るなんて卑ひ怯きょうよ！」

　二乃の異い議ぎ申し立てなどどこ吹ふく風で、風太郎はニンマリしつつ、五月のアドレスを自分のスマホに打うち込こんだ。

「なんとでも言え。……二乃は教えてくれないのか？」

「当たり前よ！」二乃がそっぽを向く。

　だが風太郎には、とっておきの切り札があるのだ。

「しかたない……。では、おまえ抜ぬきで話すとしよう。俺おれと四人で、内ない緒しょの話をな！」

「……か、書くモノをよこしなさい。」二乃はワナワナと震ふるえて言った。

　風太郎が勝かち誇ほこった顔で、「ほらよ。」と二乃に生徒手帳を渡わたす。

「これで全員分そろいましたね！」

　隣となりでニコニコしている四葉を、風太郎はチラッと見た。

「……あと一人いるだろ。」

「え？　一花、三玖、五月、二乃……あー!!　四葉！　私わたしです！」

　──やっぱこいつ、ただのアホだ。あきれる風太郎に、四葉が「こちらが私のアドレスです！」と自分のスマホを突つき出だす。

　そのとき、四葉のプロフィール画面が着信画面に切きり替かわった。『バスケ部部長　ホンゴーさん』からだ。

「電話きてるぞ。」

　風太郎が教えると、電話の相手を見た四葉がハッとした。

「バスケ部からって……まさかおまえ、まだ連中と。」

　四葉がヤバい、という顔からの作つくり笑え顔がおになる。

「あ～私わたし、もう一つ頼たのまれごとがあったんでした～。それじゃあ上杉さん、失礼しますね～。」

　四葉は目を泳がせながらそろそろと後ずさり、背せ中なかを向けてダッと駆かけだしていった。

「噓うそをつくのが下手すぎんだよ……。」

　まちがいなく、四葉はまだバスケ部とつながっている。これ以上、勉強時間を奪うばわれてなるものか。

「あ！　ちょっと。」

　二乃が声をかけるも、風太郎はスタスタと学食を出ていった。

「メアド、書いたんだけど……。」

　風太郎の生徒手帳を手に、二乃は毒気を抜かれてつぶやいた。




「みなさーん、お疲つかれさまでーす！」

　四葉が部室のドアを開け、練習を終えたバスケ部員たちに明るく挨あい拶さつする。

「中野さん、このまえはありがとね。」

「いえいえ。」

　そんなやり取りを、風太郎は廊ろう下かの曲がり角からこっそり盗ぬすみ聞ぎきしていた。

（やっぱりな……。苦手な噓うそをついてまで、ここに来たってことは……。）

　再ふたたび部室から、『ホンゴー部長』らしき人物の声が聞こえてくる。

「それで中野さん。入部の件けん、考えてくれた？」

　風太郎は、思わず廊下の角から顔を出した。

「はい！　誘さそってもらえてうれしいです。」ドア口に立ったまま四葉が返事をする。

（そういうことかよ……！　四葉のやつ、本当に勉強を避さけるための時じ間かん稼かせぎを……！）

　風太郎の脳のう裏りに、再ふたたび「おほほほほ！」と高笑いする悪女・四葉が浮うかぶ。

「よかった！　それじゃ。」

「でも……ごめんなさい。」

　部長の言葉をさえぎって、四葉は深々と頭を下げた。

「お断ことわりさせてください。バスケ部のみなさんが大変なのは重々承しょう知ちの上ですが、放課後は大切な約束があるんです。」

　部室がシーンとなる。四葉なら断らないだろうと──いや断れないだろうと、部員たちは思っていたのかもしれない。

「も、もちろん試合の助すけっ人となら、いつでもＯＫですので……。」

　四葉があわてて頭を上げて言い、また頭を下げる。

「そっか……ならしかたないね。せっかくの才さい能のうがもったいない気もするけど。」

「……才能がない私わたしを、応おう援えんしてくれる人がいるんです。」

　四葉は頭を下げたまま、少しはにかんで言った。

　顔を引ひっ込こめた風太郎は、照れくさそうに頭をかいた。

　四葉が部室のドアを閉しめ、大仕事を終えたように息を一つついてから廊ろう下かを戻もどってくる。

「ぬわっ!?　う、上杉さん!?　なぜここに……。」

　角を曲がった四葉は、壁かべに寄よりかかった風太郎を見て大きくのけぞった。

「図書室に行くところだ。」

「図書室は部ぶ室しつ棟とうの真ま逆ぎゃくのはずですが……お、おかしいなー……。」

「おまえの用事は終わったか？　これからもしごいてやるから、覚かく悟ごしろよ。」

　それだけ言うと、風太郎は先に歩きだした。

「……はいっ！　覚悟しました！」

　風太郎の応援に応えるように、四葉は特大の笑顔でビシッと敬けい礼れいした。




「らいは、ごちそうさま。」

　その夜、夕飯を終えた風太郎は、「そうだ。」とスマホを取り出した。

「さっそくメールであいつらに週末の家庭教きょう師しのことでも伝えておくか……。」

　連れん絡らく先さき一いち覧らんを開き、スクロールしていく。『中野一花』『中野三玖』『中野四葉』『中野五月』……。

「あれ？　二乃は……。」

　ぼんやりつぶやいた瞬しゅん間かん、風太郎は全身からザーッと血の気が引いた。

「俺おれの生徒手帳……二乃から返してもらってない……！」




　カーテンの隙すき間まから朝あさ陽ひが射さし込こむベッドでは、クマだのウサギだの動物のぬいぐるみに囲かこまれた二乃が、ヨダレをたらしてすやすや寝ね息いきをたてている。

　パジャマがめくれて腹はらが出ているところを見ると、らいはよりも寝ね相ぞうが悪いらしい。

　だが、そんなことはどうでもいい。今、風太郎の頭を占しめているミッションはただ一つ。

　うっすら目を覚ました二乃に、風太郎は鬼き気き迫せまる形相で言った。

「生徒手帳を返せ……。」

　二乃の目に、みるみる恐きょう怖ふの涙なみだがあふれる。

「いやああぁぁぁぁぁぁぁーーーーっ！」

　タワーマンションに二乃の絶ぜっ叫きょうが響ひびき渡わたった。




「信じられない！　こんな朝から乙おと女めの部屋に無む断だんで入るなんて！」

　足を組んでソファにふんぞり返った二乃が、床ゆかに正せい座ざした風太郎を怒おこり顔がおで見下ろす。

「私わたしが許きょ可かした。」三玖がしれっと口を挟はさむ。

「アンタになんの権けん利りがあるのよ！」怒いかりを増ぞう幅ふくさせる二乃。

「俺おれが悪かった……一いっ刻こくも早く、生徒手帳を返してほしかっただけなんだ。」

　非ひは百パーセント風太郎にあり、今回ばかりは返す言葉がない。

「やけに素す直なおね。何か、これに隠かくしてるんじゃないの？」

　妙みょうにカンの鋭するどい二乃が、風太郎の生徒手帳をこれ見よがしにヒラヒラさせる。

　風太郎は窮きゅう地ちにおちいった。二乃に昔の写真を見られたら、なんと言われるか……！

　そこへ、「おはよう、フータローくん。」と一花が起きてきた。

「二乃これ、昨日言ってたモノ。一人でできる？」

　一花がニヤニヤしながらテーブルに置いたのは、ピアッサー──ピアスの穴あなをあける器具だ。姉妹の中で唯ゆい一いつ、一花だけが片方の耳にピアスをあけている。

「で、できるって言ってるでしょ！　バカにしないで！」

　この隙すきに……風太郎は生徒手帳にこっそり手を伸のばしたが、あとちょっとのところで二乃の視し線せんが戻もどってきてパッと手を引ひっ込こめる。

　二乃は無言で風太郎を見すえると、ソファから腰こしを上げた。パジャマのポケットに生徒手帳を入れ、あごをクイッとしゃくる。

「えっ？」

　ついて来いと言ってるらしい。何を思ったか、二乃は風太郎を自分の部屋に招まねき入いれた。

「アンタを部屋に入れるなんて、本当は死んでも嫌いやだけど。」

　ひどい言われようである。だが人ひと質じちを取られているので、風太郎も強く言い返せない。

「なんだよ……早く生徒手帳を……。」

　二乃の意図はわからないが、風太郎はこの金かな網あみデスマッチから一いっ刻こくも早く抜ぬけ出だしたい。すると、二乃が風太郎にピアッサーを突つき出だした。

「ピアスあけてくれたら、返してあげてもいいわ。」

　髪かみをかき分け、左の耳をむき出しにする。

「はぁ!?」

「返してほしいんでしょ？　やりなさいよ。」

「いや、自分でやれよ。」

「嫌いやよ、怖こわいわ。」堂どう々どうと弱音を吐はく。

「じゃあなんであけんだよ……忠ちゅう告こくしておくが、しばらく痛いたいぞ。」

「やったことないのに適てき当とうなこと言わないで。」

「ま、まあ……。」

　風太郎はきまり悪そうに、自分の左の耳たぶを軽くつまんだ。

「理由なんてないわ……みんなしてるから、したいだけ……。」

　二乃は煮にえ切きらない様子で、もじもじとつま先で床ゆかに円を描えがいている。こんな弱気な二乃は見たことがない。これはもしや、願ってもないチャンスなのでは……。

「そうか……いいだろう。」

　金かな網あみデスマッチにルールなど無用だ。風太郎は二乃の手からピアッサーを取り上げ、頭を軽く押おさえて耳たぶに針はりを当てた。

「おまえへの日ひ頃ごろの鬱うっ憤ぷんを晴らす絶ぜっ好こうの機会だ。いくぞ。」

　二乃がぎゅっと目を閉とじる。

　よしよし。風太郎は、二乃のパジャマのポケットに生徒手帳が入っていることを確かく認にんすると、恐きょう怖ふをあおるようにカウントダウンを始めた。

「５、４。」

　二乃が緊きん張ちょうしてパジャマの裾すそを握にぎりしめる。風太郎の思おも惑わくどおり、おそらく全ぜん神しん経けいが耳たぶに集中していることだろう。

「３、２。」風太郎は、パジャマのポケットにそっと手を伸のばした。

「１。」奪だっ還かん成功──！

「０！　で、あけますからねー！」

「ふざけないでよっ！」

「あだっ！」

　二乃にすねを思いきり蹴け飛とばされ、風太郎の手から生徒手帳が滑すべり落おちた。

（しまった……！）

　つい調子に乗りすぎた。三玖なら、自じ業ごう自じ得とくと言うだろう。

　床ゆかに落ちた生徒手帳が開いて、挟はさんであった写真があらわになる。

　二乃が「え？」と目をぱちくりさせて生徒手帳を拾い上げた。

「ちょっと、この悪ガキ……。」

　金色の短たん髪ぱつに、左耳のピアス。写真に写っているのは十二、三歳さいくらいの、いかにもヤンチャそうな少年だ。

「めっちゃタイプかも！　誰だれこれ!?」

　二乃はキラキラ目を輝かがやかせて、食い入るように写真を見つめている。

（俺おれなんだが……。）

　口が裂さけても言えないが、口が裂けるのを覚かく悟ごで言ったとしても、おそらく信じないであろう。

「し、親しん戚せきのいとこの写真だ……あんまり見られたくなかったが……。」

　風太郎は汗あせをダラダラ流しつつ、とっさに口から出まかせを言った。

「へー！　アンタなんかよりよっぽどイケてるわ。今度会わせなさいよ！」

　会わせられるか！　風太郎は二乃からサッと生徒手帳を取り上げ、「まぁ、いつかな……。」とそっぽを向いてしらばっくれた。

「そうだ！」

　二乃が机つくえの引き出しを開け、アルバムを取り出した。

「アタシたちもこれくらいのとき、天使みたいに可か愛わいかったのよ……ほら！　見なさいよ。」

　汗でびっしょりの風太郎の背せに、アルバムを開いて見せる。

「……興きょう味みなしか。久ひさ々びさにみんなにも見せてあげよっと！」

　幸いそっちに気が移うつったようで、二乃はアルバムを抱かかえて部屋を出ていった。

「よかった……。」

　急場を切きり抜ぬけた風太郎は、ホッと胸むねをなで下ろした。




　リビングには、制せい服ふくに着き替がえた二乃以外の五つ子たちが集まっていた。

「二乃、終わった？」

　一花にピアスのことをきかれた二乃が、気まずそうに目をそらす。

「よく考えたら、あせる必要はなかったわ。少なくとも、花はな嫁よめ衣い装しょうを着るまでにあけられればね。」

　二乃の強がりを見み透すかしたように、一花はクスッと笑った。

「それより、この写真見てみて！」

　二乃がテーブルに置いたアルバムを、みんなで取とり囲かこむ。

「あ、五人の写真だ！　みんな可か愛わいいね！」四葉がうれしそうに言った。

「これいつのだっけ？」

　首をかしげる一花に、「六年生。」と三玖が答える。

「京都ってことは、修しゅう学がく旅りょ行こうのときだ！」「懐なつかし～～～！」

　盛もり上あがる一花と二乃。

「私わたしたちも、ずいぶん雰ふん囲い気きが変わりましたね。」五月がしみじみと言った。

　真ん中で分けた長い髪かみ、おそろいのノースリーブのワンピース。このころの五つ子はまだ、母親と祖そ父ふ以外は見分けられないほど、そっくりな姿すがたかたちをしている。

　風太郎は、中二階からにぎやかなリビングを見下ろしていた。

　生徒手帳を開き、悪ガキ時代の写真を取り出す。

　視し線せんが正面ではなく左を向いているのは、照れくさかったからだ。

（俺おれの写真は見られちまったが……半分だけでよかった。）

　階下のおしゃべりをぼんやり聞きながら、風太郎は半分に折ってあった写真を開いた。

（五年前か……少し色あせてきたな……。）

　隠かくれていた写真の半分には、一人の少女が写っていた。

「また会えるといいな……。」

　真ん中分けの長い髪かみ、ノースリーブのワンピース。

　自分の右みぎ隣どなりでピースサインをしている笑え顔がおの少女が、五つ子のうちの一人だと──まだこのときは、知る由よしもない風太郎であった。
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第三話　結びの伝説１日目







　Tomorrow is another day.──明日に望みをたくして。

　古い映えい画がの有名なセリフであるが、中間試験のあとも五つ子の勉強に手を焼いている風ふう太た郎ろうにとって、なんとも感かん慨がい深ぶかいフレーズではないか。

　風太郎は、英語の単語帳とにらめっこしながら放課後の廊ろう下かを歩いていた。

「うーえすーぎさん！」

　背はい後ごから足音がしたかと思うと、四よつ葉ばが勢いきおいよく背せ中なかに体当たりしてきた。

「どわっ!?　よ、四葉！」

「いよいよ明日ですね！」

「何が。」

　むろんわかっているが、クールにふるまう。そこへ、三み玖くもやってきた。

「もう～～決まってるじゃありませんか！　これです！　林間学校ですよ！」

　いつにも増ましてハイテンションの四葉が、「しおり、読みましたか？」とホームルームで配られたばかりの小しょう冊さっ子しを見せる。

「読んでねーよ。」

「楽しいイベント満まん載さいです！　飯はん盒ごう炊すい爨さんにスキーでしょ、釣つりやハイキング！」

　飛んだり跳はねたり、四葉は大はしゃぎだ。

「そして……キャンプファイヤー、ダンスの伝説！」手を組んでうっとりと目を閉とじる。

「それがきっかけでつき合いはじめるカップルもたくさんいるそうです！」

　四葉の話を黙だまって聞いていた三玖の頰ほおが、ほんのり赤くなる。

「言ったろ。学生同どう士しのつき合いなど、時間の無む駄だだ。」

　風太郎がバッサリ切きり捨すてると、四葉はムキになって抗こう議ぎした。

「で、でも、好きな人とはおつき合いしたいじゃないですか？　ねえ三玖？」

　三玖は何やらじーっと考かんがえ込こんでいる。

「三玖？」

　四葉がもう一度声をかけると、三玖はボソッと言った。

「……なんで好きな人とつき合うんだろ……？」

　何その疑ぎ問もん。風太郎と四葉は目が点になった。いつもボーッと眠ねむそうにしているが、頭の中では何かこう、哲てつ学がく的てきに人間の根こん幹かん的てきな問題を……。

「それはね、その人のことが、好きで好きでたまらないからだよ。」

　いつの間にか一いち花かが三玖の後ろに立って、芝しば居いっけたっぷりに胸むねを押おさえて言った。

「三玖も心当たりがあるんじゃない？」

　意味ありげにほほえみかけられた三玖は、「な、ないよ。」と恥はずかしそうにうつむいた。

　楽しい林間学校にロマンチックな伝説に恋こいバナ。全生徒がウキウキ気分になるところだが、そこはデリカシーのなさでも他の追つい随ずいを許ゆるさない風太郎だ。

「よーし！　みんなそろったし、勉強を始めるぞ。」

「えっ、今日もですか!?」四葉は半泣きである。

「私わたしは撮さつ影えいがあるからパス。って、メール送ったんだけどな。」一花が苦く笑しょうする。

「え？」

　風太郎がスマホを見ると、たしかに一花からメールが届とどいていた。

「私わたしも、明日の準じゅん備びを……えへへへ。」

　四葉は後ずさりしながら言うと、パッと身をひるがえして逃にげていく。

「おい、こら、待て！　……まったく。」

　林間学校ごときで勉学をおろそかにするとは……風太郎があきれていると、一花が三玖に言った。

「三玖、クラスで林間学校の打ち合わせがあるんだけど、いつものお願い！」

　バッグから取り出したショートヘアのウィッグを渡わたし、拝おがむように手を合わせる。

「わかった。」

　頼たのみの綱つなの三玖までもが、ウィッグを手にどこかへ歩いていく。

　気になった風太郎がこっそり尾び行こうすると、三玖は女子トイレに入っていった。

（いつものって、三玖のやつ、何するつもりだ？）

　柱の陰かげから、女子トイレの出入り口をうかがう。確かく実じつに職しょく質しつ対象の変へん質しつ者しゃだ。

　少しして、トイレから一花が出てきた。

（一花？　さっき帰ったはずじゃ……。）

　しかし、どこか様子がヘンだ。あの眠ねむたそうな目と無む表ひょう情じょうは……。

　怪あやしみつつ見ていると、一花が首にかけていたヘッドフォンを外し、両手の人さし指で口角をクイッと上げた。

（……み、三玖……!?　入いれ替かわり!?）




　夕ゆう陽ひの射さし込こむ教室には、目つきの悪い男子生徒が、一人で一花を待っていた。

「中なか野のさん……来てくれてありがとう。」

「……えっと……前まえ田だくんだっけ？　クラスのみんなは？」

　一花になりすました三玖が、空っぽの教室を見回す。

「悪い、きみに来てもらうために噓うそついた。」

　前田は口ごもりながらも、決心したように言った。

「お……俺おれとキャンプファイヤーで一いっ緒しょに踊おどってください！」

「……私わたしと？　なんで？」

　焦じらしているわけではない。恋れん愛あい偏へん差さ値ちが低いゆえの、ただの天然ボケである。

「あ、いや、それは……好き……だからです。」

　前田が顔を赤らめ、ボソッと告こく白はくする。見た目に反して、中身は思いのほか純じゅん情じょうらしい。

　見た目は一花で中身は三玖も、ポッと頰ほおが赤くなった。

（そうなんだ……一花、可か愛わいいからよくあるのかな。）

　それはともかく、この場を切きり抜ぬけなければ。

「ありがとう。返事はまた今度……。」

　三玖がそそくさと背せを向け帰ろうとすると、前田の声が追いかけてきた。

「今、答えが聞きたい！　中野さん、お願いします！」

「えっと……。」

　風太郎は、廊ろう下かで教室のやりとりを聞いていた。

（下手な噓うそをつくと痛いたい目に遭あう……まぁ、自じ業ごう自じ得とくだな。）

　熱いおかゆを顔面で受け止めるとまではいかなくとも、相そう応おうの報むくいを受けるがいい。

　見て見ぬふりをして、風太郎が立ち去ろうとしたときだ。

「あれ？　……中野さん、雰ふん囲い気き変わりました？」前田が急に言いだした。

　近くに寄よってきて、「髪かみ……なんだろ？」と後ずさりする三玖の顔をのぞき込こむ。

「あの……。」

「中野さんって、五つ子でしたよね。」

　風太郎が思わず足を止めたとき、スマホが鳴った。「うおっ……！」着信画面も確かく認にんせず、あたふたと電でん源げんを切る。

　教室では、三玖が凶きょう悪あく顔がおになった前田に追おい詰つめられていた。

「もしかして、ほかの誰だれかと入いれ替かわったりなんてことは……。」

　マズい状じょう況きょうなのでは──風太郎はあせった。一見ガサツそうだが、入れ替わりを見み破やぶるとは意外にも鋭するどい。これが恋こいのなせるわざなのか。などと感心している場合ではない。

　風太郎は教室の入り口に引き返して、三玖のすぐ後ろから声をかけた。

「一花、こんなところにいたのか。」

　三玖が振ふり返かえって、エッと目をみはる。

「おまえの姉し妹まいが呼よんでたぞ。早く行ってやれ。」

「フータロー……。」

「おい、なに勝手に登場してんだコラ。気安く中野さんを下の名前で呼ぶんじゃねぇよコラ。」

　前田が風太郎にネチネチすごむ。しかし、そんな脅おどしは元・悪ガキには通用しない。

「返事くらい待ってやれよ。少しは人の気持ちを考えろ！」

「ぐっ……。」

　カッコよく前田を言い負かしたものの、「フータローが言うと説せっ得とく力りょくない。」と三玖に思われているとは、知らぬが仏ほとけの風太郎である。

「なに勝手に人の話聞いてんだ。おまえ、関係ないだろ！」再ふたたび前田が反はん撃げきに出た。

「いちおう関係者だ。」

「なんだと、てめえ！」

　カッとなった前田が風太郎の胸むなぐらをつかむ。

「あの……落ち着いて！」

　仲ちゅう裁さいしようとする三玖の声も、頭に血がのぼった前田の耳には入らない。

「おらぁ、出てけ！」とどなりながら、力ずくで風太郎を押おし出だそうとする。

　とっさに三玖が風太郎の腕うでをつかみ、前田から奪うばい取とるように引ひき寄よせた。

「私わたし、この人と踊おどる約束してるから！」

「へ？」風太郎がぽかんとする。

「あ。えっと、ちがくて……。」あわてて三玖がとりつくろおうとするも、

「噓うそだ！　こんなやつ、中野さんに釣つり合あわねぇ！」

　ショックのあまり、前田は後ろによろめいた。

「そ、そんなことないよ！　フータローは、フータローは……。」

　三玖は両手で頰ほおを隠かくすようにして、恥はじらいながら言った。

「かっこいいよ……。」

　指の隙すき間まからのぞく顔が真っ赤っかだ。こればかりはごまかしようがない。

「つ……つき合ってるんですか？」前田は目に見えて動どう揺ようした。

「ラ、ラブラブだよね！　仲良く一いっ緒しょに帰ろうか。」

　三玖が風太郎の腕うでに自分の腕をからめる。

「ああ、もうそれでいいよ……。」

　適てき当とうなこと言いやがって──風太郎はぐったりした。

　しかし、またしても恋こいする男の第六感が働いたらしい。

「ちょっと待て！　恋人同どう士しなら、手をつないで帰れるだろ！」

　腕を組んで帰っていく二人の背はい後ごから、前田がしつこく言ってくる。

「なんだ、できないのか？　やっぱり怪あやしいな。」

「あのな。恋人だからって、そうとはかぎらないだろ。」

　風太郎が反はん論ろんしたとき、三玖がぎゅっと風太郎の手をつかんだ。

「三……い、一花……!!」うろたえる風太郎をよそに、

「えっと……これはまた手をつなぎたかったとかじゃなくて……その……とにかく初めてじゃないから。」

　今度は耳まで赤くしている。誰だれが見ても、風太郎に恋している顔だ。

「くそーっ！　わかった、わかったよ！」

　あきらめがついたと見え、前田はいさぎよく二人に背せを向けた。

　そんな前田に、三玖が言った。

「あの……私わたしが今きくのも変だけど、なんで好きな人に告こく白はくしようと思ったの……？」

「中野さんがそれを言うか？」と前田が悲ひ壮そうな顔で振ふり返かえる。

「ごめん……。」

　ロマンチックな伝説を聞けばひそかに胸むねときめくけれど、どうして好きになったら告白したりつき合ったりするのか、三玖にはまだよくわからない。

「それは……そーだな、とどのつまり、相手を独ひとり占じめしたい。これに尽つきる。」

「……相手を、独り占めしたい……。」三玖はおうむ返しにつぶやいた。

「あーあ、なに言ってんだか……オイッ！　中野さんを困こまらせるんじゃねーぞ！」

　前田がビシッと風太郎に釘くぎをさす。

「俺おれが今、絶ぜっ賛さん困こまってる最中なんだが。」

「なに言ってるの。さあ行くよ、フータロー。」

　三玖はぎこちなく笑って風太郎の腕うでを取り、ぴたっと密みっ着ちゃくして廊ろう下かを歩いていく。

「……そんなにくっつかなくても。」

「今は一花だもん。これくらいするよ。」

　顔を赤らめながら言い返す。

（私わたしは……大だい丈じょう夫ぶ……。）

　そう思いながら、三玖の胸むねはトクンと不思議な音を立てた。




「……いや、しかしいいのかよ、勝手に断ことわっちゃって。」

　昇しょう降こう口ぐちで、風太郎は靴くつに履はき替かえている三玖に言った。

「一花、仕事優ゆう先せんって言ってたし。」

　三玖はウィッグを取ってヘッドフォンを首にかけ、本来の姿すがたに戻もどっている。

「にしても、キャンプファイヤーどうすんだよ。」

　ため息交じりに風太郎が言うと、三玖は困こまったように黙だまり込こんだ。

「あっ、いたいた！」

　四葉の声に振ふり向むくと、玄げん関かん口ぐちに四葉と五い月つき、二に乃のが待ちかまえるように立っている。

「さあ、行くわよ！」二乃が腕うで組ぐみして言った。

　ワケがわからないまま風太郎が連れていかれた先は、駅ビルのショッピングモールだ。

「上杉さんが林間学校で着る服をチョイスしまーす！　まずは私わたしから。派は手でな服を選んでみました！」

　お顔が地味めなのでと、よけいな基き準じゅんで選んだ洋服一式を、四葉が張はりきってさしだす。

「……たぶんだけど、おまえふざけてるな？」

　赤いキャップと、ゾウやらキリンやらがプリントされたトレーナー。試着室の鏡に、動物大好き小学生男子のかっこうをした高校生男子という謎なぞの生命体が爆ばく誕たんした。

　二番手は歴れき女じょの三玖。

「フータローには、和のテイストを。」

「和そのものですけど！」

　羽は織おりをはおった着き物もの姿すがたで林間学校に参加するバカがどの世界にいる。

　お次の五月は、袖そでなしレザージャケットの治安悪めなヘビメタスタイル。

「男らしい服ふく装そうを選ばせていただきました。」

「おまえの男らしいはどんなだ!?」

　見える。ダメ男にだまされる五月の未来が。

　オシャレ好きの二乃には、果たしてどんなかっこうをさせられるのか……。

　風太郎の不安をよそに、二乃が選んだのは、ファーフード付きコートと無地のスウェットという無ぶ難なんな若わか者ものファッションである。

「二乃、本気で選んでる。」「ガチだね……。」

　二乃を横目で見ながら、四葉と三玖がヒソヒソ話す。

「アンタたち、真面目にやりなさいよ！」

　たとえ風太郎のためと言えど、コーディネートに妥だ協きょうは許さない二乃である。

　買い物を終え、ショッピングモールを出たときには、外はもう暗くなっていた。

「おい、いいのかよ、お金……。」

　風太郎は、洋服の入ったショップの紙かみ袋ぶくろを掲かかげて遠えん慮りょがちに言った。ふだん風太郎が買っている服なら、四十着は買える金きん額がくだ。

「アンタのためじゃないわ。ダサい服着て近ちか寄よられたら迷めい惑わくだからよ。」

　二乃がツンとして言う。

「でも、男の人と一いっ緒しょに服を選んで買い物するのって、デートって感じですね！」

　四葉の発言に深い意味はなかったが、ほかの三人はピタッと固まった。

「これは、ただの買い物です！　学生のあいだに交こう際さいだなんて不ふ純じゅんです。」

　五月がムキになって否ひ定ていする。

「あー、上杉さんみたいなこと言ってる。」

　四葉がからかうと、五月はますますムキになった。

「一緒にしないでください！　あくまでも上杉くんと私たちは教きょう師しと生徒、一線引いてしかるべきです！」

「言われなくても引いてるわ！」

　それもドン引きするくらいにな、と思う風太郎であった。

「上杉さーん、しおり、ひと通り読んでくださいね～！」

　陸橋を反対方向へ向かう四葉が、風太郎に大きく手を振ふる。

「読まねーって……。」

「サボらずに来てくださいよ～！　最高の思い出を作りましょうね～！」

　明るい四葉の笑え顔がおに根負けしたように、風太郎の口もとがフッとゆるむ。

「……あ、そうだ。携けい帯たい。」

　スマホをポケットから出して電でん源げんを入れる。誰だれかから着信があったのに、あわただしくてうっかりしていた。

「え、親おや父じ……？」

　勇也から、不ふ在ざい着信が何なん件げんも入っていた。




「らいは、大だい丈じょう夫ぶか？」

　息を切らして家の中に飛とび込こむと、らいはは布ふ団とんを敷しいて横になっていた。

「……お兄ちゃん……なんか熱みたい。お出かけの最中に、ごめんね。」

　熱でほてった顔に汗あせを浮うかべ、無理してほほえむ。

　風太郎は息を整えると、途と中ちゅうで寄よったドラッグストアのビニール袋ぶくろを掲かかげて言った。

「おまえは体が弱いんだ。無理すんな。薬や飲み物、いろいろ買ってきたからな。」

「じゃあお薬飲ませて。」

「ああ。」

「汗ふいて。」

「ああ。」

「宿題やっといて。」

「うん……これでもかとワガママ言うな。」

　あっぱれな抜ぬけ目めのなさだが、苦しそうにしている小さな妹を見ていると、できることなら代わってやりたいと思わずにはいられない。

「ありがとう……。」

「親おや父じは仕事を終わらせ次し第だい、帰るそうだ。」

「そっか……。お兄ちゃん、明日は林間学校だよね。」

「……ああ。」

「もういっこワガママ言っちゃおっかな。……帰ったら、楽しいお話いっぱい聞かせてね。私わたしは一人で大だい丈じょう夫ぶだから。」

　心細いに決まっているのに、らいははけなげにも風太郎に笑え顔がおを向ける。

　一いっ瞬しゅん、五つ子の後うしろ姿すがたが脳のう裏りに浮うかんだが、

「……わかったから。ゆっくり寝ねろ。」

　そう言って、風太郎はやさしくほほえんだ。




　翌よく朝あさは、林間学校日和びよりの快かい晴せいとなった。

「はーい、じゃあ整列してー。」

　学校近くの駐ちゅう車しゃ場じょうに数台の大おお型がたバスがとまり、私し服ふく姿すがたの生徒たちが集合していた。

「中野！　中野五月！」

　五月がクラスメートと話していると、担たん任にんの先生がやってきた。

「すまないが、肝きも試だめしの実行委員、代役でやってくれないか？」

「……え？」




　そのころ、仕事を終えた勇也が、やっと家に帰り着いていた。

「らいはーっ！　生きてるか!?」

　騒そう々ぞうしく部屋に駆かけ込こんだ勇也は、ハッとして足を止めた。

「……風太郎。」

　らいはの枕まくらもとに、制せい服ふく姿すがたの風太郎が座すわっている。

「親おや父じ、まだ寝ねてるんだ。静かにしろ。」

「看かん病びょうしてくれてたのか……って、もう林間学校のバス出てんじゃないのか?!」

「そうだっけ？　どうでもよすぎて忘わすれてたぜ。」

　風太郎は立ち上がると、大きなリュックを肩かたにかけて立ち上がった。

「これで三日間、思うぞんぶん勉強できるな。」

「……風太郎、忘れものだぞ。」

　振ふり向むいた風太郎に勇也がさしだしたのは、林間学校のしおりだ。

　いくつもふせんが貼はられ、すみずみまで読み尽つくされた、ヨロヨロの──。

「……早く帰れなくて悪かったな。一生に一度のイベントだ。今から行っても遅おそくないんじゃないか？」

　そう言って、勇也がしおりで風太郎の頭をポンとたたく。

「……バスもないし、別に大だい丈じょう夫ぶだ。」

　風太郎が平気なフリを装よそおって言った、そのとき──。

　らいはが、「あ～～！　お腹なかすいた！」と大きく伸のびをしながら起き上がった。

「……らいは。熱は？」

「治った！　お兄ちゃんありがとうっ！」

　元気いっぱいで顔色もいい。風太郎はホッとした。

「私わたしはもう大丈夫だから、林間学校行ってきて！」

「だから、バスが……。」

「バスはもう出発してしまいました。」

　突とつ然ぜん、そんな声が割わって入はいってきた。見ると、部屋の入り口に五月が立っている。

「五月……!?　なんで。」

「事じ情じょうはわかりました。」

　部屋に入ってきた五月は、風太郎が提さげているリュックの肩かたひもをつかみ、有う無むを言わさず玄げん関かんに引ひっ張ぱっていく。

「すみません。上杉くんをお借りします。」

「おう！」「はーい！」

　勇也とらいはは、手を振ふって快こころよく風太郎を送り出した。




　なんの説明もないまま、五月は風太郎の先をずんずん歩いていく。

「五月、どこまで連れてくんだ……ん!?」

　家から少し離はなれた場所で角を曲がった風太郎は、その光景にあぜんとした。

「お……おまえら……。」

「フータロー。」三玖が振ふり返かえった。

「おそよー。」まだ寝ね足たりないような一花。

「こっちこっち！」四葉は朝から元気もりもりだ。

「ったく何してんのよ。」そしてこちらは、通つう常じょう運転の二乃。
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　残りの五つ子たちが、黒くろ塗ぬりリムジンの前に勢せいぞろいしている！

「肝きも試だめしの実行委員ですが、私わたしにはできません。オバケ怖こわいですから。」

　担たん任にんから風太郎の事じ情じょうを聞いた五月は、さりげなく言いながら姉し妹まいのほうへ歩きだした。そして、「あなたがやってください。」と風太郎をチラッと振り返る。

「……しかたない。」風太郎は、やれやれと頭をかいた。「行くと、するか……。」

　けれどうつむいたその目は、うれしそうに笑っている。

「それでは、しゅっぱーつ！」

　四葉の声が、さわやかな青空に広がった。




「五つ子ゲーム！」

「イエーイ！」

　林間学校に向かう車中で始まったこの五つ子ゲームとは、一花＝親指、二乃＝人さし指、三玖＝中指、四葉＝薬指、五月＝小指に見立て、隠かくした手から伸のびる指が誰だれかを当てるゲームである。

「私わたしはだーれだ？」

　二列めの座ざ席せきの窓まど側がわに座すわった二乃が、問題を出す。

「二乃。」

　真っ先に答えたのは、助手席の三玖だ。

「三玖かな。」「四葉！」

　二乃の反対の窓側に座った一花と真ん中の四葉が、それぞれ答える。

　三列めの座ざ席せきから、「二乃です。」と五月が言った。

　人さし指と中指と薬指のどれかなのはまちがいないが、見えているのは第一関節の指の腹はらだけ。五つ子の顔同様、まるで見分けようがない。二乃の後ろに座すわっていた風太郎は、指をさわって確たしかめようと手を伸のばした。

「ちょっと、さわるの禁きん止し！　つーかさわるな！」

「くっ……二乃だ！」

「残念、三玖でした。」

　二乃がニマッと笑い、覆おおっていた手てを下ろす。

「なぜ裏うら返がえってる？」

　風太郎に手ての甲こうを向け、中指を立てている。良い子は絶ぜっ対たい真ま似ねをしてはいけない、〝くたばれ〟を意味するサインだ。

「くそ……次、俺おれな！」

　こぶしを握にぎって気合を入れる風太郎を、隣となりに座った五月がけげんそうに見る。

「やけにハイテンションですね。」

「おまえたちの家を除のぞけば、外がい泊はくなんて小学校以来だ。もう誰だれも俺おれを止められないぜ！」

　暇ひまつぶしのゲームに、そんなエンジン全開で挑いどまれても……五つ子たちが、やや引きつり笑いで風太郎を見守る。

「……まぁ。」と四葉がおもむろに窓まどの外を見た。

「もう一時間以上、足止め食らってるんですけどね……。」

　視し界かいは白一色、車の外をビュオオオと雪まじりの冷たい風が吹ふきすさぶ。

　突とつ然ぜんの猛もう吹雪ふぶきに見み舞まわれ、車は立たち往おう生じょうを余よ儀ぎなくされていた。




　五つ子と風太郎の一行は、やむなく途と中ちゅうの旅館に一泊ぱくすることになった。

「おおっ、いい部屋だな！」

　ごく普ふ通つうの和室であるが、風太郎は開口一番、喜き色しょく満面で言った。

「でも……四人部屋ですよ？」と五月。

「コイツと同じ部屋なんて絶ぜっ対たいにイヤ！」

　断だん固こ拒きょ否ひの姿し勢せいを示しめす二乃を、四葉がなだめる。

「団だん体たいのお客さんが急に入ったとかで、この部屋しか空いてなかったんだよ。」

「車があるでしょ？」なおも食い下がる二乃。

「運うん転てん手しゅの江え端ばたさん、仕事があるって帰っちゃった。」

「ほら、旅館の前にもう一部屋あったじゃない。」

「あ、明日死んでるよ！」

　二乃の言う部屋とは、吹ふきっさらしの犬小屋のことである。

「大だい丈じょう夫ぶよ、きっと。」

　毛におおわれた犬ですら小屋から退たい避ひしていたのに、二乃は容よう赦しゃない。

「ダメだって！」四葉は必死に反対するが、

「まあ、大だい丈じょう夫ぶじゃないですか？」と五月もたいがい無む慈じ悲ひである。

　背はい後ごで交かわされている会話など意にも介かいさず、風太郎は荷ほどきを始めた。

「ん？　なんだこれ……。」

　リュックに、覚えのない折りたたんだ紙が入っている。

　広げてみると、らいはからの手紙だ。

『お兄ちゃんへ。旅行の安全をねがってお守りを作りました。林間学校楽しんできてね。　Ｐ．Ｓ．お礼のおみやげきたいしてます♡　らいは』

　追つい伸しんに若じゃっ干かんの下心が垣かい間ま見みられるが、手作りの青いミサンガが一いっ緒しょに添そえられている。

　いつの間に……風太郎はフッとほほえんだ。

「うん！　いい旅館だ！」

　いまだ争議中の五つ子たちが、力強い声に振ふり返かえった。

「文もん句く言ってないで楽しもうぜ！」

　窓まどに向かい、一人張はりきる風太郎。おのれの存そん在ざいが諸しょ悪あくの根こん源げんであることなど、兄を思うらいはの気持ちの前には、ささいな問題でしかない。

「はーい女子集合！」

　二乃の合図で、五つ子たちが部屋の隅すみに集まった。

「いいこと。各自気をつけなさいよ。」

「何を？」

　無む邪じゃ気きな四葉の質しつ問もんに、二乃が口ごもる。

「それは……ほら、ひと晩ばん同じ部屋で過すごすわけだから……アイツも男だってことよ……。」

「「「「……!!」」」」

　五つ子の脳のう内ないで、巨きょ大だいな狼おおかみと化した風太郎が赤いまなこを剝むき、襲おそいかからんばかりにガルルル～と飢うえたうなり声をあげる。

「……そんなこと、ありえません。」

　冷静になった五月が、きっぱりと言ったときだ。

「やろうぜ。」

　耳もとで狼おおかみ、もとい風太郎の声が──！

「ひいいい！」五月が悲鳴をあげた。

　五匹ひきの子ヤギ、ではなく五つ子たちがドタドタとひとかたまりになる。

「な、何を……!?」

　おびえながらもきく二乃に、風太郎は無農薬野菜よりも人じん畜ちく無害な笑え顔がおで言った。

「トランプ持ってきた。やろうぜ！」

「……トランプ……。」

　風太郎が手に持っているそれを、二乃が拍ひょう子し抜ぬけしたように見る。

「な、懐なつかしいなぁ！」「な、何やります？」

　後ろめたさからか、一花と四葉が笑顔でとりつくろう。

　セクハラ疑ぎ惑わくをかけられたとも知らず、風太郎は「七しち並ならべっしょ！」とハツラツとしている。

（だ……大だい丈じょう夫ぶですよね……私わたしたちは生徒と教きょう師しですから……。）

　それでも一いち抹まつの不安を拭ぬぐえない五月だった。




　休きゅう憩けいコーナーの大きなガラス窓まどから、雪でおおわれた山や木々が見える。

「う～ん、熱い戦いだったね！」一花が雪景色を眺ながめながら言った。

　ビリは四葉で、勝者は風太郎。ちなみに七並べは性せい格かくの悪い者が勝つという俗ぞく説せつがある。

　三玖が自動販はん売ばい機きで買った抹まっ茶ちゃソーダを、「飲む？」と一花にさしだした。

「あ、今はいいかな……。」

　一花は遠回しに断ことわると、再ふたたび雪景色に目を向けた。

「三玖……昨日言ってたキャンプファイヤーの話、本当に私わたしでいいの？」

　三玖も一花と並んで窓まどの外を見る。

「……うん。その場しのぎで私が決めちゃったことだから。」

「そっか……じゃあ、ぼっちのフータローくんの相手を、お姉さんがしてあげますか。」

　舞まい落おちる雪せっ片ぺんを見つめていた三玖の視し線せんが、次し第だいに下がっていく。

（相手を独ひとり占じめしたい……そんなことしない。私たちは五等分だから。それに……一花なら、心配ない……。）

　三玖は小さくほほえんだ。はっきり自分の気持ちを話したことはないけれど、一花はいつも応おう援えんしてくれている気がするから……。

　けれど、一花もまた、自分に言い聞かせていた。

（……三玖が言うなら……いいよね。）

　お互たがいの心を隠かくすように、しんしんと雪が降ふり積つもる。




　大皿の天ぷらに伊い勢せエビのお造つくり、イワナの塩焼き。それぞれの席に牛肉の陶とう板ばん焼やきやら刺さし身みの盛もり合あわせやら生なま麩ふの田楽やら──豪ごう華かな夕食が、座ざ卓たくに所ところ狭せましと並ならべられた。

「すっげぇ～！　タッパーに入れて持ち帰りたい。」

　所帯じみた発言の主は、もちろん風太郎である。

「やめてください……。」あきれ顔になる五月。

「でも、こんなの食べちゃったら、明日のカレーが見み劣おとりしそうだね。」

　四葉が、箸はしを手に取りながら言った。

「アンタの班はんのカレー、楽しみにしてるわ。」

　二乃がニヤリとして、料理オンチの三玖を皮肉る。

「うるさい。」

「そう言えば、スケジュール見てなかったかも。」

　前日も仕事だった一花は、しおりに目を通すひまもなかったらしい。

　すると、吸すい物もの椀わんを持った風太郎が突とつ然ぜん、しゃべりだした。

「二日目のおもなイベントはオリエンテーリング、飯はん盒ごう炊すい爨さん、夜は肝きも試だめし。三日目は自由参加の登山、スキー、釣つり。そして夜はキャンプファイヤーだ。」

　立て板に水のごとく説明を終えると、ずずっと吸い物をすする。

「なんでフータローくん、暗記してるの？」一花は目をぱちぱちさせて言った。

「あ、あと新しい情じょう報ほうでは、キャンプファイヤーの伝説はフィナーレの瞬しゅん間かん、手を。」

「またその話か。」

　風太郎はうんざりして四葉をさえぎると、エビの天ぷらにかじりついた。

「伝説？」一花には初耳の話だ。

「関係ないわよ。どうせこの子たちにダンスの相手なんていないでしょ。」

　二乃の言葉に、一花と三玖、風太郎の三人はギクリとした。

（そうだった……一花と踊おどることになったんだっけ……。）

　風太郎は縁えん結むすびの伝説など信じていないが、現げん実じつ問題としてどうしたものか。

「ま、そんなくだらないこと、どうでもいいけど。」

　ぶっきらぼうに言って、まぐろの刺さし身みを口に運ぶ二乃。

「……たぶん二乃、誰だれからも誘さそわれなかったんだと思う。」

　二乃の負まけ惜おしみを悟さとった三玖が、ボソッと急所を突ついた。

「そっか、スネてるんだー。」と四葉が無む邪じゃ気きに追おい討うちをかける。

「アンタたちねぇ！」

　姉し妹まいげんかが勃ぼっ発ぱつしそうになったのを察した一花が、そばに置いてあった旅館の案内を手に取って言った。

「ほらここ、露ろ天てん風ぶ呂ろがあるみたい。けっこうよさそう。」

　説明を読んでいた一花の目が、ある文字に釘くぎ付づけになる。

「……え、混こん浴よく……？」

「はぁ!?　コイツと部屋のみならず、お風ふ呂ろも同じってこと？」

「言ごん語ご道どう断だんです！」

　過か剰じょう反はん応のうする二乃と五月に、「なんで一いっ緒しょに入る前ぜん提てい？」と苦笑いする一花。

　すると、風太郎がニッと笑って思わせぶりに言った。

「二乃～。一いっ緒しょに入るのがイヤだなんて心外だぜ……俺おれとおまえは、すでに経けい験けん済ずみだろ？」

　以前、二乃が五月のふりをして入浴中の風太郎を突とつ撃げきしたときのことだ。

「……二乃？」三玖がジトッとにらみつける。

「ばっ、ちがう！　こらぁ！」

　上杉のヤツ、わざと誤ご解かいを招まねくような言い方を……！　風ふ呂ろ場ばに入っただけで、当たり前だが二乃は洋服を着ていた。

「ははは、いつもの仕返しだ。」

「あははは。」四葉も大笑いする。

　五つ子と風太郎の宴うたげは、にぎやかに続くのであった。




　雪がやんだ夜空に星がきらめき、源げん泉せんかけ流しの温おん泉せんからは、もうもうと湯気が立ち上がっている。足先からゆっくり肩かたまで湯につかると、寒さに縮ちぢこまっていたはだかの体がゆるゆるとほぐれていくようだ。

「ん～気持ちいぃ～！」二乃は思わず声をあげた。

「うん。混こん浴よくじゃなくて温浴だったね。あはは……。」

　伸のびをしながら、読みまちがえた一花が笑ってごまかす。

　岩いわ造づくりの露ろ天てん風ぶ呂ろは、ぜいたくにも五つ子たちの貸かし切きり状じょう態たいだ。

「みんなで一いっ緒しょにお風ふ呂ろ入るなんて、何年ぶりでしょう。」

　胸むねのあたりからバスタオルを垂たらした五月が、湯ゆ舟ぶねの脇わきにひざをついて足を湯の中にさしいれる。

　熱くなったのか、三玖が頭の上にタオルをのっけたまま立ち上がった。

「あ！　三玖のおっぱい大きくなったんじゃない？」

　そう言う四葉の胸も成長いちじるしい。
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「みんな同じだから。」さらりと受け流して、また湯につかる三玖。

「それにしても……今日のアイツ、絶ぜっ対たいおかしいわ。」

　五人が輪になった湯舟で、二乃が風太郎を話題にした。

「上杉さん、ふだん旅行とか行かないのかな。」と四葉。

「まるで徹てつ夜や明あけのテンションだったね。」

　風太郎が勝利した七しち並ならべの激げき戦せんを思い出して、一花が苦く笑しょうする。

「とにかく、あのトラベラーズハイのアイツは危き険けんよ。問題は、あの狭せまい部屋にギリギリお布ふ団とんが六枚まい。誰だれがアイツの隣となりで寝ねるか。」

　再ふたたび五つ子の脳のう内ないにウルフ風太郎が出しゅつ現げんし、オオーンと遠とお吠ぼえする。

　少しの間のあと、一花が言った。

「……あ～二乃、考えすぎじゃない？　私わたしたち、ただの友達なんだし。」

「そうだよ、上杉さんはそんな人じゃないよ!!」

　四葉が両手を握にぎりしめ、ザバッとしぶきを上げて立ち上がる。

「じゃあアンタが隣でいいってこと？」

「う!?」

「上杉はそんなヤツじゃないから、心配ないんでしょ？」

　二乃にやり込こめられた四葉は、急に勢いきおいをなくしてちゃぽんと湯に戻もどった。

「それは……ちょっと……どうなんだろうね……。」

　蚊かの鳴くような声で言い、首まで湯ゆ舟ぶねに沈しずみ込こむ。頭に巻まいたうさぎタオルもくったりしおれている。

「それでは、二乃ならどうでしょうか？」

　五月がどうぞ、というように二乃に向かって両手をさしだした。

「は!?　なんでアタシ!?」

「いえ、二乃なら殴なぐってでも抵てい抗こうしてくれそうなので。」

「……一花、アンタは気にしないでしょ。」

　涼すずしい顔の一花に、二乃が回されたお鉢はちをさらに回す。

「私わたしに来たか～～。」

「ただの友達なんでしょ。」

　二乃が畳たたみかけると、一花の頰ほおがのぼせたようにほんのり赤くなった。

「……うん。フータローくんは……いい友達だよ？」

「ならいいじゃない。」

　話がまとまりそうになったとき、それまでじっとみんなの話を聞いていた三玖が、突とつ然ぜん「待って。」と立ち上がった。

「平等……みんな平等にしよう。」




　風ふ呂ろから上がった五つ子たちは、部屋の手前でヒソヒソと密みつ談だんしていた。

「……なるほど、考えたわね。」と二乃がうなずく。

　誰だれも風太郎の隣となりに行きたくないのなら、全員が隣に行けばいい。これが三玖の案だ。

「さぁ、行くわよ！」

　同じ浴衣ゆかた姿すがた、同じ素す顔がおに、同じ真ん中分けの髪かみ型がたにした五人が、すでに電気の消えた部屋に入っていく。もし風太郎が狼おおかみに変身したとしても、少なくとも誰かわからない相手に手は出さないだろう。

　……乙おと女めの純じゅん潔けつを守らんとするその覚かく悟ごは、いったいなんだったのか。

　いちばん隅すみっこの布ふ団とんで、風太郎はすでにぐうぐういびきをかいて熟じゅく睡すいしていた。

「えーっと……アタシたちも寝ねよっか……。」

　居い心ごこ地ち悪わるそうに、二乃が言った。




　窓まどの障しょう子じを通して、さんさんと朝あさ陽ひが射さし込こむ。

「ん……。」

　まぶしそうに寝ね返がえりを打った一花は、うっすら目を開けてギョッとした。

　目の前に風太郎の寝顔がある！

「フータローくん!?　……な、なんで……。」

　体を起こして周しゅう囲いを見回すと、ほかの五つ子たちもあっちに転がり、こっちに転がりしてまだ夢の中にいる。

「って、ははは……みんなめちゃくちゃ。」

　再ふたたび、風太郎の寝顔に目が行く。

「寝顔を見るのは二度目かな……これくらい平へい常じょう心しんでいられなきゃ、友達……パートナーじゃないよね。」

　平和そうに眠ねむっている風太郎を見つめ、試ためすように顔を近づける。

「大だい丈じょう夫ぶだよね……。」

　けれど一花の心しん臓ぞうは、ドクンドクンとうるさいくらいに鼓こ動どうを打つ。

　そのとき、部屋のドアが開いた。

「もう朝ですよ。朝食は……食しょく堂どうで……。」

　驚おどろいて一花が振ふり返かえると同時に、バタンとドアが閉しまった。




　廊ろう下かでは、一人だけ先に起きた五月が、ドアのノブを握にぎりしめたまま固まっていた。

（噓うそ……あれって……。）

　逆ぎゃっ光こうでシルエットしか見えなかったが、姉し妹まいの誰だれかが風太郎に、キ……!?

「中野？」

「えっ。」振ふり向むいた五月の目が丸くなる。

「中野じゃないか。ここで何やってるんだ。」

　なんと──旅館の浴衣ゆかたを着た担たん任にんの先生と、ほかのクラスの先生たちが立っていた。




　雪の山道を、大おお型がたバスが連なって走っていく。

「まさか、こいつらも雪のせいで同じ旅館に泊とまっていたとはな……よく会わなかったもんだ。」

　二乃チョイスのファーフード付きコートをはおった風太郎が、隣に座った五月に言った。

　急に入った団だん体たいの客とは、旭あさひ高校の一行だったのだ。

　五つ子と風太郎も無事に合流してひと安心したのだが、五月はなぜか物思いに沈しずんだように黙だまりこくっている。

「……どうした？」

「い、いえっ。」

　五月は今朝のことが気になって、風太郎の話などまったく耳に入らない。

（よく見てないから判はん断だんつかないけれど……あれは……私わたしたちの誰だれかが、上杉くんを……。）




　二組のバスでは、一花が所しょ属ぞく事じ務む所しょの社長から届とどいたメールを読んでいた。

　社長が監かん督とくと話したところ、一花の評ひょう判ばんがいいこと。これからバリバリ売うり込こんでいくつもりだということ……。

　──女じょ優ゆう業ぎょうに専せん念ねんするには、休学も選せん択たく肢しに入れたほうがいいかもしれないね。

　先日、社長にそう言われたことを思い出し、一花は複ふく雑ざつな表ひょう情じょうでスマホを見つめた。




「二乃、キャンプファイヤーの相手決まった？」

　仲のよいクラスの女友達が、二乃にきいてくる。

「こ、これからよ！」

「二乃は理想が高いから。」

「まあね……。」適てき当とうに返事をして、窓まどの外を見る。

　二乃の頭に思おもい浮うかぶのは、風太郎の生徒手帳に挟はさんであった写真の、金きん髪ぱつの悪ガキだ。

（あんな男の子に出会えればなぁ……。）




　三玖のクラスのバスでは、女子たちが例のうわさで持ちきりだった。

「ね、キャンプファイヤーの伝説聞いた？」

「聞いたぁ～！　結びの伝説でしょ？」

「生しょう涯がいを添そい遂とげるんだって！」

　三玖はいつもの無む表ひょう情じょうで、みんなの話に耳をそばだてていた。




　四葉はふせんのついた林間学校のしおりを開き、勉強中には見られない熱心さで復ふく習しゅうをしていた。

（上杉さん、私わたしがこの林間学校を、上杉さんの思い出の一ページにしてみせます！）

　固く決意し、四葉はキラキラと目を輝かがやかせた。




　そして再ふたたび、風太郎と五月のバスの中。

（……私たちは生徒と教きょう師し。もし生徒が好意を抱いだいたとしても、それを正しく導みちびくのが教師の役目。）

　単語帳で勉強している風太郎に、五月が厳きびしいまなざしを向ける。

（上杉くん、あなたが家庭教師として本当にふさわしいかどうか、この林間学校で確たしかめさせていただきます。）




　五つ子たちの思いを乗せて、五台のバスは一路、運命の林間学校へ──。





第四話　結びの伝説２日目







　雄ゆう大だいな山やま並なみを背はい景けいに、数すう棟むねの宿しゅく泊はく棟とうが連なっている。

　外の炊すい事じ棟とうでは、生徒たちが夕飯のカレー作りに取りかかっていた。

「せーの！」かけ声とともに斧おのが振ふり下おろされ、パキッと小気味いい音を立てて薪まきがまっ二つに割われた。

「あっはっは、これ楽しいですねー！」

　手ての甲こうで額ひたいの汗あせを拭ふきつつ、四よつ葉ばはほがらかに笑った。そのかたわらには、背せたけほども積まれた薪の山……。

「もう薪まき割わらなくていいから！」男子生徒たちが、あわてて四葉を止めた。




「これ、もう使った？　片かたづけておくね。」

　食材係の一いち花かが、作業台の計量カップを手に取ってニコッとする。

「は、はい！」

　歩いていく一花の後うしろ姿すがたに、ぽーっとなるクラスメートの男子二人。

　美人でスタイル抜ばつ群ぐんで気が利きいて──まさしく高たか嶺ねに咲さく一輪の花だ。

「俺おれの部屋も片づけてほしいぜ……。」

　片づけが必要なのは一花の部屋であることを、彼かれらは知らない。




　一方、炊すい事じ場ばでは──。

「そろそろ煮に込こめてきたかな？」

　カレー係の一組女子たちが、ぐつぐつ煮にえる寸ずん胴どう鍋なべの番をしていた。

「あと三秒で十五分です。」

　タイマーをセットしたスマホを凝ぎょう視ししながら、五い月つきが真しん剣けんな顔で言う。

「細かすぎない……？」

　カレーの箱に書いてあった煮に込こみ時間を厳げん守しゅする、あくまで真面目な五月であった。




　その近くでは、三み玖くの班はんのカレーが出来上がりつつあった。

「なに入れようとしてるの？」

　クラスの女子が、三玖が手に持っているおたまに目を留とめる。

「お味み噌そ……隠かくし味あじ。」

　にしては、自じ己こ主しゅ張ちょう強すぎではないか。鍋なべの中で、日本対インドの熾し烈れつな合戦が繰くり広ひろげられるであろうことは想そう像ぞうにかたくない。

「自分のだけにして！」




　料理の得とく意いな二に乃のがいる班はんでも、トラブルが発生していた。

「やったことねーんだから誰だれだってこうなるんだよ！」

　同じ班の女子と男子が言い争っているところへ、二乃がやってきた。

「じゃあ私わたしたちだけでやってみるから、カレーの様子見てて？」

　怒いかりに満ちた笑えみに男子たちは震ふるえ上あがったが、二乃が作った完かん璧ぺきなカレーに、焦こげ焦こげのご飯などありえないのである。




　風ふう太た郎ろうはかまどの前に座すわり、飯はん盒ごうでご飯を炊たいていた。

「おいコラ。気づかないフリしてんじゃねぇぞコラ。俺おれを忘わすれたとは言わせねぇコラ。」

　一花のクラスの炊すい飯はん係がかりの前まえ田だが、隣となりから風太郎にからんでくる。

「そんなわけないさ。名前だって覚えてる。」

　そう言ってマネキン人形のような笑みを向ける。こいつの名前なんだっけ。

「前田、前田だよ！　中なか野のさんとは順調なんだろうな？」

「あ、ああ……。」

　やがて沸ふっ騰とうした飯はん盒ごうのふたの隙すき間まから、泡あわが吹ふきこぼれてきた。

「おまえはいいよなぁ、フォークダンスの相手がいて。俺おれなんか相手も見つからねぇし……それでだ。どうやったら彼かの女じょが作れるかだが……おい、聞いてんのか!?」

　早くご飯炊たけないかな……と思いつつ、ズズッと鼻をすする風太郎。

　他人のくだらない悩なやみなど聞いている場合じゃないのだ。何しろ、今夜の肝きも試だめしを一人でやりくりしなければ──。

　そのとき、荷物を抱かかえた四葉が声をかけてきた。

「上うえ杉すぎさん、この肝試しの道具運んじゃいますね。」

「四葉。おまえたしか、キャンプファイヤーの係だろ？」

「はい！　でも上杉さん一人じゃ大変だと思って。勉強星人の上杉さんがせっかく林間学校に来てくれたんです。私わたしも全力でサポートします！」

　風太郎を別の銀ぎん河が系けいから参加した知的生命体と錯さっ覚かくしているようだが、四葉の思いやりは素す直なおにうれしい。

「……よし前田。俺おれの班はんの飯も見ててくれ。」

　かまどを離はなれ、四葉から荷物を半分受け取る。

「あ？　命令してんじゃねーよ！　つーか俺の話の続きは……。」

「肝きも試だめしは自由参加だ。クラスの女子でも誘さそってきてみろ。ただし。」

　風太郎は前田を振ふり返かえり、ニイッと不気味な笑えみを浮うかべた。

「こっちも本気で行くから、ビビんじゃねーぞ。」




　風太郎のアドバイスに従したがい、前田はクラスの女子を肝試しに誘って、鬱うっ蒼そうとした森の夜道を歩いていた。

「なんだ、全然お化けいないじゃん。係の人何やってんだろ。」

　前田が唯ゆい一いつ気軽に話せる女子、出席番号が一つ後ろの松まつ井いさんである。

（……くっそ……！　こっちは吊つり橋ばし効こう果かってやつを期待してんのに、これじゃあ全然怖こわがってくれねーじゃねーか。あの野や郎ろう～～！）

　前田は眉み間けんにしわを寄よせ、恐おそろしい形相になった。ちなみに吊り橋効果とは、緊きん張ちょうや恐きょう怖ふを感じる状じょう況きょうで行動を共にしている相手に好意を抱いだいてしまう、非モテ男子が頼たよりがちな心理効こう果かのことだ。

（なんかすごい怖こわい顔してるーッ……やだ、ドキドキしてきちゃった……。）

　心しん拍ぱく数すうの上じょう昇しょうに伴ともない、顔が赤くなる松井さん。セルフ吊り橋効果である。

「うがぁぁぁ～～～！」

　木々の生おい茂しげる暗がりから、突とつ然ぜんグロテスクな金きん髪ぱつピエロが現あらわれた。

「うおぉぉぉ～～～！」

　続いて全身に包帯を巻まいた女ミイラが！

「わぁぁぁ！」「きゃあ～っ！」と山中に二人の叫さけび声ごえが響ひびきわたる。

　吊り橋崩ほう落らく。前田は松井さんをかばいつつ逃にげていった。

「絶ぜっ好こう調ちょうですね！」

　ミイラ四葉が、ピエロ風太郎にロングコートを渡わたしながら言う。

「私わたしうれしいです。いつも死んだ目をした上杉さんの目に生気を感じます。」

「そうか、よみがえれて何よりだ……ふははははは。」

　身も心もピエロになりきってコートをはおる。よみがえったはいいが、少々鼻かぜをひいてしまったようだ。

　次の獲え物ものを待って再ふたたび茂しげみの陰かげにしゃがみ込こむと、四葉が指で地面に「の」の字を書きだした。

「……もしかしたら……来てくれないかと思っちゃったから……。」消え入りそうな声で言い、「後こう悔かいのない林間学校にしましょうね！」

　しっしっし、と、いつもの調子に戻もどって明るく笑う。

　風太郎は言葉が見つからない。四葉がそこまで真しん剣けんに考えてくれていたとは……。

「あ、次の人来ましたよ！」

　ハッとして風ふう太た郎ろうが目を向けると、暗くら闇やみの中を小さな光がこちらに近づいてくる。ついしんみりしてしまったが、全力で恐きょう怖ふのどん底に陥おとしいれなければ。

「やってやらぁ～～～！」

「食べちゃうぞ～～～！」

　風太郎と四葉が、同時に茂しげみから飛び出していく。

「……フータロー。」

　どうも反はん応のうが薄うすいと思ったら、三玖である。

「四葉もいるじゃん。」と一花がスマホのライトで二人を照らす。

「なんだ、ネタがばれてるおまえらか。脅おどかして損そんしたぜ。」

「わぁ、びっくりー！」

　わざとらしく驚おどろく一花に、「噓うそつけ。」としらける風太郎。

「本当だよ～。あ、その金きん髪ぱつ、どうしたの？　染そめたの？」

　なぜかうれしそうな顔で、一花が風太郎に近づいていく。

「カツラだ。それよりもこの先、崖がけで危あぶないから看かん板ばんどおりに……。」

　仲よさそうに話す一花と風太郎から、三玖の視し線せんがそれてさまよう。どうしてこんなに胸むねがちりちりするんだろう……。

「三玖、聞いてるか？」

「えっ……何？」

「だから、この先は崖で危ない。看板どおりに進めよ。」

　前方の分かれ道には立て看板があり、矢印でルートが示しめされている。

「……わかってる。一花、行こう。」

「え？　あ、うん。」

　急に歩きだした三玖に、一花があわててついていく。

「なんだ？　やけに素そっ気けないな。」

　風太郎は首をかしげたが、三玖の微び妙みょうな変化に気づいていない四葉には、いつもどおりの三玖に見える。

「そうですかぁ？　それより上杉さん、脅おどかし方かたにまだ迷まよいがあります。もっと凝こった登場しないと！」




　やっぱり参加するんじゃなかった……五月は激はげしく後こう悔かいしていた。

「クラスメートが言ってたのですが、この森は出るらしいのです……。」

　スマホのライトで道を照らしている二乃にしがみつき、ビクビクしながら夜道を歩いていく。

「デマに決まってるじゃない。キャンプファイヤーの伝説もそうだけど、信しん憑ぴょう性せいがなさすぎるわ。」

　木にかかっている提灯ちょうちんおばけを見て、五月が「うわあ！」と悲鳴をあげる。

「こんなチープなおもちゃで誰だれが驚おどろくのよ。」二乃はあきれてため息をついた。

「はぁ……林間学校って、もっと楽しいと思ってたんだけどなぁ。初日からあんなヤツと一いっ緒しょの部屋に泊とまらされるし。まぁ、何もなかったからよかったものの……。」

　今朝の旅館での出来事が、ふいに五月の頭をよぎる。

　眠ねむっている風太郎に顔を寄よせていく、五つ子の誰だれかの影かげ──。

「ということは、二乃じゃないんですね？」

「え？　何が？」

　そのとき、ギィィィ……と木の枝えだが軋きしむ音がした。見上げた二人の目の前にバラバラ葉っぱが落ちてきて、おぞましい逆さかさピエロがぶらーんと……！

「勉強しろぉ～～～。」

「わぁぁぁ、もうイヤですぅ～～～！」

　パニックになった五月が、泣なき叫さけびながらやみくもに走りだした。
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「ちょっと五月、待ちなさい！」二乃があわてて追っていく。

　五月のやつ、本当に苦手だったのか……枝えだに足をくくりつけた風太郎は、ブランブランしながら二人を見送った。

「あちゃー……やりすぎちゃいましたね。」四葉が木の陰かげからひょこっと顔を出す。

「あれ……？」

　風太郎はピエロのマスクを取り、分かれ道の看かん板ばんの矢印をまじまじと見た。

「あいつら……どっちに行った？」




　三玖はずっと押おし黙だまったまま、暗い山道を早足でずんずん歩いていく。

　一花は前を行く三玖のために、スマホのライトで道を照らしながら言った。

「せっかくフータローくんに会えたんだから、もう少しいたらよかったのに。」

　まさか三玖が自分にやきもちを焼いているとは思わない。

　すると、三玖がピタッと立ち止まった。

「……私わたし……変かも……。フータローは、みんなの家庭教きょう師しなのに……。」

　前を向いたままボソッとつぶやき、一花を振ふり返かえる。

「一花はフータローのこと……どう思ってる？」

　あいまいな笑えみを浮うかべて、三玖は言った。




「五月ー！　どこ行ったのよー。」

　五月を追ってきたはいいが、あたりを照らすにも、スマホのライトでは限げん界かいがある。月は雲に隠かくれ、暗くら闇やみはどんどん深くなるばかりだ。

「こっちで合ってんのかしら……。」

　いったん戻もどろうかと二乃が思った矢先、スマホのライトが明めい滅めつしはじめた。

「えっ……う、噓うそっ!?」

　フッと光が消える。そう言えば昨日、充じゅう電でんするのを忘わすれたかも……。

「なんなのよ……せっかくの林間学校なのに、こんなとこで、一人で……。」

　自分を奮ふるい立たたせようと、ブツブツ言いながら強気で歩いていく。

　と、ふいに風が吹ふいた。周しゅう囲いの木々が、ザワザワと生き物のようにうごめく。

　二乃は立ちすくんだ。真っ暗な森に、たった一人──。

「……いや！」

　恐きょう怖ふに駆かられて走りだしたとたん、木の根っこにつまずいてしまった。

「いった～～い！　もう……最悪。」

　五月はいないし、スマホは充じゅう電でんないし、足は痛いたいし。なんでこんな目に……座すわり込こんだまま、泣きそうになったとき。

「大だい丈じょう夫ぶか？」という声とともに、雲が切れて月が顔を出した。

　茂しげみの向こう。ロングコートを着た、背せの高い男の子が立っている。

「見つけたぞ、二乃。」

　月明かりに照らされて、キラキラと輝かがやく金きん髪ぱつの──。

「噓うそ……キミ……。」二乃の顔がぱぁ～っと赤くなった。

「写真……あの写真の顔だ。」

「なんのことだ？　さあ、とにかくこっちに来るんだ。」

　カンちがいされているとは夢ゆめにも思わず、風太郎が二乃の腕うでをつかむ。

「え？　そんな強ごう引いんな……。」

　引っぱり上げられた拍ひょう子しに、枝えだに引っかかっていた二乃のスカートがビリッと破やぶれ、太ももがむき出しになった。

「あっ!!」

「えっ!?　わ、悪い！」

　怒おこられるかと風太郎はビクビクしたが、二乃は顔を伏ふせて恥はずかしそうに震ふるえている。

「本当にすまない……。」

　──なんだ？　今日はやけにしおらしいじゃないか。

「ねぇ……キミの名前教えて！」

「え？」

「あ、ごめんね。まえにキミの写真見たことがあって、カッコいいなーと思ってたんだ。」

「写真？」

「ここ、ほかの学校の生徒も来てるのは知ってたけど、まさかアイツの親しん戚せきに会うなんて。」

　ようやく風太郎は気づいた。

（ま、まさか……しまった、このカツラ！）

　つまり二乃は、いま目の前にいる風太郎を、風太郎が親戚だと偽いつわった写真の人物（じつは風太郎本人）だと思っている。う～んわかりづらい！

（まずい……正体を明かすべきか……あの写真は、じつは俺おれだと。）

　しかし弱みを握にぎられそうで、できれば避さけたいところ……ここはボロが出るまえに引きあげるが良りょう策さく。

「あ、ここをまっすぐ行けば広い道に出るから。じゃ！」

　サクサク立ち去ろうとしたが、「待って！」と二乃に呼よび止とめられる。

「姉し妹まいとはぐれちゃったの。一いっ緒しょに探さがしてくれないかな……。」

　またもしおらしくお願いされ、風太郎は断ことわれなくなってしまった。

　月明かりの下、二人肩かたを並ならべて歩いていく。

「そっか、金きん太た郎ろうくんっていうんだ。」

「まぁ、あははは……。」

　風太郎は笑ってごまかした。金きん髪ぱつの風太郎で金太郎。四葉のまねをして略りゃくしてみたが、安直すぎたか。

（早く出てきてくれ五月……でないと……。）

　チラッと隣となりに目を向けると、風太郎の視し線せんに気づいた二乃が、ポッと頰ほおを染そめて目をそらす。

　──なんだなんだ、この尻しりがムズムズするようなピンク色の空気は。

　そう言えば、風太郎の悪ガキ時代の写真を見た二乃が、「めっちゃタイプかも！」などとさわいでいたが……。

「あ……あー！　お酒飲みてぇ。」

「え？」

「未成年だけど、お酒飲みてぇ～法ほう律りつ犯おかして～。」

　悪ぶってみるが、わざとらしいうえに説明くさい。

（どうだ、幻げん滅めつしただろう。）

　変に好かれても困こまるからな……風太郎は、チラリと二乃の様子をうかがった。

「……ワイルドで素す敵てき。」

　二乃は頰ほおを両手で包み、うっとりしているではないか！

（えー！　逆ぎゃく効こう果か!!）

　ダメだ、五月を早く探さがさないと。

「いつ……、おまえの姉し妹まい、宿に向かったのかもな。」

　両手の人さし指と親指をＬ字形がたにして合わせ、長方形を作って夜空に向ける。ひしゃくの形に並ならんだ星を、その中に囲かこった。

「あの北ほく斗と七しち星せいのひしゃく部分の二つの星間を五倍にした先が北極星。つまり北だ。これで方角を割わり出だせる。」

「へー物知りぃ。頭のいい人って憧あこがれちゃうなー。」

　噓うそをつけ！　俺おれは軽けい蔑べつしかされたことねぇぞ！

「それも、自分の成せい績せきをこれ見よがしにひけらかすヤツとはちがうわー。」

「そ……そんなひどい野や郎ろうがいるのか。」

「知ってるでしょ？　キミの親しん戚せきの……あれ？」

　風太郎の顔を見上げた二乃が、ふと何かに気づいた。

「キミ……顔、見せて。」

　近づいてきて、風太郎の顔をよく見ようと背せ伸のびする。

「な……ま、まさか……。」

「ほら！　おでこ、傷きずついてる！」

「えっ……あ、ああ。かすり傷だろ、ほっとけば……。」

「そんなわけにはいかないわ。」

　二乃はスカートのポケットを手で探さぐり、ハート柄がらのばんそうこうを取り出した。

「うちにも、すぐ怪け我がして帰ってくる子がいてさ。」

　つま先立ちになって、風太郎のおでこにばんそうこうを貼はる。

「……うん。これでよしっ。」

　二乃は満足げに言い、リアル風太郎には一度も見せたことのない可か愛わいい笑え顔がおになった。

　どうも調子がくるう。あの悪あく魔まのような毒どく舌ぜつが懐なつかしくさえある。

　そのとき、二乃がハッとしたように振ふり返かえった。

「ねえ、なんか声みたいなの聞こえない？」

　黒々とした木々が風にざわめき、なんだか薄うす気き味み悪い。

「……そう言えば妹がこの森、出るって……。」

「そういうのやめろよ……そ、そうだ！　俺おれにはこのお守りがある！　どんな魔まもはねのけるお守りだ！」

　風太郎が、手首につけたらいはのミサンガを見せたときだ。

「ああああ……ああああ……。」

　風にのって、地じ獄ごくの底から聞こえてくるような不気味な声が──。

　風太郎が猛もうダッシュで駆かけだした。とても法ほう律りつを犯おかす度ど胸きょうがあるようには見えない。

「え～～っ！　ちょ、ちょっと置いてかないでよ！　一人は怖こわいわ！」

　急いであとを追う二乃。

「ハッハッハッ、俺おれは怖がってないけど？」

　見み栄えをはったはいいが、道が行き止まりになったとたん臆おく病びょう風かぜに吹かれてオロオロする。

（なーんだ……男らしくないなぁ……ちょっと幻げん滅めつ。）

　二乃はがっかりした。ふと横を見ると、別の道がある。

「こっちにも道が……。」

　移い動どうしてみると、道の先は空間が開けていて、夜空や遠くの山が見える。安あん堵どした二乃は思わず走りだした。

「ほら、森もすぐ抜ぬける……。」

「おいバカ、そっちはたしか!!」

「えっ、なに？」

　気づいたとき、二乃は切り立った崖がけっぷちに立っていた。驚おどろいて止まったせいでバランスを崩くずし、底の見えない谷底に体が吸すい込こまれそうになる。

　間かん一いっ髪ぱつのところで、追いかけてきた風太郎が二乃の腕うでをつかんで引ひき戻もどした。が、その反動で今度は風太郎が後ろ向きに倒たおれていく。

「やべ……っ。」

「手っ！」

　二乃がとっさに手を伸のばした。風太郎も手を伸ばす。その手首につけていたミサンガのお守りを二乃がかろうじてつかみ、渾こん身しんの力で風太郎を引っぱる。

　その勢いきおいのまま、二人は折り重なるようにして草むらに倒れ込んだ。

　二乃の目の前に、荒あらい息をしている金太郎の顔がある。それも、なんだか、その、ちょっとエッチな体たい勢せいで……。

　崖がけっぷちで命の危き険けんにさらされたときより、二乃の胸むねはドキドキしていた。




「……助かった。」

　二乃に覆おおいかぶさったかっこうのまま、風太郎は笑え顔がおになった。

「こちらこそ……ありがと……。」

　額ひたいにしたたる汗あせもまぶしくて、二乃の胸むねがトクン……と波打つ。命がけで助けてくれるなんて、やっぱり素す敵てきな男の子だ。

　風太郎は体を起こして、外れかけたミサンガを手に巻まき直なおした。

　手紙に書いていたとおり、風太郎の安全を願うらいはの気持ちが命を救すくってくれたのかもしれない。せいぜいお土産みやげをフンパツしなければ……。

「しかし見つからないな。やっぱりもう帰ったんじゃないのか？」

　二乃も上半身を起こしたが、座すわったまま立ち上がろうとしない。

「どうした？」

「……ごめん。ちょっと動けないかも。怖こわいから……手、握にぎって……。」

　顔を真っ赤にして、恥はずかしそうに手をさしだす。

「は？」

「ほ、ほら、こんなところじゃまた怖い目に遭あうかも！」

「……はぁ。」

　恋こいする女子の勇気をくじくに十分な鈍にぶい反はん応のうである。

「って、初対面の男の子になに言ってんだろ！　今のなし！」

　しかし、風太郎は気づいた。あわてて引ひっ込こめた二乃の手が、小さく震ふるえていたことに。

「……わかった。」

　風太郎の手が近づいて、二乃の手のひらにぽてっと何かを落とした。

「それは徳の高ーいお守りだ。持ってるだけで厄やく除よけまちがいなし！　願いだって叶かなうともっぱらの噂うわさだ。特別だぞ！」

　二乃はうれしそうに、手の中の青いミサンガを見つめている。

「キンタローくん。キミは明日もここにいるのかな？」

「え？　ああ……。」

「アタシたちの学校、明日キャンプファイヤーがあるんだ。そのときやるフォークダンスに伝説があって、フィナーレの瞬しゅん間かんに手をつないでいたペアは結ばれるらしいの。」

　そう言うと、二乃は両手でお守りを大切そうに包つつみ込こんだ。

「へ、へー。」

「手をつないでいるだけで叶かなうって話もあったりで、人目を気にする生徒たちは、脇わきでこっそりやってるみたい。」

「それでいいのか……？」

「ほんと、大げさで子こ供どもじみてるわ。」

　崖がけの上に浮うかぶ月を、雲が流れるように横切っていく。

「キンタローくん。」

　立ち上がった二乃は、両手でスカートのすそを少し持ち上げ、月明かりの下で優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「アタシと踊おどってくれませんか？　……待ってるから。」
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「……えっと……。」

　キラキラした目で見つめられると、風太郎も無下には断ことわれない。

　そのとき、木々の向こうでガサッと物音がした。二人がハッと音のしたほうを見ると、暗がりの茂しげみがガサガサ動き、何かが近づいてくる。

「あぁああぁ……あぁああぁ……。」

　動物の咆ほう哮こうともちがう、この不気味な声は──。

「さっきの……。」

「く、来るぞ……。」

　二乃も風太郎も、恐きょう怖ふで凍こおりついたように動けない。

「あぁああぁ……あぁああぁ……わああぁぁん。」

　木のあいだからひょっこり出てきたのは、子こ供どものようにしゃくりあげて泣いている五月である。

「い……五月！」

「ふええぇぇ～……。」

「ちょっと五月！」

　強めに呼よぶと、五月はやっと二乃に気づいた。

「あっ二乃ぉ～っ！　心細かったです～～～！」

　大泣きしながら、二乃に抱だきついてくる。

「アンタまぎらわしいのよ！　ほら、帰るわよ。」

「は、はい……でも二乃は……よく一人で平気でしたね。」

「ちがうわ。アタシは……え？」

　二乃が振ふり向むくと、すでに金太郎はいなくなっていた。

「どうしました？」

　五月には答えず、二乃はお守りをギュッと握にぎりしめた。

（待ってるから……。）

　期待に胸むねをふくらませてほほえむ。きっと彼かれは来てくれるはず──。

　当の風太郎はすぐ近くの木の陰かげに隠かくれ、汗あせびっしょりで顔を引きつらせていた。




　そのころ、一花と三玖は──。

「フータローくんをどう思うかって……。」

　一花はちょっと考えるそぶりをして、キラッと目を光らせた。

「あれも一つの思春期かな。ほら、正直、かなーり偏かたよってるじゃん。あのまま大人になったらと思うと。」

「そうじゃなくて、一花はフータローを……。」

「三玖……やっぱり最終日のダンス代わろっか？　心配なんでしょ？」

　一花の言うとおり、本当は心配で心配でたまらない──それでも、三玖には風太郎を独ひとり占じめするなんてできない。

「……平等……一花が相手になってあげて……。」

「後こう悔かいしないようにしなよ……今がいつまでも続くとはかぎらないんだから。」

　うわべではなく、一花は本心から言った。

　五つに枝えだ分わかれした大木が、そんな二人を見下ろすようにそびえ立っていた。




「あ～～林間学校がいつまでも続けばいいのに～～。」

　宿しゅく泊はく棟とうに戻もどった二乃は、ぺかーっと満面の笑えみを浮うかべた。

「ご機き嫌げんだな……いいことでもあったか？」

　不安のあまり、風太郎は二乃に張はりつくようにして後ろをついていく。

「教えなーい。」

　取りつく島もなく、二乃はミーティングルームに入っていった。

（……めんどうなことになった。）

　金太郎に変へん装そうした風太郎が二乃と踊おどるだけなら問題ないが、すでに一花との約束がある。両方は無理だ。やはり二乃には本当のことを……。

　風太郎は意を決して、ミーティングルームに入った。

「……あれ、二乃？」

　各テーブルは自由時間を過すごす生徒たちでにぎわっていたが、どこにも二乃の姿すがたが見えない。そこへ、一花と三玖が連れだってやってきた。

「どうしたの、フータローくん？」

「一花……三玖。ちょうどよかった。おまえらにききたいことが。」

　絶ぜっ好こうのチャンスなのに、三玖は風太郎から目をそらしてうつむいてしまう。

　見かねた一花が、「あーっ！」と声をあげた。

「仕事があるんだった。あとは若わかいお二人で～。」

　仲人なこうどおばさんのようなセリフを口にして、そそくさと立ち去る。

「なんだあいつ……まぁおまえが残ってくれてよかった。」

「えっ？」

　三玖はどきっとして顔を上げた。それって、どういう意味……？

「二乃知らない？」

「……知らない。」

　ぷぅ～と頰ほおをふくらませると、三玖はツンとして行ってしまった。

「……え？　もしかして俺おれって、思ったより好感度低い？」

「今さら気がついたんですか？」

　声に振ふり返かえると、五月がドアの陰かげから半分顔を出し、品定めでもするようにジーッと風太郎をうかがっている。

「忠ちゅう告こくします。今より下げたくなければ、これ以上不ふ審しんなまねはしないことです。」

「心当たりがないんだが……。」

　五月は知らん顔で、ヒュン！　と風のように逃にげていく。

（……これはマズい。早さっ急きゅうに手を打つ必要がありそうだ。）




「上杉さんが手伝ってくれるなんて、助かります～。」

　まずは手て堅がたく、四葉に狙ねらいをつけた。

「これを運べばいいんだな。」

　裏うら山やまを少し登った倉庫の中に、キャンプファイヤー用の材木が二十本近く積んである。

「はい。一時的に雪からよけていたらしいです。明日のキャンプファイヤーのために、係の人総そう出ででがんばってます！」

　キャンプファイヤー係の生徒たちが、手分けして材木を運びだしていく。

　風太郎は「よし！」と気合十分で中に入り、木材の端はしを両手でつかんだ。

「う……ぐ……む……はぁ。」

　なけなしの力で持ち上げようとしたが、材木は微び動どうだにしない。

　けっきょく、四葉と二人で材木を運ぶことになった。

「上杉さん、本当に男の子ですか？」

「ぐっ……。」目もく論ろ見みが完全に裏うら目めに出てしまった。

「で、でも人手は多いに越こしたことはないですからね！」

　四葉が気を遣つかって、ギリギリ面目を保ってくれる。

「そ、そうか。肝きも試だめしのときのお礼だと思ってくれ。」

「そーですよ、上杉さんがいないあいだ、一人で脅おどかし役やくやったんですからね！」

　どうやら、風太郎は知らぬ間に四葉にまでひんしゅくを買ってしまったようだ。速すみやかに信しん頼らいを回かい復ふくしなければ、家庭教きょう師しの仕事に影えい響きょうが出かねない。

「次、行きます！　運動にもなって一石二鳥ですね！」

　広場に材木を置くと、四葉は元気に倉庫への道を駆かけ戻もどっていく。

「し……しんどい……こんなに体力なかったっけ……。」

　一方の風太郎は、ぜいぜいと息切れがして今にも倒たおれそうだ。

「中野さん、ちょっといい？　倉庫の鍵かぎを扉とびらの横の壁かべに引っかけてあるんだけど……。」

　先に着いた四葉が倉庫の脇わきで係のほかの女子と話しているあいだに、少し遅おくれて風太郎も到とう着ちゃくした。四葉に気づかずヨロヨロと中に入っていき、材木に手をかける。

「はぁ……せーのっ。」

「わっ、重っ。」

　四葉だと思っていたら、材木の向こう側を持ち上げたのは一花である。

「おや、よく見たらフータローくんじゃん。私わたしたちと同じ係じゃなかったよね？」

「え？　四葉は……。」言いかけて、風太郎はハタと思いついた。

（いや……待てよ？）

　四葉のみならず一花までいるなんて、これは好感度を上げるチャンス！

（もってくれ俺おれの体！　コミュニケーション能のう力りょくＭＡＸマックスだっ!!）

　風太郎は、白い歯を見せてさわやかな笑え顔がおを作った。

「四葉を手伝ってたんだ。さあ運ぼうぜ！　ハハ！」

　風太郎は一花と一いっ緒しょに材木を運び出しながら、なおも話しかける。

「肝きも試だめしは楽しんでもらえたかな？」

「えっ。あ、うん、ドキドキしたよ。」

「それは上々！　実行委員として、うれしいかぎりです。」

「フータローくんが実行委員をしっかりこなせるかは、別の意味でドキドキしたけどね。」

　唐とう突とつなキャラ変に戸と惑まどいながらも、話を合わせる一花。

「はは、これは一本取られましたな！　ははははは……。」

　そもそもコミュニケーション能のう力りょくが欠けつ如じょしているため、言葉づかいが完全に迷めい走そうしている。

「いややっぱり待って、なにそのしゃべり方。変。」

　一花に指し摘てきされて初めて、風太郎は自分がただの変人になっていることに気づいた。

「ええっ!?　ふだん俺おれ、どんなふうにしゃべってたっけ……。」

「フータローくん、勉強以外じゃ積極的に交流しないもんね。何を気にしてるのか、教えてごらん？」

　落おち込こむ風太郎に、一花がやさしくきいてくれる。二乃なら、ぼっちがナマイキになに悩なやんでんのよ、と一いっ蹴しゅうされるところだ。

「なるほど。つまり、みんなに嫌きらわれたくないってことね。」

「そ……そういうわけでは……。」

「ムフフ。あのフータローくんがねぇ～。」

「だからちがうって！」

「じゃあお姉さんが練習相手になったげる。」

「練習って、どうやって……。」

「私わたしは三玖ほど上う手まくないんだけど……。」

　そう前置きして、一花はふいに表ひょう情じょうを変えた。

「アンタ！　しっかり持つ気ある？　アタシが重いじゃない！」

　この威い圧あつするような悪あく魔ま顔がおは！

「二乃！」

「なにボーッとしてるんですか。与あたえられた仕事を責せき任にん持ってこなしてください！」

　眉み間けんにしわを寄よせた、生き真ま面じ目めな女じょ性せい教きょう師しのような口ぶり！

「五月！」

「ほら、返事して。」

　一花に戻もどって、風太郎に言う。

「お……おう……。」

　さすが女じょ優ゆうの卵たまごだけある。そうか、ふだんの会話スキルがダメなら、別べつ人じん格かくを憑ひょう依いさせるという手もあるな。

「五月に見とれて、集中できなかったぜ。」

　キラキラした王子様スマイルでほほえみかけてみた。

「えー、なんかやだ……。」心底嫌いやそうな顔になる一花。

「もっと自然に言えばいいんだよ。それでもコツはいるけどね。二乃には負けないくらい強く、逆ぎゃくに五月ちゃんにはやさしさを。自分の言葉でね。」

　広場に着いて、井い桁げた型がたに材木を積み上げる風太郎に、一花がアドバイスする。

「あ、私わたしにもやさしくしてくれてオッケーだよ。」

　いたずらっぽく言うと、倉庫のほうへ戻もどっていく。

「や……やさしく……ね。覚えておく。」

　先に一花と話せてよかった。やはり長女だけあって、風太郎や妹たちに対しても分わけ隔へだてなく見る、冷静な目を持っている。

「じゃあ次は三……。」

　途と中ちゅうで振ふり向むいた一花が、何か言いかけて言葉を止めた。

「どうした？」

「なんでもない……。」

　複ふく雑ざつすぎる一花の心を、鈍どん感かん大だい魔ま王おうの風太郎が気づくはずもない。

　二人は、ほとんど空っぽになった倉庫の入り口に立った。

「最後の一本だな。」

「これで明日、キャンプファイヤーできるね。」

「……明日か……。」

　風太郎は材木に向かって歩きだしながら、気まずそうに切り出した。

「三玖から話、聞いてるよな？」

「……うん。なんか踊おどるみたいだね。私わたしたち。」照てれ隠かくしに、他ひ人と事ごとのように言う。

「なんでこんなことになったんだか。」

　一花も来て、残りの一本を風太郎と一いっ緒しょに持ち上げる。

「あはは……恥はずかしいよね。どうする？　練習でもしとく？」

　再ふたたび究極の二択たく問題に直面する。

（一花か二乃……どちらかにしなければいけないのならば……。）

　風太郎は目をつむって考え、目を開くと同時に言った。

「……やめるか。」

　一花の表ひょう情じょうがスッとこわばった。

　風太郎は気づかず、答えを導みちびき出だした過か程ていをスラスラ説明しはじめた。

「聞いてのとおり、その場のなりゆきで決まった約束だ。伝説だなんだってのもノリ切れないしな。俺おれがいなければ、前田もごまかせるだろう。それに、俺と踊おどってるところなんてほかのやつらに見られたら、おまえも……。」

　ふと一花の横顔を見た風太郎は、衝しょう撃げきで固まった。一花の目に涙なみだが光っている。あっけに取られていると、あふれた涙が、その頰ほおをスーッと流れていった。

「え……一花？」

「あれ……なんでだろ……。」

　一花は、自分の涙なみだに戸と惑まどったように顔を下に向けた。その目から涙がどんどんあふれて、地面にポタポタこぼれ落ちていく。

「ちがうの……ごめん……いったん置いていいかな。」

　女子の突とつ然ぜんの涙。未知数にもほどがある。絶ぜっ対たい温おん度ど三ケルビン、摂せっ氏しで言えばマイナス二百七十度の宇う宙ちゅう空間に放り出されたかのごとく、風太郎はガタガタ震ふるえだした。

　そのとき、倉庫の外から、キャンプファイヤー係の女子たちの声が聞こえてきた。

「さー、さっさと終わらせて宿に戻もどろう！」

「あれ、もう残ってないじゃん。」

「ほんとだ、意外と早かったねー。」

　中には入らず、入り口に立って話している。そこに、四葉の声がした。

「スミマセーン！　あの、上杉さん見ませんでした？」

「上杉って、あいつ？」

「見てないけど。」

「そうですか……どこ行っちゃったんだろう。」

　風太郎と一花は、入り口脇わきの壁かべに材木を立てかけ、壁に張はりつくようにして隠かくれていた。

「はは……まえにもこういうことあったね……っていうか隠れる必要ある？」

　四葉たちに聞こえないよう涙なみだを浮うかべた目でささやくと、一花はまた壁を向いてうつむいた。

（……やさしく、やさしく……。）

　緊きん張ちょうしつつ、風太郎は着ていた上着を脱ぬいで、頭から一花にかぶせてやった。

「誰だれも見てないから。」

　上着の下で、一花の涙をためた目が驚おどろいたように開く。

「あっ、また俺おれは変な感じに……!!」

　まちがえたか！　風太郎が思わず手で口を押おさえたとき、入り口のほうからガッシャン、ガチャと音がした。

「ガッシャン？」と風太郎。

「ガチャ？」と一花。

　あわてて扉とびらの前に来た二人は、呆ぼう然ぜんとした。

「ま、待て……まさか……。」

「ここにかけてあった鍵かぎは!?」

　扉とびらの横の壁かべに引っかけてあった、倉庫の鍵がない。係の女子に鍵を託たくされた四葉が、誰だれもいないと思って鍵をかけていったのだ。

　風太郎は急いで扉を押おしたりたたいたりしたが、ビクともしない。この分ぶ厚あつい扉では、まだそう遠くに行っていないはずの四葉たちにも気づいてもらえないだろう。

「……あはははは。」

　二人とも、もはや笑うしかない。

「一本取られたね。」

　風太郎は、今度はナチュラルに言った。
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「まいったね……。」

「ああ。」

「閉とじ込こめられちゃったね……。」

「ああ。」

　扉とびらの前で、とりあえず現げん状じょうを確かく認にんする一いち花かと風ふう太た郎ろう。

「よし。ドアを壊こわして外に出る。少し下がってろ。」

　風太郎が扉から数歩、後ろに下がった。材木一本持ち上げられなかったのに、ずいぶん大きく出たものである。

「あー、待って！」

　一花が扉の上方を指さした。すぐ右横の壁かべに、赤く点てん滅めつしている機器が設せっ置ちしてある。

「あれ、防ぼう犯はんセンサーじゃない？　ドアを壊こわしたら、警けい備び員いんがすぐ飛んでくる系けいのやつ。」

「見つけてもらえるなら、願ったり叶かなったりだ。」

　風太郎は扉を蹴け破やぶろうと片かた足あしを引き、勢いきおいをつけようとする。

「ちょっとちょっとダメだって！　そんなことしたら林間学校が台無しだよ。」

　それに、こんなこと三み玖くに知られたら──一花の表ひょう情じょうがくもる。

「うっ……わかったよ。解かい除じょできるか見てくれ。」

　風太郎は扉の前に歩あゆみ寄より、一花に背せを向けてその場にしゃがみ込こんだ。

「えっ？　あはは……身長が二メートルあったらなー。」

「なんだそれ。肩かた車ぐるま。早く乗れ。」と両手をかまえてスタンバイする。

　一花はドキッとした。風太郎の背中が、やけに大きく男らしく見える──。

（平へい常じょう心しん……ここのセンサーを反はん応のうさせちゃ、ダメだから……。）

　波打つ心しん臓ぞうを押おさえ、気持ちを落ち着かせると、

「重いとか言わないでよー？」

と冗じょう談だんっぽく言いながら、一花は風太郎の肩かたにまたがった。

　風太郎が一花の脚あしをしっかりつかんで引ひき寄よせると、弾だん力りょくのある左右の太ももに顔がぎゅむっと挟はさまれた。

「ぐっ!!　……ん？　……。」

「ど……どうしたの？」

「この感かん触しょく……なぜだか懐なつかしい……。」

　一花はみるみる赤くなった。

「コラ！　太もも堪たん能のうするの禁きん止し！」

「あと、重くて持ち上がらない……。」

　風太郎は一花を肩かたに乗せてしゃがんだまま、力んで全身をプルプルさせている。

「あーー!!　やっぱ言ったー！」




　シャコシャコシャコ……倉庫の中に、木と木をこすり合わせる摩ま擦さつ音おんが響ひびき渡わたる。

「センサーの解かい除じょには、鍵かぎが必要だ。」

　四つんばいになった風太郎を台にして一花が調べた結果、その事実が発覚した。

「……やはり誰だれかを待つしか。」

　風太郎の上に一花が乗った際さい、少々背せ中なかを痛いためた。そして薄うす着ぎの一花に上着をゆずったため非ひ常じょうに寒い。だが、風太郎は何事もなかったかのように作業に集中している。すべては好感度アップのためだ。

「あのー、先生？」

　扉とびらを背せにして風太郎と並ならんで座すわった一花が手を挙げた。

「それは、何をしてるんですか……？」

「見てのとおり火を起こす。風か邪ぜでも引いたら最終日がパーだ。」

　倉庫にあった材料で地道に火起こしをしながら、風太郎はドヤ顔で言った。ひもを張はった弓ゆみ状じょうの棒ぼうを使い、摩ま擦さつで火種を作る弓ぎり式というやつだ。

「フータローくんは頭がいいけど、おバカだよね……。それより、暇ひまだし楽しい話を。」

「集中してるからあとにしてくれ。」けんもほろろにさえぎる。

　場を和なごませようと気をつかったのに……一花はムッと口をへの字に曲げた。




　そのころ、宿しゅく泊はく棟とうでは、五い月つきが三玖の部屋を訪たずねていた。

「一花が、帰ってこない？」

「はい……キャンプファイヤー係の仕事があると、外に出たきり。」

　五月は心配そうだ。そこへ、四よつ葉ばが小走りにやってきた。

「三玖、五月～！　二人とも、上うえ杉すぎさんを見なかった？」

「「え？」」

「上杉さんたら、キャンプファイヤー係の手伝いの途と中ちゅうでどこかにいなくなっちゃったんだよ！　食しょく堂どうにもいないし、部屋にも戻もどってないし。む～～～！　まーたサボってどこかで遊んでるなぁ。」

　ひょっとして誰だれかと……？　三玖の胸むねがざわざわする。

　──ぼっちのフータローくんの相手を、お姉さんがしてあげますか。

　旅館で一花は、そんなことを言っていた……。

「……私わたし……探さがしてくる……。」

　突とつ然ぜん、三玖が駆かけだした。

「三玖!?」

　そのとき、五月が四葉の手に目を留とめた。

「……四葉、その鍵かぎは？」

　四葉が握にぎりしめている木もく製せいのキーホルダーから、キラーンと鍵がぶら下がっていた。




「……と、いうわけ。それで～。」

　シャコシャコシャコ。

「このまえ、五月ちゃんがさー。……で、二に乃のが大変で。……そのコロッケ見て、なんて言ったと……思う……？」

　シャコシャコシャコ。

　原始人もこれほどではあるまいという粘ねばり強づよさで、風太郎は火起こしにいそしんでいる。

「全部無む視し……お姉さん、また泣いちゃいそうだよ。」

　一花は音を上げ、とうとうひざの間に顔を伏ふせてしまった。

（……なんで泣いたか、きかないでくれるんだ……興きょう味みないだけかな……。）

　少しだけ顔を上げ、一花はさっきのことを思い出す。

（ほんと、なんで泣いちゃったかなー……。）

　風太郎といると、どうしてらしくなくなってしまうんだろう。

　シャコシャコシャコ。二人きりの静かな空間に、木と木の摩ま擦さつ音おんだけが響ひびく。

「……私わたし、学校やめるかも。」ひとり言のように、一花は言った。

　風太郎が「えっ。」と手を止め、一花を見る。

「あは。やっと興きょう味み持ってくれた。」

「それより、やめるって……。」

「ま、休学ってかたちだけど。ほら、おかげさまで映えい画がの撮さつ影えいしてるんだけど、新しい仕事の話も少しずつもらえるようになってきたの。ほかの生徒役の子たちは留りゅう年ねん覚かく悟ごで学校休んでたり、融ゆう通ずうの利きく学校に転校したり。私は知ってのとおり、学業は絶ぜつ望ぼう的てきだからさ……高校に未練はないかなーって……。」

　一花は自じ嘲ちょう気味に言うと、ふっとまつげを伏ふせた。

（それに、私わたしがいなければ三玖も……。）

　シャコシャコシャコ。風太郎が火起こしを再さい開かいする。

「……いいな。やりたいことが見つかって。」

「え？」

「待てよ……おまえがいなくなったら給料はどうなる？　まさか二割わり減げん!?」

　青くなっている風太郎を見て、一花があきれ顔になる。

「……でも、なんか意外だね。」

　一花は、「人にん間げん失しっ格かくゥ！」と鬼おにの形相でブチキレる風太郎を想そう像ぞうしていた。その話をして、「それくらい怒おこられると思ってたよ！」と笑いながら言うと、風太郎は顔をしかめた。

「俺おれのこと、そんな目で見てたのか？」

　どいつもこいつも、学年トップの風太郎を人外のもののように……。

　シャコシャコシャコ。

　──フータローくんは、なんのために勉強してるの？

　花火大会の日だったか、風太郎は一花に言われたことを思い出した。

「……選せん択たく肢しのあるおまえがうらやましいよ。ま、九割わり九分ぶ、失敗するだろうがな。」

「もー、また言う！」

「それもまた糧かてになるさ。うまくいけば、もうけもの……。」

　シャコシャコシャコ。火起こしに集中する風太郎の額ひたいに、じっとりと汗あせが浮うかぶ。

「何事も……挑ちょう戦せんだ!!」

　シュバッ！　煙けむりが立たち昇のぼり、木と木のあいだに火種が起こった。




「フータロー。」

「一花～！」

　三玖と五月は、二人を探さがしながら倉庫に向かっていた。

　五月の歩みが止まり、朝の旅館での光景が脳のう裏りをかすめる。もしかして一花が……？

「大だい丈じょう夫ぶだよ。」

　先を歩いていた三玖が、振ふり返かえって五月を見ている。

「一花なら、心配ない……。」

　五月の心の中を読んだかのように、そして自分にも言い聞かせるように三玖は言った。




　風太郎が執しゅう念ねんで起こした火で焚たき火びを作り、暖だんをとる。

「……いいよ。」

　体たい育いく座ずわりでひざに顔をうずめた一花は、炎ほのおを見つめながらぽつりと言った。

　焚き火に両手をかざしたまま、「え？」と風太郎が一花を見る。

「キャンプファイヤーのダンス……私わたしとの約束はなかったってことで。」

「ああ……。」風太郎は気まずそうに目をそらした。

「その代わり。」と一花は立ち上がった。

「いま踊おどろう。今夜は二人だけのキャンプファイヤーだよ。」

　焚き火の向こう側に回り、笑え顔がおで風太郎に手をさしだす。

　倉庫の中の光は、この小さな焚き火と、明かり取りの窓まどから射さし込こむ月光だけ。お互たがいの顔さえ、少し離はなれれば定さだかでない。

「……まあ、誰だれも見てないしな。」

　少しの間のあと、風太郎も立ち上がった。一花が「やった！」と子こ供どものように喜よろこぶ。

「あはは……やっぱ恥はずかしかったんだ。」

　一花が言うと、「当たり前だろ。」と照れる風太郎。

「可か愛わいいとこあるじゃん。」

　そう言いながら、一花はそっと自分の胸むねに手をやった。

（センサーに異い常じょうなし……これなら大だい丈じょう夫ぶ。）

　女じょ優ゆうなんだから、こんなの朝飯前──。

「ただでさえ伝説なんてものが流る布ふされてるんだ。その気がなくても、そう見られちまう。」

「伝説……？」

「知らないのか？　四葉から聞いたんだが、キャンプファイヤーで踊おどった二人は生しょう涯がい結ばれるって。」

　パチッ！　一花の動どう揺ようが伝わったように、焚たき火びがはぜた。

「……それ……三玖は知ってるの……？」

「ああ。その場にいたな。」

　組み上げた薪まきが大きくくずれ、パチパチと火ひの粉こが飛ぶ。

「そ……そんなつもりじゃ……。」

　一花は二、三歩、よろけるように後ずさった。

「一花？」

「三玖にとって、キャンプファイヤーは……それなのに私わたし……。」

　壁かべに手をつき、思いつめたようにうつむく。

「……フータローくん！」

　急に体を向けた拍ひょう子しに、一花の左足が立てかけてあった材木を蹴けった。

「一花!!」風太郎が叫さけぶ。

　力のつり合いを失った材木が、一花に向かって倒たおれてくる！

　とっさに駆かけだした風太郎が、一花の背せ中なかに腕うでを回して抱だき寄よせる。

　ドォオオオン　バキバキバキ！

　ほぼ同時に、材木が大きな音を立てて地面に横転した。

「……はぁ～～～セーフ……。」

　一花を抱き止めたかっこうのまま、風太郎がニヤッとする。

「おまえさあ……意外とドジだな。」

「……！」

　一花の目が大きく見開き、顔が真っ赤になった瞬しゅん間かん──。
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　ビーッ、ビーッ、ビーッ！

　防ぼう犯はんセンサーがけたたましく音を立てはじめた。

　ドクッ、ドクッ、ドクッ。

　それに呼こ応おうするかのように、一花の胸むねのセンサーが激はげしくアラームを鳴らしはじめる。

「……は、放してっ！」

　風太郎の顔を手で押おしのけながら、一花は大きく身をよじらせた。

「おまっ、暴あばれんな！」

　一花に引っぱられ、もつれ合うようにして地面に倒たおれ込こむ。

　ふと見ると、扉とびらに穴あながあいている。立てかけてあった板に材木が倒たおれてきて、扉を突つき破やぶったらしい。

『衝しょう撃げきを感知しました。三十秒以内にアンロックしてください。解かい除じょされない場合、ただちに警けい備び員いんが駆かけつけます。』

　防ぼう犯はんセンサーのアナウンスが流れ、風太郎と一花はギョッとなった。

「マズい。誰だれか来るまえに逃にげるぞ！」

「うん！」

　すると突とつ然ぜん、天てん井じょうから大量の水が噴ふき出だした。

「うわっ、なんだこれ!?」

「スプリンクラー？　火を消さなきゃ。」

　二人とも、シャワーを浴びたようにびしょ濡ぬれだ。

「ひとまずセンサーをなんとかしよう！」

「な、なんとかって……だから、鍵かぎがないと……。」

「鍵……くそっ、どうすりゃ……。」

　進しん退たいきわまったとき、ガチャッと音がした。

「……え？」

「鍵かぎなら、ここにありますよ。」

　扉とびらが開き、懐かい中ちゅう電灯の光が射さし込こんでくる。

「一花……二人してこんなところで、何をしてたんですか？」

　責せめるような目で、五月が言った。

　隣となりの三玖は、無む表ひょう情じょうながら疑ぎ念ねんを漂ただよわせている。

　二人の目には、水みず浸びたしの床ゆかの上で、風太郎が倒たおれた一花に迫せまっているようにしか見えない。おまけに一花は片かた方ほうの肩かたがあらわになり、濡ぬれたＴシャツに張はりついたスポーツブラが透すけて見えているという、あられもない姿すがた──。

　こうして風太郎の好感度は、上じょう昇しょう線せんを描えがくことなく地の底まで落ちたのであった。




　朝あさ陽ひに照らされた雪山が、目にまぶしいほど輝かがやいている。

「最終日か……。」

　風太郎は、男子部屋のベッドでむくっと起き上がった。

　昨夜の一花との一いっ件けんは先生にも説明するハメになり、生活指し導どうの体育教きょう師しから大目玉を食らった。疲つかれからか、昨夜は倒たおれるように寝ねてしまったので、五月と三玖の誤ご解かいも完全に解とけないままだ。

　あの二人と、もう一度話せる機会があるといいのだが……。

（楽しい林間学校が、なぜこんなことに……。）

　熱でぼんやりしている頭では、答えが見つかるはずもなかった。




「じゃあ三玖ちゃん、食しょく堂どう行ってるね。」

「……うん。すぐ行く。」

　同じ班はんの女子たちが、先に部屋を出ていく。

（私わたしたちは平等……。）

　窓まど辺べにたたずんでいた三玖は、静かに夜を待っている広場に置かれたキャンプファイヤーの材木を見つめた。

（だとしたら、私わたしはどうしたら……。）

　嵐あらしの海に漂ただよう小こ舟ぶねのように心が揺ゆれるばかりで、いくら考えても答えは出てこない。




「いやー、悪いね……。」

　ベッドに横になった一花が、熱っぽい額ひたいに手ての甲こうをのせ天てん井じょうを見上げて言う。

「こんなときに体調くずすなんて、ツイてないなー……。」

「事じ故ことはいえ、不注意が招まねいた結果です。反省して日中はおとなしくしていてください。」

「え～……。」

　口では厳きびしいことを言うが、五月は一花に付つき添そって、ずっと手を握にぎってくれている。

「あ、五月ちゃんは私につき合わなくていいから。スキーしてきな。」

「ですが……。」

「私も回かい復ふくしたら合流するから。」

　そう言うと、一花は五月のほうに顔を向けた。

「それとも、フータローくんと顔合わせづらい？」

　五月がドキリとする。

「あの旅館から、ずっと警けい戒かいしてたもんね。」

「やはりあれは一花でしたか……。」

　シルエットだったけれど、なんとなくそんな気がしていた。

「あの日、食しょく堂どうで勉強を教えてもらおうとしたときには、考えもしませんでした。まさか、こんなことになるなんて……。」

　深しん刻こくそうに眉まゆ根ねを寄よせる五月に、一花は苦く笑しょうして言った。

「そんなにフータローくんは、悪いやつに見えるかな？」

「そ、そういうわけでは……。」

　五月は言葉をにごした。自分の真面目すぎる性せい格かくのせいかもしれない。でも、一花や四葉のように、そう簡かん単たんには受け入れられない……。




　俗ぞくに噂うわさをされるとくしゃみが出ると言うが、風太郎は寒気でぶるっと身み震ぶるいした。

「うう～……だるいし寝ねよう……。」

　布ふ団とんにもぐり込こもうとしたとき、勢いきおいよくドアが開いた。

「上杉さーん！」

「よ、四葉！」

「自由参加だからって逃にがしませんよ！　スキー行きましょう！　スキー！」

　風太郎の思い出作りに注ぐ、全力の厚こう意い──。

　そんな四葉の笑え顔がおに逆さからえない風太郎であった。




　雪の斜しゃ面めんを、男子は青、女子はピンクのスキーウェアを着た生徒たちが滑かっ走そうしていく。

　風太郎と四葉もウェアに着き替がえ、ゲレンデにやってきた。

「さあ～！　滑すべり倒たおしますよ～～っ！」

　四葉は両手にストック、スキー板をはいてやる気満々だ。

「寒いし寝ねかせてくれ……。というか俺おれ、滑れねーし。」

　一方の風太郎は板を雪に突つき刺さしたまま、まるでやる気なし。

「寝ねるなんてもったいない！　どうしても無理なら、私わたしが手を引いて滑すべってあげます！」

　四葉が両手をさしだす。

「よーし、練習するぞー！」

　風太郎は無む視ししてこぶしを突つき上あげた。腐くさっても日本男児、そんなみっともないまねができるか。

「つーか、四馬鹿はどうした？」

　熱で少し火ほ照てった顔で、キョロキョロ周しゅう囲いを見回す。

「一花は体調を崩くずして、五月が看かん病びょうしてくれてます。」

「あんな目に遭あったんだ。当然と言えば当然か……。」とボソリ。

「はい？」

「おまえも確かく認にんしてから鍵かぎをかけろよな。」

「え？　なに言ってるんですか？」

　四葉と、おそらく二乃にも、ゆうべの倉庫での出来事は伝わっていないようだ。よしよし、そのまま永えい遠えんに知らずにいてくれ。

「それより二乃はもう滑すべってて……あっ来た来た！」

　ニット帽ぼうをかぶり、ゴーグルをつけたスキーヤーがやってきた。

「んっ？　誰だれだ??」

　ゴーグルを上げて、「三玖。」と顔を見せる。

「三玖か……。顔だけだと、本当にわからないな。」

　風太郎は近づいていって、三玖の顔を至し近きん距きょ離りでまじまじと見た。

「う……。」

　のけぞった三玖が思いっきり尻しりもちをつく。

「あははは。」

　青空のゲレンデに、四葉の無む邪じゃ気きな笑い声が響ひびきわたった。

「派は手でに転んだな。平気か？　三玖。」と風太郎が手をさしのべる。

「大だい丈じょう夫ぶ……。」三玖は恥はずかしそうに目をそらして言うと、自力で立ち上がった。

　スルーされた風太郎のほうは、少々かっこうがつかない。

「よーーし！　ふだん教わってばかりの私わたしですが、今日は二人に教えまくりますよ～～！」

　四葉は大はりきりで、ストックを持った両手を突つき上あげた。




　風太郎が、ゆるやかな雪の斜しゃ面めんをボーゲンでゆっくりと滑すべっていく。

「おおおっ、うわっ、とと……はは……。」

　途と中ちゅうでバランスをくずしながらも持ち直し、少し余よ裕ゆうの笑いが出る。四葉にざっくり教わっただけだが、なかなか筋すじがいいんじゃないか？　──などと自じ画が自じ賛さんしていると、

「わー、ぎこちな～。」

　ピンク色のスキーウェアが、スイーッと風太郎を追おい越こしていった。

「ハロー！　やっぱ寒いねー！」

　少し先で止まり、風太郎に手を上げる。

「てか、ホントに誰だれだ!?」

　頭からフードをかぶり、ゴーグルとマスクで完全に顔が隠かくれているので、五つ子という以外まるっきり誰だかわからない。

「あっはは。ほら、一花だよ。」

　そう言いながら、ゴーグルとマスクをずらして顔を見せる。

「おまえか。」

　少し上のほうで三玖に教えている四葉が、「一花～！」と手を振ふった。

「おまえ、大だい丈じょう夫ぶなのかよ。」

「……ゴホゴホッ！」一花が急に咳せき込こむ。「……うん、まだ万ばん全ぜんじゃないけど。」

「そうだ、五月は？　おまえの看かん病びょうしてたんだろ。」

「五月ちゃんは、顔を合わせづらいから、一人で滑すべってるってさ。」

　仲よさそうに話している一花と風太郎を見ると、気にすまいと思っても三玖は二人から目をそらしてうつむいてしまう。

「一花～～！　この二人、全然言ったこと覚えてくれな～い！」四葉が大声で泣きつく。

「それは俺おれがいつもおまえに思ってることだよ！」

　すかさず風太郎にツッコまれ、「あははは。」と明るく笑ってごまかす四葉。

「じゃあ、楽しく覚えようよ。」と一花が再ふたたびゴーグルを装そう着ちゃくした。

「追いかけっこ！　上手な四葉が鬼おにね～～！」

　言うが早いか、なめらかなパラレルターンで斜しゃ面めんを滑すべり降おりていく。

「はーーーい！」

「二乃と五月は？」

　三玖がきくと、四葉は獲え物ものを狙ねらうトラのようにキラーンと目を光らせた。

「トーゼン見つけたら捕つかまえるよ！　いーち、にーい、さーん……。」

「お、おい!?」風太郎の意向はハナから無む視しだ。

「俺おれまで強きょう制せい参加かよ……まったく、ようやく進めるようになったところなのに。」

　そこで風太郎は、ハタと思いついた。

（待てよ……これは三玖に弁べん明めいできるチャンスかも。）

　風太郎は後ろを振ふり返かえった。

「三玖、一いっ緒しょに……って、お、おい!?」

　すでに滑りだしていた三玖が、あっという間に風太郎の横を滑かっ走そうしていった。

「待ってくれ三玖～！」

　三玖はちらっと後ろに目をやり、どんどんスピードを上げていく。

（あ、あいつ、いつの間にあんなに上達を!?）

　風太郎のほうは風か邪ぜが悪化して、熱ばかりがどんどん上がっていくようだ。

「はぁ……はぁ……こりゃマズいな……。」

　息切れしつつ三玖を追っていると、一花が併へい走そうしてきた。

「確かく認にんしたいことがあるんだけど。……昨日のこと、誰だれにも言ってない？」

　学校をやめるかも──きっとそのことだろう。

「言えないだろ、あんなこと。」

「それって。」と一花が何か言いかけたとき、

「……一花……。」

　風太郎が、困こん惑わく気味の笑えみを浮うかべて一花を見た。

「これ、どうやって止まんの……？」

「え？」

　答える間もなく、風太郎はピュ～～ッと滑すべり去さっていく。

「ええっ!?　上杉く～～～ん!!」

　そう言えば、と風太郎は今さら気づく。曲がり方も教わっていない。

「ああああああ……あああ～～～っ！」

　猛もうスピードでゲレンデを直ちょっ滑かっ降こうした風太郎は、見事、木に激げき突とつした。




「……四葉……教えるときはしっかり教えてくれ……。」

　引っくり返って雪に埋うもれた風太郎の目に、澄すんだ青空がしみる。

「あの～、大だい丈じょう夫ぶですか？」「生きてるかー？」

　いつの間にか、周りに野次馬が集まっている。

「だ、だいじょーぶでーす！　おかまいなく！」

　風太郎は、散らばっていたスキー板とストックをすばやくかき集めて立ち上がった。

（くっ……注目集めちまった……。）

　フードで顔を隠かくすようにして、野次馬の中をコソコソと立ち去る。らいはのお守りを返してもらいそびれたせいか、昨日から不運続きだ。

　雪だか汗あせだかで濡ぬれた額ひたいをぬぐった拍ひょう子しに、肝きも試だめしのとき二乃に貼はってもらったおでこのばんそうこうが剝はがれ落おちた。風太郎は気づかないで歩いていく。

　その背はい後ごで、グローブをした手が、雪の上からハート柄がらのばんそうこうを拾い上げた。

「……もしかして、キンタローくん？」

　この声は──二乃!!　風太郎はギクリとして立ち止まった。

「キンタローくんでしょ！」

　黒くろ髪かみならまだしも、フードをかぶっているのが災わざわいしてしまった。

「え？　ちがいますよ？　なんですか、その変な名前。」

　二乃に背せを向けたまま、平板な調子で言う。

「噓うそ！　だってこれ、キミにしかあげてないもん！」

　風太郎は熱のうえにパニックが加わり、脂あぶら汗あせが止まらない。

（マズい……どうする……。）

　思おもい余あまった末に、スキー板とストックを放り出して走りだした。

「って、なんで逃にげるの!?」

「くっ……。」

　ロッジの角を曲がり、スキー板やスノーボードが立てかけてある高さ二メートルほどの人工の雪山を通とおり過すぎる。

（なんとか穏おん便びんに済すませる方法は……。）

　さらに角を曲がってロッジの裏うら手てに回ろうとした風太郎は、ギョッとして足を止めた。

（まずい、四葉!!）

　気配に気づいたのか、四葉が振ふり向むいてニマーッと笑う。

「あー上杉さん！　見～～～っけ！」

　あわてて引き返したが、雪山のところで足が止まる。

「キンタローく～～ん。」前方から二乃の声。

「上杉さ～～ん！」後ろからは、四葉の声が近づいてくる。

　二乃に捕つかまるわけにはいかないし、四葉に捕まれば二乃にもバレる。

（あー……クラクラしてきた……。）

　まさに前門の虎とら後門の狼おおかみ、絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいの大ピンチ──！

「キンタローくん！」

「上杉さんっ！」

　次の瞬しゅん間かん、ロッジの両サイドから二乃と四葉が同時に顔をのぞかせた。

「あれ……四葉じゃない。」

「二乃見っけ！」

「そっちに金きん髪ぱつの子、来なかった？」

「二乃こそ、上杉さん見なかった？」

「おかしいわね。」

「どこに行ったんだろう……。」

　二人は気づかなかったが、すぐそばの人工の雪山から、かすかに息切れが聞こえていた。




「ハァ……ハァ……ハァ……。」

　風太郎は、雪山の中にいた。スノーボードやスキー板が邪じゃ魔まをして一見わからないが、じつは小さな入り口があって、中が空くう洞どうになっているのだ。

「三玖……。」

　ギリギリ二人が入れる狭せまい空間の中で、三玖が風太郎の背せ中なかにぴったり身を寄よせている。

「危あぶない……捕つかまるところだった……。」

「ここ、かまくらか？　まさかおまえが？」

「ううん、もとからあった。」

「そうか……。」

　先に隠かくれていた三玖が引ひっぱり込こんでくれなかったら、今ごろどうなっていたことか。

「はは……中はけっこう暖あたたかいな。」

　かまくらなど初めてで、風太郎は珍めずらしそうに周しゅう囲いを見回す。

「フ、フータロー……。狭いから、あんまり動いちゃダメ……。」

　三玖が恥はずかしそうに、もじもじして言った。
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　風太郎のひじが、三玖の胸むねに当たっている！

「あ、悪い……！　じゃあ俺おれは出るから。」

　あわてて腰こしを浮うかせた風太郎のウェアのすそを、三玖がつかんだ。

「……え？」

「出るのもダメ。……もう、……よくわかんない……。」

　なぜかその顔はつらそうで、風太郎もどうしたらいいのかわからない。

「ほ、ほら、まだ四葉がいるかも……。」

　ウェアから手を離はなして、三玖が言う。

「たしかに……もうしばらく邪じゃ魔まさせてくれ。」と風太郎はまた腰を下ろした。

「そもそも、あの無む尽じん蔵ぞうのスタミナはなんだ……おまえたちと同じ五つ子とは思えない。」

「私わたしも、ここがなかったら捕つかまってた。」

「途と中ちゅうから、スキー関係なくなったしな。」

　隣となり合あわせになって、二人とも体たい育いく座ずわりで話す。

（……私……なんでこんなこと……。）

　四葉がいるかも、なんてただの口実。自分で自分の気持ちに翻ほん弄ろうされて、三玖は混こん乱らんしていた。

「さてと……どうやって逃にげきろうか。」

　風太郎が言った。このまま、ここに引きこもっているわけにもいかない。

「それなら……そうだ、四葉にはハンデをもらおうよ。」

「ハンデ？」

「何か荷物を持ってもらって……足の速さを平等に！」

「ま、そのほうが盛もり上あがるな。」と風太郎。

「うん。じゃあ。」

　自分のアイデアに満足げだった三玖に、風太郎は言った。

「だが、俺おれはあまり好きじゃないな。」

　かじかんだ両手にはーっと息を吹ふきかける。

「おまえたち五人は、おそらくもとは同じ身しん体たい能のう力りょくだったろ？　五つ子だし。だったらあの運動能力は、四葉が後天的に身につけたものだ。」

「そうだけど……。」

「遊びでなに言ってんだって話だけどさ……その努力を否ひ定ていしたくない。」

　熱っぽい顔の風太郎が、真しん剣けんなまなざしできっぱりと言う。

　三玖の頭の中を、たくさんの思いが奔ほん流りゅうのように渦うず巻まく。

「相手を独ひとり占じめしたい。これに尽つきる。」という前田の言葉。「本当に私わたしでいいの？」と言った一花。一花なら心配ない──いくら自分自身にそう言い聞かせても、不安は消せなかった。そして、ゆうべ倉庫で見た、一花と風太郎の親しん密みつそうな姿すがた。

「平等……一花が相手になってあげて……。」──気持ちをのみ込こんで一花にそう言ったけれど、本当はつらくて苦しくて……。

「全員平等もいいが、そこに至いたるまでを否ひ定ていしちゃいけない。平等じゃなく、公平にいこうぜ。」

　風太郎の言葉が、三玖の心のモヤモヤを霧きりが晴れるように消し去っていく。

　三玖は矢も楯たてもたまらず立ち上がり、かまくらの天てん井じょうに思いきり頭をぶつけてしまった。

「……うう……。」

「お、おい！」

「痛いたい……。」

　しゃがみ込んで頭を押おさえる三玖を見て、風太郎が笑い声をあげる。

「ははっ。何やってんだ。」

「……公平にいこうぜ。」

　三玖は口もとをフッとほころばせ、風太郎の言葉をなぞった。

「って、俺おれもなに言ってんだ。暑くて変なこと言っちまった……。」

　自じ嘲ちょう気味に言うと、風太郎は「外の空気吸すってくる。」と外に出ていく。

　かまくらに一人残った三玖は、思いきったようにスマホを取り出した。




　そのころ、四葉はゲレンデにいた。

「うーえすーぎさーん！」

　猛もうスピードで滑かっ降こうしながら、ワクワク顔で風太郎を探さがす。

「必ず見つけちゃいますからね！」

　二乃はまだ、ロッジの周辺をウロウロしていた。

「もう、どこに行っちゃったのよ！」

　切ない目で、ハート柄がらのばんそうこうをじっと見つめる。

「キンタローくん……。」

　そして五月は、粉こな雪ゆきの舞まう山の頂ちょう上じょう付近にいた。

　髪かみを風になびかせながら、壮そう大だいな雪山の景色に見入っている。

　けれどその頭の中は、まったく別の思いにとらわれていた。

　別の場所で、一花のスマホが鳴る。三玖から電話だ。

「なに三玖？　どうしたの？」

「一花、あのね……話したいことがある。」

　かまくらの中の三玖は、固い決意を秘ひめた表ひょう情じょうで言った。





第六話　結びの伝説２０００日目







「三み玖く、話って何かな？」

「平等じゃなくて、公平でいい……。なら、私わたしはどうしたら……。」

　どう伝えようか──三玖が言葉を見つけられないでいると、一花が察してくれた。

「もしかして、キャンプファイヤーのこと？」

「う、うん……。」

　三玖のクラスの人たちが話していた。伝説ではフィナーレの瞬しゅん間かん、手を握にぎっていなければいけないらしい。

　ふと、タキシード姿すがたの風ふう太た郎ろうがドレスで着き飾かざった三玖と一花を両手でエスコートする姿が浮うかび上あがる。

「そうだ。フータローの手は二本ある。両手に花でいこう！」

　ドヤ顔で言ったと同時に、電話の向こうで一花が激はげしく咳せき込こんだ。

「ゴホッゴホッ！　……え？　どうするって？」

「……なんでもない。」三玖は赤面した。なんて馬鹿げた提てい案あん。一花に聞こえなかったのが、せめてもの救すくいだ。

「ごめんね～、咳せきが……。」

「スキーしてないで、安静に。」

「え～～！　せっかくウェアに着き替がえたのに。」

「ダメ。病人はベッド。」

　そこへ、かまくらの外に出ていた風太郎が戻もどってきた。

「お、一花か。」

　スマホを耳に当てた三玖に顔をくっつけ、電話に割わり込こんでくる。

「やっぱり悪化したか。お互たがいついてないな。」

「あれ？　フータローくんに体調悪いって言ったっけ？」と一花が不思議そうに言う。

「いや、さっきおまえが……。」

　スマホ一枚まい隔へだてた距きょ離りに耐たえられなくなった三玖が、風太郎からバッと離はなれて通話をスピーカーモードにした。

「ス、スピーカーに……！」湯気が出そうなほど、三玖は顔が真っ赤っかだ。

「ま、いいや。三玖とフータローくん、一いっ緒しょなんだね。」

　一花は、じつは風太郎たちとそれほど遠くない場所にいた。

「ちょっと安心、かな……。じゃあ私わたしは戻もどるから。二人にお願い。」

　ゲレンデでは、たくさんの人がスキーやスノボを楽しんでいる。

「一人でいる五い月つきちゃんを見つけてあげて……本当は寂さびしいはずだから。」

　きっと五月は、この広いゲレンデのどこかで、ぽつんとたたずんでいる気がする。




　カツカレー、ラーメン、そばにたこ焼きにホットドッグ。ロッジ内フードコートは、ゲレンデでとる食事──ゲレ食を楽しむ多くのスキー客でにぎわっている。

「おかしい……。」

　五月を探さがしにきた風太郎は、首をかしげた。

「ここに五月がいないとは……。」

　食べ物あるところに五月あり。そう確かく信しんしていたのだが。

「失礼……。」隣となりで三玖がツッコむ。

「そもそも、スキーを始めてから一回も見てないな。」

　二に乃のとはニアミスだったが、風太郎が実際に姿すがたを見ていないのは五月だけだ。

「ケイタイもつながらないし、もしかしたら上級者コースに行っちゃったのかなぁ……。」

　三玖と話しながらロッジを出た風太郎の額ひたいに脂あぶら汗あせが浮うかぶ。三玖の前では平気なふりをしているが、どんどん熱が上がっているようだ。

　ふいに目の前がくらっとして、風太郎はとっさに外そとの壁かべに手をついた。

「フ、フータロー？　汗あせ、すごいけど。大だい丈じょう夫ぶ？」

　三玖は、急に具合の悪くなった風太郎にびっくりしている。

　──自分をだまし続けるのも限げん界かいか。やはり、らいはから風か邪ぜをもらっていたらしい。そのうえ、昨夜びしょ濡ぬれになったせいで一気に悪化してしまったのだ。

（ということは、一花のも……悪いことしたな……。）

　スキーももっと滑すべりたかったにちがいない。これ以上、ひどくならなければいいが……。

「休んだほうがいい……。」

　肩かたで息をしている風太郎を、三玖が心配そうにのぞき込こむ。

　そのとき、背はい後ごから元気のいい声がした。

「三玖と上うえ杉すぎさん、見ーーーっけ！」

　四よつ葉ばが駆かけてきて三玖の背せ中なかに飛びつき、容よう赦しゃなく雪の上に押おし倒たおす。

「へへーん！　こんなところで油ゆ断だんしてちゃダメですよー！」

「忘わすれてた……。」三玖が雪まみれの顔を上げる。

「一花と二乃も捕つかまえたし、残るは五月だけですね！」

「おまえも見つけてないのか……。」

「はい！　残念ながら。」

　ぴょんと起き上がって、四葉が風太郎に敬けい礼れいする。

「まったく……アタシも人、探さがしてるのに。」

　二乃がブツブツ言いながらやってきた。ウェアのフードをかぶってマスクをつけた一花も一いっ緒しょだ。

「一花……休んでてって言ったのに。」

　三玖が雪を払はらいながら立ち上がり、眉まゆをひそめた。

「ご、ごめーん。四葉に捕つかまっちゃって。」手を合わせて謝あやまる一花。

「さあ、フータローも一花も部屋に戻もどるよ。」

　三玖が声をかけ、一花と二乃、四葉も歩きだす。だが、なぜか風太郎はその場を動かない。

「……四葉……五月には逃にげられたのか？」

「いえ、探さがしましたが、見かけもしませんでした。」

「どうかした？」と三玖。

「……事じ態たいは思ったより深しん刻こくかもしれない。」

　雪まじりの強風が吹ふきつけ、フードコートの幟のぼりが激はげしくはためく。

　ついさっきまで快かい晴せいだったのに、吹雪ふぶきにでもなりそうな気配だ。

「な……何よ、話、聞かせなさいよ。」不安そうに二乃が言った。




　ゲレンデマップを広げた風太郎を、四人が取とり囲かこむ。

「……遭そう難なん？」

「ああ……これだけ動き回って誰だれも五月と会わないのは不自然だ。」

「だからって！」と一花。

「やっぱりつながらない……。」

　五月に電話をかけていた三玖が、絶ぜつ望ぼう的てきな表ひょう情じょうでスマホを切った。

「一花、五月は本当にスキーに行くって言ったんだよね？」

「え？　う……うん……。」

　すると、ゲレンデマップを食い入るように見ていた四葉が、「あっ！」と声をあげた。

「ここ、まだ行ってないかも！　ここ！」

　四葉が指さしたのは、ゲレンデのいちばん端はしにあるプロフェッショナルコースだ。

　二乃が真っ青になった。

「え……このあたりって……最初に先生が言ってたよね。まだ整せい備びされてない危き険けんなルートだから、立たち入いり禁きん止しって……。戻もどってないか、宿しゅく泊はく棟とう見にいく！」

「私わたし、先生に。」

　きびすを返した二乃に四葉も続こうとしたが、「ちょっと待って！」と一花が二人を止めた。

「もう少し探さがしてみようよ。」

　二乃が険けわしい表ひょう情じょうで振ふり返かえる。

「なんでよ？　場合によってはレスキューも必要になるかもしれないのよ？」

「えっと……五月ちゃんも、あんまり大ごとにしたくないんじゃないかなーって……。」

「大ごとって……あきれた！」二乃がキッとなって声を荒あららげる。

「五月の命がかかってんの！　気楽になんてしてられないわ!!」

「……ごめんね。」一花は自分を責せめるようにうつむいてしまった。

（どこにいる、五月……。）

　風太郎はふらふらになりながら、まとまらない頭で考え続けていた。

「フータロー……もう休んだほうがいいよ……。」

「上杉さん？」

　三玖の声も四葉の声も、耳に膜まくがかかったように遠くに聞こえる。

（あと少しなんだ……今日、どこかで……。）

　風太郎は、スキー場に来てからの出来事を一つ一つ思い出していった。

　四葉に連れられて……三玖と一いっ緒しょに滑すべり方かたを習い……一花が来て……。

　ある瞬しゅん間かんがパッと浮うかび上あがり、風太郎は顔を上げた。

（そうか……そういうことか……！）

　いっこうに話が進まないので、ついに二乃の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「もういい！」

「待ってくれ。俺おれに心当たりがある。」

「心当たりって……。」

「大だい丈じょう夫ぶだ……おそらく見つかる。」

「……信じていいのよね？」二乃は半はん信しん半はん疑ぎだ。

「ああ。一花、ついてきてくれ。」

　風太郎に名指しされた一花の肩かたが、ぴくんと震ふるえた。




　鈍にび色いろの雲に覆おおわれた空から、雪がちらちらと舞まい落おちてくる。

「もしかして心当たりって……ここから探さがすってこと？」

「ああ……そんなところだ。」

　風太郎と一花は、山さん頂ちょうに向かうリフトに乗っていた。

「たしかによく見えそうだけど……。」

　眼がん下かのゲレンデには、たくさんのスキー客がいる。一花はマスクを外して、隣となりの風太郎をうかがうように見やった。風太郎はいったい何を考えているのか……。

　視し線せんを戻もどすと、前のリフトに乗っているカップルがイチャイチャしはじめた。

「やっ、やっぱやめない……？」

　目のやり場に困こまって一花が言ったときだ。

「あ、あれ、五月じゃないか？」

「え？　どれ？」

「あれだよ、あれ！　いま真下にいる女子だ。」

　風太郎が指さすほうに一花も目をやるが、

「えーっと、あの人……う～ん……ちがうような……。」と、いつになく歯切れが悪い。

「……だよな。」

「えっ。」

「だってあれ、どう見ても男だし。」

　リフトの真下にいるのは、ひげ面づらのおじさんだ。

　風太郎の手が伸のびて一花のフードを外す。すると、ロングヘアがはらりと落ちて広がった。

「……見つけた。」

　風太郎の前に、五月が素す顔がおをさらしている。

「おまえは目が悪いから、メガネがないと見えにくいだろ……。」

　五月は身の置きどころをなくしたように縮ちぢこまり、顔も上げられない。

「悪いな、大ごとにしちまって。言いだしづらかっただろ。」

「……いつから？」五月が小声できく。

「気づいたのはついさっきだが、きっかけはあのとき──。」

　なすすべもなく斜しゃ面めんを直ちょっ滑かっ降こうしながら、風太郎は小さな違い和わ感かんを覚えた。

「おまえが俺おれを、『上杉くん』と呼よんだからだ。」

　四葉からスキーを教わっているときに現あらわれた一花は、一花のふりをした五月。かまくらで三玖と電話で話していたのは、おそらく本物の一花だ。

　風太郎はひと安心して、ふー……と息をついた。

「一花は俺を下の名前で呼よぶ……いくら俺だって、それくらいは、おまえたちのことを知っている。」

　うつむいている五月を横目で見やり、風太郎は小さくほほえんだ。




　本物の一花は、三玖の忠ちゅう告こくに従したがって部屋に戻もどっていた。

　ベッドに腰こしを下ろし、時おり咳せき込こみながら、窓まどの外の広場をぼんやり眺ながめる。

「……五月ちゃん、ちゃんと見つけてもらえたかな……。」

　今朝、五月と交かわした会話を思い出す。

　──そんなにフータローくんは、悪いやつに見えるかな？

　──そ、そういうわけでは……。

　五月は思おもい詰つめたように、一花の手をしっかりと握にぎりしめた。

　──ただ、男女の仲となれば話は別です。私わたしは彼かれのことを何も知らなすぎる……男の人は、もっと見み極きわめて選ばないといけません。

　不器用だけどひたむきな、五つ子姉し妹まいの末っ子。

「五月ちゃんは、まだ追ってるんだね……。」

　一花は、そこにはいない五月に語りかけるようにひとりごちた。

「大だい丈じょう夫ぶ……フータローくんは、お父さんとちがうよ。」




　雪が風に流されて、髪かみや頰ほおにひんやりとふれていく。

　五月は、ひざの上に置いた手にギュッと力を込こめた。

「すみま……せんでした……。」

　泣きそうな顔で、声を絞しぼり出だすようにして謝しゃ罪ざいする。

「私……たしかめたくて……。」

「バカ不器用め……ツメが……甘あまいんだ、よ……。」

　風太郎の頭がゆっくり落ちて、五月の肩かたにコツンとくっついた。

　こっ、これはどういう……!?　五月は、もちろん寒さのせいではなくフリーズした。

「……あの……上杉くん？　……それはちょっと……あの。」

　これじゃあまるで、前のリフトに座すわっているカップルみたい……いやまさかそんな！

　そのとき、五月に寄よりかかっていた風太郎の頭がガクンと落ちた。

　見ると、風太郎は顔を真っ赤にして、苦しそうに熱い息を吐はいている。

「上杉くん？」

　呼よびかけにも、まったく反はん応のうしない。まさか、気を失ってる──!?

「……上杉くーん!!」

　五月の絶ぜっ叫きょうが雪山にこだました。




『まもなくキャンプファイヤーが始まります。生徒のみなさんは広場に集合してください……。』

　広場には、すでに気の早い生徒たちがチラホラ集まっている。

　風太郎は意い識しきもうろうとしながらも、五月たちのおかげでなんとか宿しゅく泊はく棟とうに戻もどってきた。

「よく連れてきてくれたな。」

　学年主しゅ任にんのハゲネズミ先生がぐったりしている風太郎の肩かたを支ささえ、まだスキーウェアのままの五つ子たちに言った。

「上杉はこの部屋で安静にさせて様子を見る。あと、誰だれか荷物を持ってきてくれ。」

　うなだれている五月の頭を、二乃が軽くコツン。四葉もすっかりしょげ返っている。

「ごめん、私わたしのせいだ……付つき添そう！」責せき任にんを感じた一花が一歩、前に進み出た。

「一花……。」その気持ちは、三玖だって同じだ。

「わ、私も残ります！」五月も申し出る。

　なかなか立ち去ろうとしない五人を、風太郎が苦しげに息をしながら振ふり返かえった。

「おまえたちがいてもしかたないだろ……一人にしてくれ……。」

　わざと突つき放はなすような言い方をする。

「ちょっと！　冷たいんじゃない？　みんなアンタを心配して。」

　カッとして声を荒あららげる二乃を、ハゲネズミ先生がさえぎった。

「ということだ。早く行きなさい。」

　五月は「でも……。」と食い下がろうとしたが、先生も面めん倒どうになったのだろう。

「これよりこの部屋は立たち入いり禁きん止しとする！」

　問答無用とばかりに言いい渡わたすと、五つ子たちはようやくあきらめて部屋の前から移い動どうしはじめた。

　風太郎に付つき添そうハゲネズミ先生が、「さあ入れ。」とうながす。しかし風太郎には、まだ一つだけやらなければならないことがあった。

「二乃。……ちょっといいか……？」

　最後に去ろうとしていた二乃を呼よび止とめ、廊ろう下かの隅すみで金太郎からの伝言を告つげる。

「……外せない用事ができたらしい。スキー場でたまたま会って、頼たのまれたんだ。」

「やっぱり、彼かれだったんだ……。」二乃は少し傷きずついたように目を伏ふせた。

「ってことは、嫌きらわれちゃったかな……。」

「ん……いや。」風太郎が言葉をにごすと、

「まぁ、待つだけ待ってみるわ……。」

　二乃は、別人のようにけなげでしおらしい。良心がとがめ、風太郎は覚かく悟ごを決めた。

「なぁ、二乃。あれは……。」

　真実を打ち明けようとしたとき、待ちくたびれた先生が部屋から顔を出した。

「上杉！　何をしている、早く休みなさい！」

　ひと言で済すませる話じゃないし、機会を改めたほうがよさそうだ。

「悪い……元気出せよ。」

　風太郎に励はげまされた二乃の顔が羞しゅう恥ちで赤くなる。

「……信じて、いいのよね？」

　よろよろしながら部屋に向かう風太郎に、二乃はきいた。

「……ああ。」

　少しの間のあと、風太郎はぎこちなくほほえんで言った。




　風太郎を気にかけながらも、二乃以外の四人は自分たちの部屋に向かっていた。

　と、ふいに三玖が足を止めた。

「フータロー……せっかく林間学校に前向きになってくれたのに……一人で、こんな寂さびしい終わり方でいいのかな……。」

　一花も、四葉も、五月も──三玖と同じ思いだった。




　広場の真ん中で、キャンプファイヤーの炎ほのおが天に届とどけとばかりに燃もえ盛さかっている。

「最後のダンス、どうする？」

「え～どうしよう。」

「俺おれ、今から誘さそっちゃおっかな～。」

「あの子、相手決まってるかなぁ……。」

　あちこちから、そんな会話が聞こえてくる。女子も男子も、このあとに待っているダンスに気もそぞろだ。

「で、さ、俺おれとダンスどうかな？」

「えっ……。」

　みんなの前で大だい胆たんに申もうし込こんでいるツワモノもいる。

「くだらないわ！」

　二乃は腕うでを組み、冷めた顔で吐はき捨すてるように言った。

「あれ？　どうしたの二乃？」

「運命の人と踊おどるって、テンション上がってたじゃん？」

　ゆうべと態たい度どが一変した二乃に、友達が不思議そうにきいてくる。

「……フられちゃったわ。」

　二乃は、キャンプファイヤーの炎ほのおを切なげに見つめた。

　上杉のヤツ、何が元気出せ、よ。

（いちばん元気のないアンタが言うなっての。少しは自分の心配しなさいよ……。）

　アイツを心配してやる義ぎ理りなんて、これっぽっちもないのに。

「ムカつく……。」

　そう言うと、キャンプファイヤーにくるりと背せを向け、歩きだす。

「あれ、二乃？」

「ちょっとトイレ。」

「早くしないと始まっちゃうよー。」

　友達の声を背せ中なかで聞きながら、二乃は振ふり向むかずに宿しゅく泊はく棟とうへ向かった。




　ダンスの時間が近づくにつれ、キャンプファイヤーの周りでは続々とにわかカップルが誕たん生じょうしていた。

「相手がいないなら、踊おどってあげてもいいけど……。」

　セルフ吊つり橋ばし効こう果かにやられた松まつ井いさんが、そっぽを向きつつ前まえ田だを誘さそう。

「え!?　お、おう……。」

　念願の彼かの女じょ候こう補ほ出しゅつ現げんである。ヒョウ柄がらのシャツとジャケットという、独どく特とくのファッションでキメたかいがあったというものだ。

　一花は毛もう布ふにくるまって階かい段だんに座すわり、そんな二人をほほえましそうに見つめていた。

「……わっ!?」

　突とつ然ぜん、冷たくなっていたほっぺたに温かいものがふれた。

「あげる。風か邪ぜは水分補ほ給きゅうが大事。」

　三玖だ。缶かん入いりのホットドリンクを一花に渡わたして、隣となりに座すわる。

「あ、ありがとう。へ～、ホットもあるんだ、抹まっ茶ちゃソーダ……。」

　どんな味がするのやら……少々引きつつ、両手で缶を包つつみ込こむ。

　すると、三玖が一花のおでこに自分のおでこをくっつけてきた。

「治ってる。」

「やっぱり、私わたしがフータローくんにうつしちゃったのかなぁ……。」

「フータローは最初からおかしかった。」

　一花と頭をくっつけたまま、三玖が後こう悔かいをにじませて話す。

「今にして思えば、ずっと具合が悪かったんだと思う……。もっとよく見てあげたら……私も自分のことで必死だったから。」

　一花は、体をずらして三玖に向き直った。

「……ごめんね。ダンス、断ことわるべきだった。もっと早く気づいてたらよかったのにね。伝説のこと……三玖の想おもい。」

　そして、この気持ちにも──。

　つらそうに目を伏ふせた一花を、三玖がぎゅっと抱だきしめる。

「え……三玖？」

「ずっと気にしてた。一花や二乃……みんながフータローとどう接せっしているのか。私わたしだけ特別なんて、平等じゃないと思ってたから……。」

「そんなこと……。」

「でも、もうやめた。」

　一花から体を離はなすと、三玖は吹ふっ切きれたような笑えみを浮うかべた。

　──独ひとり占じめはしたい。この感かん情じょうに噓うそはつけない。だけど、それは今じゃない……。

「私は、フータローが好き。だから好き勝手にするよ。その代わり、一花もみんなも……。」

　素す直なおな気持ちを打ち明けて、一花の両手を包つつみ込こむ。

「お好きにどうぞ。負けないから。」

　三玖の宣せん戦せん布ふ告こく。誰だれにも言えずにたくさん悩なやんで苦しんで、三玖が出した答え──。

　一花は、フッと口もとをほころばせた。抹まっ茶ちゃソーダのプルタブを開け、ごくごくと一気に飲のみ干ほす。

「絶ぜつ妙みょうにマズい……。」

「……そうかな？」

「でも効こう力りょくバツグンだよ。ありがとね。じゃあ行こう！」

「うん。」

　二人は、晴れ晴れとした笑え顔がおで立ち上がった。




　……私わたしがよけいなことを考えて、一花のフリをしなければ──。

　五月は落ち込んで、風太郎の班はんの男子部屋にやってきた。

　明かりの消えた室内は、窓まどから見えるキャンプファイヤーの炎ほのおで、入り口からはかろうじてシルエットが見える程てい度どだ。

「四葉……？」

　風太郎の荷物を取りにきた四葉は、なぜか微び動どうだにせずベッドのそばに突つっ立たっている。

「上杉くんの荷物はまだ……？」言いながら部屋に入っていく。

「これ、上杉さんのしおり……ふせんやメモがいっぱい。」

　四葉は、手に持っていた風太郎の『林間学校のしおり』を五月にさしだした。

「こんなに楽しみにしてたのに……具合の悪い上杉さんを無理に連れ回して、台無しにしちゃった……私わたしがよけいなことしたから……。」

　いつもの元気はかけらもなく、見たこともないような暗い顔をしている。

　四葉も五月と同じように、自分を責せめているのだ。

「……けっきょくのところ、上杉くんがどう感じたのか、何を考えているのか、本人に聞かないとわかりません。」

　四葉から受け取ったしおりをぱらぱらめくっていた五月が、あるページで手を止めた。

　小さくほほえんで、「ただ……。」とそのページを開いた状じょう態たいで四葉にさしだす。

「無む駄だではなかったはずですよ。」

　そこには、一枚まいのメモが挟はさんであった。



『らいはへの土産みやげ話ばなし







・楽しかった話……車内で五つ子ゲーム　四葉が手伝ってくれた肝きも試だめし






候こう補ほ……三日目のスキー（四葉が教えてくれるらしい）





・驚おどろいた話……五年ぶりの旅館　五月と二乃を探す』





「……これ、本当かな。三玖は寂さびしい終わり方って言ってたけど、楽しかったのかな？」

　四葉の表ひょう情じょうに明るさが戻もどってきた。

　五月が「さあ……？」ととぼけると、四葉はキッとして言った。

「上杉さんに聞いてみる！」

「えっ、今からですか!?」

「こっそり行けば大だい丈じょう夫ぶだって！」言うが早いか、部屋を飛び出していく。

　……ストレート。いつもながら、四葉の行動力には驚おどろかされる。

（私わたしも、四葉みたいにできるでしょうか……。）




　ダンスが始まり、キャンプファイヤーの炎ほのおが最さい高こう潮ちょうに燃もえ上あがっているころ、ベッドの風太郎も、これまでの最高体温を記録していた。

　ガチャッとドアが開き、電気を消した部屋に若わかい男だん性せい教きょう師しが顔をのぞかせた。

「主しゅ任にん……主任。」

「……ん!?　あ、ああ、なんだね!?」

　風太郎の枕まくらもとで船を漕こいでいたハゲネズミ先生が、あわてて立ち上がる。

「キャンプファイヤーも終しゅう盤ばんです。手伝ってもらえますか？」

「ああ、わかった。」

　先生が出ていき、ドアが閉しまると、部屋は再ふたたび暗くら闇やみに包まれた。

（……あわわわわ……。）

　ベッドの陰かげに、ひざを抱かかえた五月が隠かくれていた。

（四葉を見習ってみましたが……先生が寝ねているあいだに忍しのび込こむなど、大だい胆たん不ふ敵てきすぎだったでしょうか……。）

　ベッドの端はしからそろりと顔を出す。風太郎は、二台向こうのベッドで眠ねむっているようだ。

（だけど、彼かれを独ひとりにさせてはいけない……！）

　とりあえず電気をつけようと立ち上がり、壁かべ伝づたいにそろそろと歩いていく。

　四葉も来ると言っていたのに、どうしたのだろうか。

（ええと……たしかこのあたりにスイッチが……。）

　指先が場所を探さがし当あて、照明のスイッチを押おした次の瞬しゅん間かん！

　こうこうと灯ともった明かりの下。スイッチの上に、五つの手が重なっていた。
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「えっ……。」

　五つ子たちはぽかーんと顔を見合わせ、同時に状じょう況きょうをのみ込んだ。

「えぇえええ～～～!?　みんな来てたの～～～!?」四葉が大声をあげた。

「し、静かにっ！」あわてて人さし指を口に当てる五月。

「なんでアンタたちがいるのよ！」

　逆ぎゃくギレする二乃に、三玖が「二乃こそ意外。」と冷静にツッコむ。

「あ、アタシはよく効きくお守りを貸かそうと思っただけ！」

　風太郎が本当の持ち主とも知らず、二乃は青いミサンガをみんなの前に突つき出だした。

「私わたしたちも、フータローくんが心配で来たんだよね？」

「うん。」

　一花と三玖が笑え顔がおでうなずき合う。

「えへへへっ！　なんかうれしいな！　全員同じこと考えてたんだね！」と四葉。

「アタシはちがうって言ってるでしょ！」

「素す直なおじゃない……。」

　二乃と三玖の、いつものやりとり。そんな姉し妹まいたちをほほえんで見ていた五月が、身をひるがえして風太郎のベッドに歩あゆみ寄よった。

「上杉くん。みんなあなたに元気になってほしいと思っています。」

　眠ねむっている風太郎に語りかける五月を、四人はやさしく見守っている。

「上杉くんがどんな人なのか、私わたしにはまだよくわかりませんが……目が覚めたら、よければ教えてください……あなたのことを。」

　そう言うと、五月はゆっくりと風太郎に手を伸のばした。




　外の広場では、キャンプファイヤーのダンスが佳か境きょうを迎むかえていた。

『さあ、キャンプファイヤーもフィナーレです！　みんなでカウントダウンお願いします。せーの！』

「10！　９！　８！　７！　６！　５！　４！　３！」

　部屋の中で、五月の手が風太郎の手にそっと重なる。

「２！　１！　０ーーーーーー！」

　キャンプファイヤーを囲かこむように置かれた花火から、火柱が輝かがやきながら噴ふき出だした。





＊






　年季の入ったフライパンに、目玉焼きが二つ。

「♪パパパパーン、パパパパーン……。」

　結けっ婚こん行進曲を口ずさみながら、らいははキッチンで朝ご飯を作っていた。

「♪パーンパーンパ、パンパンパンパン……。」

　腰こしのあたりまである長い髪かみは昔とそう変わらないが、高校の制せい服ふくを着た姿すがたは、すっかり今どきのＪＫだ。

　そのとき、スカートの中でスマホが鳴った。

「はーい、もう会場に着いた？　……え？　え～～～!?　なんでそんなもん忘わすれるの！　もうっ、持ってくけどさ。」

　あきれ顔で電話を切ると、妻つまの遺い影えいに手を合わせていた勇いさ也なりが、「なんだ？　風太郎からか？」とらいはを振ふり返かえった。今日は珍めずらしい白いワイシャツ姿すがたである。

「結けっ婚こん指ゆび輪わを家に忘れたって……こんな新しん郎ろう、ほかにいないよ。」

　気持ちよく晴れた春のこの佳よき日ひ、教会で風太郎の結けっ婚こん式しきが行われるのだ。

「……血は争えんな。」勇也はフッと笑い、ちゃぶ台についた。

「もう一人いるんかーい！」

　娘むすめのナイスツッコみに、勇也が「ガハハハハ！」と豪ごう快かいに笑う。

「決めた！　私わたし、お父さんやお兄ちゃんよりもいい人と結婚する！」

　目玉焼きのお皿を両手に、決意表明するらいは。

「許ゆるさんっ！　俺おれを一人にしないでくれぇ～～っ！　彼かれ氏しは!?　彼氏はまだいないんだよな!?」

　取とり乱みだしている勇也を無む視しして、らいははやれやれと腰こしを下ろした。

「はぁ……お兄ちゃんも仕事以外、無む頓とん着ちゃくなのは相変わらずなんだから。」

「それでも、学生のころよりマシになったほうだろ。」

「そうだけど……あんなんでいい旦だん那なさんになれるか心配だよ……。」

　そう言うらいはは、いつまでたっても兄の心配ばかりしている。

　ほほえんでいた勇也が、皿に目をやり「ん？」と眉まゆをひそめた。

「おいおい、朝食がこれだけって。そんなに家計がヤバいのか？」

　皿にのっているのは、目玉焼きとサラダのみ。あとはコップの水だ。

「ヤバいけど、ちがうよ。今たくさん食べたらもったいないじゃん。」

　上杉家の薄うすっぺらい財さい布ふを長年握にぎっているらいはが、ニカッと笑って言った。

「今日のお昼ご飯は、すっごい豪ごう華かなんだから。」




　ガラス張ばりのチャペルに、光が射さし込こんでキラキラ輝かがやく。

　豪ごう華かなシャンデリア、広い階かい段だん、ステンドグラスの窓まど──会場に到とう着ちゃくしたらいはは、キョロキョロしながら新しん郎ろうの控ひかえ室しつを探さがした。

「うわぁ～～……なんだかお城みたい……。」

　ある部屋の前を通りかかったとき、「なんでこんなことになってるの？」という声が聞こえてきた。のぞいてみると、式場の女じょ性せいスタッフが二人、クローゼットの前で何やら困こん惑わくしたように話している。

「本当ですね……手配ミスでしょうか。」

　二人が去ったあと、らいはは部屋に入ってみた。

「わぁ……！　一日でこんなに着き替がえるんだ……。」

　新しん婦ぷの控え室らしく、クローゼットには純じゅん白ぱくに輝くウエディングドレスが何着もかかっている。

「いつか私わたしも着る日が来るのかなぁ……。」

　目を閉とじてうっとりしていると、「髪かみを上げますね。」という別の女性の声が聞こえてきた。奥おくの部屋のドアが少し開いていて、髪をセットしてもらっている花はな嫁よめの後うしろ姿すがたが見える。

「わあ～～……。」

　まるで大輪の花が咲さいたよう。あんなきれいな花嫁さんをもらう果か報ほう者ものの兄は、控ひかえ室しつで鏡台に突つっ伏ぷし、のんきに居い眠ねむりしていた。

「あー、いたいた……。」

　らいははあきれつつ、控え室に入っていった。

「はぁ……今日が特別な日だってわかってるのかなぁ？」

　夢ゆめでも見ているのか、起きる気配のない風太郎に語りかける。

「今から結けっ婚こんするんだよ？　でもお兄ちゃん、超ちょう現げん実じつ主しゅ義ぎ者しゃだからなぁ。そういうの気にしてな……。」

　忘わすれ物ものの結けっ婚こん指ゆび輪わのケースを置こうとして、らいははハッと手を止めた。

「……懐なつかし……まだ持ってたんだ、これ……。」

　風太郎の手首に、ボロボロになった青いミサンガが巻まいてある。

「……結婚おめでとう、お兄ちゃん。」

　らいははほほえみ、心から祝福の言葉を贈おくった。




　リンゴーン　リンゴーン　リンゴーン……。

　満開の桜さくらの花びらがライスシャワーのように散って、チャペルの鐘かねが鳴なり響ひびく。

「新しん郎ろう入場。」

　牧ぼく師しさんの声で扉とびらが開く。

　白いタキシードに身を包み、深々と頭を下げた風太郎が姿すがたを現あらわした。

　祭さい壇だんに向かう風太郎に、列席者から声がかかる。

「おいコラ。」「上杉くん、おめでとう！」

　すっかり大人になった、前田と松井さんだ。しかし風太郎は、返事もせずに立たち尽つくしている。

「んだよ！　俺おれだよ、俺！　覚えてないとは。」

　顔色を変える前田に、風太郎はニヤッと笑った。

「覚えているさ。前田だろ。──二人ともね。」

　前田と松井さんの左手の薬指には、おそろいの結けっ婚こん指ゆび輪わが光っている。

「……相変わらずだな。」

　再ふたたび祭さい壇だんに向かって歩きだした風太郎を見送りながら、前田が苦く笑しょうした。松井さんのお腹なかはぽっこりふくらんで、一足先に夫ふう婦ふになった二人は、数か月後には親になる。

「でも、あいつは俺たちをつないでくれたキューピッドだからな。」

　キューピッドというよりピエロだったが、それはどうでもいい。

「林間学校の伝説か……懐なつかしいね。」

　あの夜、フォークダンスで初めて夫と手をつないだことを思い出す。

「あ、ああ。そういえば知ってるか？　上杉たちもあのとき──。」

　結びの伝説……キャンプファイヤーの結びの瞬しゅん間かん、手を握にぎった二人は、生しょう涯がいを添そい遂とげる縁えんで結ばれるという。

　熱にうかされていた風太郎は、正直、あのときのことをよく覚えていない。だが、災さい難なん続きだった林間学校に、不思議と嫌いやな覚えもなかった。

　風太郎は緊きん張ちょうしつつ、祭さい壇だんの前に立って花はな嫁よめを待った。

「新しん婦ぷ入場。」

　扉とびらが開き、光の中に美しい花嫁が浮うかび上あがった。

　ベールに包まれた花嫁の左耳に、ピアスが見える。

　皆みなの視し線せんを奪うばいながら、花嫁が祭壇の前で待つ風太郎のもとへ、バージンロードを歩いてくる。風太郎は、幸せそうにほほえんで彼かの女じょに手をさしのべた。

　結びの伝説２０００日目の今日、花嫁はあの夜、運命に導みちびかれるように風太郎と握にぎり合あった手を重ねた。




　キャンプファイヤーの〝結び〟の瞬しゅん間かん。

　お守りをつけた風太郎の左手の五本の指を、五つ子たちがそれぞれ握りしめていた。

「あのときもずっと耐たえてたんだね……。私わたしも周りが見えてなかったな。」一花が言う。

「らしくないこと言ってないで、早くいつもの調子に戻もどりなさい。」二乃も声をかける。

「私たち五人がついてるよ……。」と三玖。

「私のパワーで元気になってください！」念を送る四葉。

「この林間学校……あなたは何を感じましたか？」

　五月が問いかけたとき、風太郎がむっくり起き上がった。

「「「「「わっ！」」」」」

　驚おどろいた五人の手が、風太郎の指から離はなれる。

「起きた……。」

「元気になったんですね！」

「おまじないすごーい！」

「……復ふっ活かつした……。」

「ま、まぎらわしいのよ！」

　一花、五月、四葉、三玖、二乃。ホッとした反動からか、いつにも増まして騒さわがしい。

「……るせぇ……。」ぼそり。風太郎がつぶやいた。

「……うるせぇ～～～！　寝ねられないだろ～～～！」

　風太郎がブチ切れ、五つ子たちがあわてて逃にげ出だしていく。

「上杉さんが怒おこった～。」「なーんだ、もう大だい丈じょう夫ぶじゃん！」

　あれは四葉と二乃の声か？　笑っているのは誰だれだ──。

「さっさと……出ていけ～～～!!」

　高熱のうえ、頭に血が昇のぼったからか。

　容よう体だいが悪化した風太郎は、このあと病院に担かつぎ込こまれたのであった。




　……でも、かすかに記き憶おくに残る、あのときのみんなの笑え顔がおがうれしそうで楽しそうで──。

　祭さい壇だんの前で花はな嫁よめと向かい合い、風太郎は林間学校の夜に思いを馳はせていた。

　ほろ苦い思い出さえ幸福に感じるのも、たぶん、みんながいたから──。

　風太郎は、花嫁のベールをゆっくりと上げた。

　愛する女じょ性せいのはにかんだ素す顔がおが、ステンドグラス越ごしの光に照らし出される。

　──今なら言えるかもしれない。あのとき言えなかった、ひと言を……。

「そばにいてくれて……ありがとう。」

　花はな嫁よめは一いっ瞬しゅん、驚おどろいたように風太郎を見つめ──そして、心から幸せそうに笑えみくずれた。





＊






『The first step is always the hardest.』

　いちばんやっかいなのは、いつも最初の一歩──か。

　林間学校から一週間後の朝、風太郎は英単語帳を手に、駅前の陸橋を歩いていた。

「フータローくん。」「上杉！」「フータロー。」「上杉さーん！」「上杉くん！」

　今や耳みみ慣なれた五重じゅう奏そうが、背はい後ごから聞こえてきた。

「……おまえら。」

「おっはー！」「おはよ。」「おはよう……。」「おはようございまーす！」「おはようございます。」

「おう。」

　一花、二乃、三玖、四葉に五月。聖しょう徳とく太たい子しの耳とまではいかないが、五人の声くらいは聞き分けられるようになった風太郎である。

「……体はもう大だい丈じょう夫ぶ？」と三玖がきいてくる。

「ああ。入院して休んだぶん、取とり戻もどさないとな。」

　風太郎の手首に巻まいたお守りに、二乃がチラッと視し線せんを走らせる。

「……もうちょっと貸かしといてあげるわよ……。」

「何か言ったか？」

「別に！」ぷいっとそっぽを向いた二乃は、五月を見て目を剝むいた。

「てか、五月食べすぎ！」

「あ……朝はお腹なかがすくんです！」

　五月は例によって、途と中ちゅうのコンビニで買ったカレーパンを頰ほお張ばっている。

「そうだ！」

　二乃の肩かたに手を置き、一花が後ろからひょこっと顔を出す。

「フータローくんの復ふっ活かつ祝いわいに、みんなで放課後、駅前のクレープ……。」

「もちろん勉強だよな！」

　一花に最後まで言わせず、ぐいっと迫せまる風太郎。

「あ……はは……。」

「フータロー。また勉強、たくさん教えてね……。」

　三玖が、ちょっぴり恥はずかしそうに言った。

「みんなで勉強かぁ。ガンバろうね！」

　いつものごとく、やる気だけはダントツの四葉だ。

「ちょっと！　アタシはそんなの……。」

「だったら、二乃以外のみんなで。」

　すかさず三玖に痛いたいところを突つかれ、グッと言葉に詰つまる二乃。

「……参加しないとは言ってないでしょ！」

「上杉くん。よろしくお願いしますね。」

　カレーパンを食べ終えた五月が、そう言って風太郎にほほえむ。

　──どうやら、やっかいな最初の一歩は通とおり過すぎたらしい。

「ああ。期末試験に向けて、ビシビシいくからな！」

　風太郎が鬼おに家庭教きょう師しの顔になり、五つ子たちにニヤリとした。

「え……あ……あの。」五月が口ごもる。

「覚かく悟ごはいいか、おまえら！」

「……逃にげろ！」二乃が叫さけぶ。

「わあーーーっ！」

　抜ぬけるような青空に、五つ子たちの明るい笑い声が吸すい込こまれていった。





この本は、ＴＶアニメ「五等分の花嫁」をもとにノベライズしたものです。
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